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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一話　魔の森初探索







「へえ、変わった森だね」

「何？　このトゲトゲな葉の植物」




　本日の、ボクたち冒険者パーティ『ドラゴンバスターズ』には、リーダーであるヴェルがいない。

　色々な大人の事情というか、ヴェルに言わせると将来に禍根を残さないために、実のお兄さんの追い落とし工作に奔走しているからだ。

　こう言うとヴェルが残酷な人に聞こえるかもしれないけど、貴族では別に珍しくない話かな。

　あのルックナー兄弟を見れば、おのずとわかるというものだね。

　それに、ボクもあのお兄さんの態度には感心しなかった。

　いくら弟に頭を下げるのが嫌だからって、それができない時点で貴族としては駄目だと思う。

　そんなわけで、ヴェルはお兄さんの追い落とし工作のために魔法を駆使している最中だ。

　朝、ボクたちを探索する魔の森の入り口まで魔法で送るや否やすぐに引き返して、一生懸命に開墾をしたり、用水路を掘ったり、土壌の改良を行ったり、肥料を作ったりで忙しい。

　いまいち、お兄さんの追い落とし工作には見えないけどね。

　今まで誰も開発できなかった未開地に、見事な農村やら田園地帯を作り、新しい使用人という名目の移民希望者たちに、商店までオープンさせた。

　これが、バウマイスター領の住民たちを驚かせているらしい。

　ボクも、その話はエリーゼから聞いたんだけどね。

『ヴェンデリン様が領内の開発に手を貸してくれるのならば、この領の将来に希望が持てると、皆さん、そう仰おっしゃっています』

　エリーゼは、バウマイスター騎士爵領唯一の神官であるマイスター様の代わりに教会で働いている。何でも、マイスター様は腰を悪くしてしまったらしく、現在はベッドから起き上がれない状態なのだそうだ。

　エリーゼが治癒魔法をかけてみたようだけど、マイスター様が老齢すぎてあまり効き目がないみたい。徐々に症状は緩和しているけど、あとは自然治癒に頼るしかないのだそうだ。

『年を取ると、治癒魔法が効きにくくなるのですよ。残念なことです』

　ヴェルとお見舞いに行った時に、マイスター様は笑いながら自分は年を取りすぎたのだと語っていたのを思い出す。

　それで、エリーゼが臨時で代理司祭になったんだけど、教会は恐ろしいほどの賑にぎわいを見せていた。

　もちろん領民たちが急に信仰に目覚めたわけじゃない。

　エリーゼが可愛かわいいから見学がてらという人もいるみたいだけど、一番の理由はエリーゼの治癒魔法にあったんだ。

『エリーゼ様、うちの子が熱を……』

『先週の開墾作業中に、腕を切ってしまいまして……』

『木から落ちて骨折を……』

　医者なんていない領地だから、すべて民間療法で治療していた怪け我がや病気が、エリーゼの治癒魔法で瞬く間に治ってしまう。

　エリーゼが、王都では『ホーエンハイム家の聖女』と呼ばれていることを知らない領民はいないみたいで、彼女がいる間に治療してもらおうと、みんなで順番に押しかけている。

　エリーゼも人がいいから、来る人を拒まず治してしまうし、お金は一セントも受け取らなかった。

　少量の野菜とかは受け取っていて、それは食卓に並ぶけどね。

『さすがは、ヴェンデリン様の奥様』

『エリーゼ様、ありがとうございました』

『お礼といっては何ですが、今日採れた野菜です』

　みんな、エリーゼを女神の如ごとくありがたがり、その婚約者であるヴェルの評判も上がっていく。

　当然、あのお兄さんがいい顔をするわけがない。

　エリーゼが危険だから、ヴィルマの他にも護衛を増やしたくらいだ。

　もっとも、今のエリーゼに手を出すと、領主であるヴェルのお父さんでも危険だと思うんだよね。

　みんな、ヴェルが領主を継げばいいと心の中ではそう思っているのだし。




「物もの凄すごく蒸し暑いわね」

「ここは大陸の南端だもの」

「もう少し薄手の服を……でも防御力的に駄目よね」

「イーナちゃん、まさかその薄着をヴェルに見せようと……」

「そんなわけないでしょうが！」

　まあ、ヴェルの方は今は任せるしかないよね。

　ボクに解決できる知恵とかないし。

　狩りに参加できないで残念そうだったけど、ヴェル自身も何だかんだで土木魔法が気に入ったみたい。

『あははっ！　田んぼが広がっていくぞ！　土壌の改良も順調だ！』

　ちょっとはまりすぎなような気もするけど、イーナちゃんに聞いたら『男は時に、よくわからないものに熱中する』って言ってた。

『おおっ！　綺き麗れいな真四角の田んぼを邪魔する巨石め！　お前は強制排除だ！』

『古い巨木の切り株とは！　砕けて、肥料になってしまえ！』

　真剣な表情で動かない障害物と対たい峙じしているのを見たことがあるけど、ちょっとボクには理解できなかった。

　そんなわけで、暫しばらくヴェルは戦力にならないわけだけど、その代わりにブランタークさんが探索に協力してくれる。

　魔力の量ではヴェルに負けるけど、多彩な魔法を使う経験豊富な魔法使いだから、安心して頼れるというものだね。

「ふむ……なるほど……」

　その肝心のブランタークさんだけど、彼は持参した古い本を見ながら一人勝手にフンフンと唸うなっていた。

「あのブランタークさん？」

「ああ、悪い」

　イーナちゃんの呼びかけに、ブランタークさんは謝りながらこちらに顔を向ける。

「その本は？」

「お館やかた様から、借りたんだけどよ」

　ブランタークさんとボクとイーナちゃんの主君であるブライヒレーダー辺境伯様の趣味は、古書籍の蒐しゅう集しゅうだ。

　前に貸してもらったエッチな小説からして、ジャンルは特に問わないみたい。

　とにかく、古くて貴重な本なら無類の愛着を感じるようだ。

　こう言っては失礼だけど、ボクにはちょっと理解できないな。

「その本って、どんな本？」

「タイトルは、『図解魔物・産物大全』となっているな」

　かなり昔の本で、そこには魔物の領域に住まう魔物や採取可能な産物が絵付きで紹介されているそうだ。

　他にも、魔物の攻撃パターンや弱点、食べることができたり、素材として使える部位の紹介など。

　とても詳しく載っているみたいだけど、一つ問題のある書籍でもあるそうだ。

「一部、見たこともない魔物や産物の紹介がされていてな」

　詳しくは書いてあるのだけど、誰も見たことがない魔物ばかりだから、その部分がこの図鑑を『半フィクション図鑑』などと呼ばせているのだそうだ。

「ただ、このトゲトゲの葉の植物は載っていた。『ナンゴクシダ』だそうだ」

　この図鑑には、魔物の領域特有の虫や魚や植物なども詳しく載っていて、その中の一ページにトゲトゲも載っていた。

「えっ？　じゃあ、もしかして？」

　未開地南端で海を塞ふさぐようにして存在する広大な魔の森を、現在三つに分けて探索しているけど、昔遠征軍が入った中央部は他の魔物の領域とさしたる違いはなかった。

　ところが、今日入った西部の森は、ボクたちが今までに見たこともない樹木や植物が生い茂っている。このナンゴクシダの他にも、多くの知らない植物が折り重なるように生い茂っていた。

「未発見の魔物がいるのかな？」

「図鑑に記載されているということは、大昔の冒険者はここに来ていたのかもしれないな」

　確認する術すべはなかったけど、そういう可能性があるのかもとボクは思う。

　もしくは他の場所にも、この森と同じような植物や魔物が分布している場所があるのかもしれないね。

「その図鑑が、フィクションではないことが証明されましたね」

「まあな、ただ……」

「ただ何ですか？」

　イーナちゃんからの質問に、ブランタークさんはある方向に視線を向けることで答えた。

「この森は、何でもデカいな！」

「確かに……」

　ブランタークさんやイーナちゃんばかりでなくボクたちみんなが、巨木に大量になっている黄色い三日月のような果物に絶句した。

　一本だけでボクの身長くらいあるのだから。

「え───と。『バナナ』って果物らしいな」

　ブランタークさんと一緒に図鑑を見ると、そのバナナなる果物の解説が絵入りで書かれていた。

　南方に自生する植物で、黄色い二〇センチほどの実が大量に房状でなると書かれている。

「まず最初に、大きさが間違っていると思うんだ」

「おかしいな……」

　ブランタークさんが何度も図鑑を見直すけど、バナナの大きさが明らかにおかしいよね。

「魔物の領域だからな。他の土地では考えられない非常識があったりするということにしておく。実際にあるけど」












　魔物の領域は、ここは特にそうだけど、魔力の元であるマナが濃い場所が多い。

　魔物が大型になるのも、その濃いマナのせいだと予備校で習った。

「でも、大きければ得だよね」

「まあ、そういうことだな」

　調査目的とはいえ、採集や狩りを行わないわけではないからね。

　ヴェルへのお土産も必要ということで、ボクたちはバナナの採取を始める。

　他にも、全長一メートルほどある『マンゴー』とかいう果実や、『ドリアン』とかいう実も採った。変わった臭いだけど、美お味いしいって図鑑に書いてあるから。

「これって、コーヒーの実？」

「そうだな。妙にデカいけど」

　両手でないと持てないほど大きなコーヒーの実が、目の前の巨木に大量になっていたんだ。

「こんなに大きいと、豆の焙ばい煎せんが大変そうだね」

「そうでもないみたいだぜ」

　ブランタークさんがコーヒーの実の果肉を魔法で真っ二つに割り、焙煎する種の部分は通常のものとそれほど大きさが変わらないことを証明してくれた。

　濃厚なマナのせいで、果肉の部分だけが大きくなったみたいだね。

「俺は実がいっぱいあった方がいいな。コーヒーは苦手だし」

　エルがコーヒーを飲まないのは、高価だからというよりも、苦いからという理由の方が強い。それでよくヴェルからお子様だとからかわれている。苦いのはボクも、あんまり好きじゃないんだけど。

　コーヒーは、ブライヒレーダー辺境伯領の南方でも栽培されているけど、栽培量が少ないから喫茶店などで頼むとマテ茶の十倍近い値段がする。

　紅茶はマテ茶の葉を発酵させたものだから、せいぜい倍くらいの値段かな。コーヒーは高級品だよね。好きな人は多いけど。

「少し酸っぱいけど、実も食えるんだぜ」

「へえ、初めて知った」

　エルから切り分けてもらったコーヒーの実は、少し酸味はあるけど甘くて美味しかった。

「これも、ヴェルにお土産だね」

「そうだな。あの坊主は、珍しい食べ物が好きだからな」

　確かに。ヴェルの異常なまでの食べ物への執着は、王都滞在時にも大いに発揮されていたんだ。
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『これ、不ま味ずいな……』

『王室御用達のお店のだよ』

『どこの御用達だろうと、不味いものは不味い！』

　ヴェルは、食べ物の好き嫌いはハッキリしてるけど、初めて見る食べ物は必ず口に入れるし、気に入ると大金を使ってでも手に入れようとする。

　王都では、ヴェルお気に入りの料理屋、喫茶店、お菓子屋、魚屋、肉屋、穀物商店、乾物屋などがあって、贔ひい屓きにしてもらっているお店は、密かに『竜殺しの英雄御用達』のお店として評判になっていた。

　御用達看板などの掲示は、ヴェルが嫌がるからどのお店もやってないけど。

　ヴェル本人も、時間があると自分で料理をする。

　包丁捌さばきが雑だったり、味が濃いめだったり、量が多かったりするけど、今までに食べたことがない独特の料理を作ってくれた。

　特に大ヒットだったのは、『カラアゲ』と『フライ』だったと思う。

　ある日ヴェルは、『料理を作るぞ！』と言って台所に入っていった。

　たまにあるいつもの光景だったんだけど、その日はいつもより気合が入っていたようだ。

　覗のぞきに行くと、まずはホロホロ鳥の肉を魔法で熟成させ、さらに別の魔法で肉を柔らかくしていた。

　プロの料理人や家庭の主婦だと、包丁で肉の筋を切ったり、イチジクやジンジャーの汁に漬けたりして手間と時間がかかるけど、ヴェルは魔法でそれらをやってのける。

　魔法をこんなことに使う人は、正直珍しいとは思うんだけど。

　次に、例のショウユと砂糖、ジンジャーの汁を混ぜた調味液に、処理した肉を漬けて味を染み込ませ、それに『カタクリ粉』なる粉をつけてから高温の油で揚げる。

　他にも、『衣には、カタクリ粉以外に少量の小麦粉、御飯、卵、油などを混ぜて事前に冷やしておく』、『二度揚げこそが正義！』とか言っていたけど、ボクにはなぜヴェルがそこまで拘こだわるのか理解できなかった。

　エリーゼも、『ヴェンデリン様は料理の腕前はそうでもないのに、なぜか独特の調理方法はよく知っているので不思議です』と首を傾かしげていたくらいだから。

　それと、この『カタクリ粉』という粉だけど、ジャガイモを材料にヴェルがある日突然自作した粉で、エリーゼはスープなどにとろみをつけるのに使っている。

　他にも、教会や診療所などで、この粉を熱湯で溶いて砂糖と塩を混ぜたものを病人に食べさせるように勧めたのもヴェルだ。

　こうすると、普通の食べ物では嚥えん下げが困難な病人でも栄養が摂とれるらしい。

　実際に効果は出ていて、教会はヴェルに大金を払って『カタクリ粉』の独占製造権を獲得した。

　寄付以外で教会が商売をするといい顔をしない人がいるけど、実は地方では独自に酒を醸造して販売し、それを運営資金にあてている支部も多い。

　お酒だと不謹慎に感じるけど、利益率が高く、神官は人前で飲まなければいいという教義だから問題になってはいない。

　そこまでうるさい人って、実はそんなにいないし。

　教会は急ぎヴェルからカタクリ粉の製造方法を聞きだして、効率的な生産工房を作って市場にカタクリ粉を流通させ始めた。

　あとは、カタクリ粉を使った料理の普及もだ。

　『イモモチ』とかいう、蒸ふかしたジャガイモとカタクリ粉を混ぜてから丸く成型して焼いたお菓子や、材料をカボチャにしたバージョンのものなど。

　焼いたイモモチは、砂糖と例のショウユを混ぜたものをつけて食べると美味しかった。

　ネーミングセンスは、カタクリ粉と同じでちょっと微妙なんだけどね。

　他にも、大豆を炒いってから粉にした『キナコ』と砂糖をまぶしたものや、イモモチの中にチーズを入れて焼いたものや、中身を『アンコ』とかいう小豆と砂糖を煮たものにしたバージョンなど。

　カタクリ粉で作ったパスタも、歯応えがあって美味しかったのを記憶している。

　それで、どうしてヴェルがこんなことをしているのかというと、教会はこれで新しい慈善活動を始めるのだそうだ。

　教会認定の屋台を王都で運営して、そこでイモモチ、パスタなどの販売を行う。

　店主や従業員には、一家の働き手を失った寡婦や孤児などをあてて、彼女らの経済的な自立を促すのだそうだ。

　最後に、教会は屋台に材料を卸して利益を上げる、という点も忘れてはいけないのだけど、その辺はヴェルがホーエンハイム枢機卿に、『あまり阿あ漕こぎに稼ぐと、世間からの非難が増えますよ』と釘くぎを刺していた。

　そしてこれら一連の動きにより、ヴェルはいつでも安くカタクリ粉が買え、屋台でイモモチが食べられるようになって万々歳なようだ。

　これに乗じて、肉や魚の身に、小麦粉、とき卵、パンを砕いたパン粉をまぶして油で揚げた『フライ』なども加わっていく。

　特にフライは、木串に一口大の肉や魚や野菜などを刺して揚げた『クシアゲ』なる料理も考案していて、これは先に知り合いになっていたアルテリオさんに話を持ちかけていた。

『マヨネーズでハブにされたから、もう忘れられてしまったかと思ったぜ』

『今度のものは、製造で手間がかかりますからね』

　その『クシアゲ』に付けるソースなら、ボクたちもヴェルが手作りしたものを何度も味見したことがある。

　とても美味しいんだけど、材料に使っている香辛料の材料費のせいで、庶民には厳しい値段になるので商売は難しいと思っていたんだ。

『材料を一括で安く仕入れ、工房で大量に作るんですよ』

　ヴェルは、他にもトマトを材料にした『ケチャップ』や『タルタルソース』『バジルオイル』『ユズコショウ』『ラー油』『トウバンジャン』『タバスコ』などのレシピをアルテリオさんに教えた。

　みんな、突然ヴェルが作り始めた謎ネーミングの調味料たちだ。

『男爵様は、妙に調味料に詳しいんだな』

『自分で作ると面倒なんですよね。そこで、アルテリオさんの出番です。買いに行きますので』

『そんな理由かよ』

　王都滞在中はほぼ毎日が導師との修行の日々で、ヴェルは休息日や早朝・夕方などを料理と余暇にあてていたから、単純に時間が惜しいのだと思う。ボクたちをデートに連れていく時間も増やしてほしいしね。

　ボクも導師の修行に付き合わされて、ほぼ同様に忙しかったんだけど。

『あのショウユとミソだっけか？　アレの製法は？』

『う───ん、アレは……』

　ヴェルは、魔法に頼らない詳しい製法をアルテリオさんに伝えた。

『醸造用の酵母の選定と、きめ細かな温度管理か……』

　ヴェルの場合は、魔法という力技で材料を強引にショウユやミソに変えてしまうのだそうだ。

　それでも、そこに至るまでに相当な失敗も重ねたらしい。

　もし魔法に頼らないでこれを作るとなると、もっと試行錯誤が必要かもしれないのだとも。

『詳しい製法は教えてもらったわけだし、ここは知り合いの酒蔵と組んで……』

　ボクもよくは知らないんだけど、酒やお酢を作るには酵母という目に見えない小さな生き物の力を借りるらしい。

　しかも、使える酵母の種類が決まっている。

　他の、酵母に似たもので醸造してしまうと、酒にならないで腐ってしまい、材料を無駄にしてしまうのだそうだ。

　そんな目に見えない小さな生き物をどう判別するのかは各醸造元で秘伝となっていて、過去にはこれを巡って殺傷沙ざ汰たが起きたことがあると聞いた。

　ヴェルは、『食べ物の恨みは恐ろしいんだ』とか言ってたけど。

『しかし、酵母の選別にアレを使うのか……』

『内緒ですよ』

『酵母の話はマジでヤバいんだ。拷問されても絶対に言えん』

　アレが何なのかは知らないけど、アルテリオさんは魔法を使わないショウユとミソの製造研究をヴェルから委託されたようだ。

　その代わりに……。

『製造に成功したら、独占製造権料を支払う。製造に成功するまでは、男爵様から購入すると』

『安くするから、材料持参で』

『自分で材料を買いに行くのが面倒だからだろう？』

『いい品質の材料を大量に購入するのって、面倒じゃないですか』

　前に、サンプルだけ上質の大豆を見せられて、実際には粗悪品を掴つかまされたことがあった。

　ヴェルが物凄く怒っていたのを思い出す。食べ物のことだと、ヴェルは怖いからね。

『大量に仕入れるのはプロのお仕事でしょう？』

『ごもっともだな。男爵様が正しい』

　こんなやり取りの後に、アルテリオさんは新しい商売を始めた。

　例の『クシアゲ』をメインにしたお店を、王都内やその郊外に十数店舗一気にオープンさせたのだ。

　他にも、ヴェルが考案した料理なども出していて、お店は全店オープン時から沢山のお客さんで賑わっていた。

『各店舗を寄より子こに任せた飲食店経営か。なるほどね』

　アルテリオさんがオーナーである母体の商会が各店舗に材料を卸し、各店舗の店員たちの配置と教育も行う。

　人員の出勤管理を行って定期的に休暇を与え、売り上げに応じたボーナスも支給する。

　さらには、優秀な人材の幹部登用や、独立支援制度なども準備されているそうだ。

『男爵様は、何でこんなことに詳しいんだ』

『ある朝！　突然神が！』

『言いたくないのなら聞かないから』

　各店舗と、そこに供給するために立ち上げたソースやケチャップ工房の運営で、アルテリオさんは笑いが止まらない状態らしい。

　余計なことをヴェルに聞いて、機嫌を損ねたくなかったんだと思う。

　特に工房の調味料類は、ヴェルがショウユとミソを独占的に卸しているために、いくら納品してもすぐになくなってしまう状態なのだそうだ。

　そこから派生した、『テリヤキソース』の販売も好調らしい。

　しかし、相変わらずネーミングセンスが謎だ。

『保存用に、高価な魔道具を利用した地下冷蔵倉庫を新設したんだけど、入れるものがあまりないんだよ。男爵様が月に一度ショウユとミソを納品して、それが一週間ほどでなくなってしまうから、あまり使わないのさ』

　屋敷に姿を見せたアルテリオさんは、ヴェルに仕入れ代金を支払いながら、何気に仕入れ量の増量を要求していた。

『あまり一気に市場に流すと、価格が暴落しません？』

『暴落するほど、需要を満たしていないから』

　むしろ、需要を満たしていないから転売で利益を上げている人がいたりする。

『追加納品はいいですけど、早く量産体制を確立してくださいね』

　ミソとショウユを作る魔法はもう手慣れたものらしく、導師との厳しい修行のあとでも製造可能らしい。

　ヴェル自身も、『ここで魔力を使うと、魔力量の増大に効果的だ』と語っていた。

『ミソは、意外と早く量産できそうだとさ。ショウユは何年かかかると思う』

『醤しょう油ゆは、仕方がないですね』

『今、委託している酒蔵と組んで、ミソ蔵を新設しているから。あとミリンだっけか？　アレは、すぐにでも量産可能だってさ』

『味み醂りんも、料理には不可欠ですから』

『男爵様考案の料理には、だろう？　ところで、あのナットウとトウフだっけか？』

　ヴェルが考案したものを、アルテリオさんが次々に量産体制を確立していく。

　ヴェルは、導師との修行やボクたちとのデートの合間に、こんなことばかりしていたのだ。

『ニガリとやらの入手がなぁ……。塩とは違って液体だから、輸送の関係で仕入れ代金が上がる。製造だって、海水がないとな』

『一応、代用品はありますけどね』

　続けて、またヴェルは妙な食べ物の製造をアルテリオさんに委託していた。

　前にヴェルが真剣な表情で作っていた、トウフという食べ物だ。

　水に漬けてふやかした大豆をドロドロに砕き、それを煮てから濾こして白い『トウニュウ』なる汁を作り、それにニガリなる液体を入れると、なぜかトウニュウが固まるのだ。

　ヴェルは、その固まったものを『トウフ』と名付けていた。

　試食させてもらったら、ホンノリ甘くて美味しかったのを記憶している。

　ヴェルからの情報だと、このトウフなる食べ物は健康にもいいし、美容、ダイエット効果もあるそうだ。

　製造が面倒なのと、ニガリという海水から採れる液体の入手にコストがかかるらしいけど、それはヴェルが代替品の情報を提供することで解決した。

『卵の殻を酢に漬ける？』

『ええ。四日間ほど漬けておけば、ニガリの代用になりますから』

『男爵様はよくそんなことを知っているな。それで、このトウニュウやらトウフを量産してどう稼ぐんだ？』

『それはですね……』

　またヴェルに唆そそのかされて、アルテリオさんは大金を投じて新しい商売を始めた。

　トウニュウとトウフの販売に加え、煮た大豆を藁わらにくるんでから温めて作る『ナットウ』なる食べ物もだ。

　ただ、このナットウはボクはちょっと苦手だった。

　エルも駄目で、イーナちゃんとエリーゼは美味しそうに食べていたけど。

　他にも、トウフを材料にした『アブラアゲ』とか『ガンモドキ』、トウニュウを絞った残りである『オカラ』なるものを使った料理とか。

　あまり味がなくて柔らかいから、色々な料理やデザートやお菓子にも転用可能で、販売直後から多くの客が詰めかけていたのを記憶している。

『これもまた大盛況だな』

　まだ数が作れないので値段は高かったんだけど、美容やダイエットに効果があり、店頭で調理方法込みで販売したので、貴族や富裕層を中心に爆発的に売れ始めたのだ。

　あとは、あの人たちに売れたのも大成功の要因であった。

『材料に、肉や魚を使っていないのが素晴らしい！』

　エリーゼのお祖じ父いさんであるホーエンハイム枢機卿が所属している正教徒派ではなく、古いにしえの教義に従い厳しい戒律を課している懐古派の神官さんたちが、トウフやオカラの料理をよく買いに来るようになったんだ。

　他の宗派の神官さんたちも、儀式や行事の時に肉や魚を使わない食事か、なるべく使わない食事をとろうと、定期的に買いに来るようになったそうだけど。

『また何か考えついたら頼むよ、男爵様』

　アルテリオさんはご機嫌だったけど、ボクに言わせるとヴェルが自分で経営した方がいいような気もするんだ。

　アイデアで得たお金はかなりのものだけど、自分で経営した方がもっと儲もうかると思うのに。

　でも、ヴェルはそれをしない。

　それで『なぜ？』って聞いてみると、ヴェルはこう答えていた。

『もう十分に儲けたし、こういう商売は真似する人が多いからずっと儲けるのは大変なのさ。なら、経営ノウハウのあるアルテリオさんに任せて、俺は安く普及したものを買うまでさ』

　なるほど、ヴェルにはなかなか計算高い部分もあるようだ。

　それに、他にももっと色々なアイデアを持っていそうだし。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「確かに……」

「王都の教会と、いくつかの商会に、アルテリオか。あの野郎は、坊主のアイデアを買い取ってボロ儲けしているらしいしな」

　ボクたちやブランタークさんは、ここ二、三年でヴェルが王都やその周辺に広げた様々な調味料や料理の話をしながら、森に生なっている様々な果物を採取していく。

「え───と。『カカオ』？　こんなのが食えるのかね？」

　ブランタークさんは、『報告』の魔法で見つけた赤ん坊くらいありそうな実を、次々に魔法の袋に詰めていく。図鑑にはカカオの実と書かれていて、何かに利用できるようだ。

　他にも、『パイナップル』なる高さ二メートルほどの表面がトゲトゲな実に、『パパイヤ』『マンゴスチン』『スターフルーツ』『ココナッツ』『ライチ』『ザクロ』など。

　名前はすべて例の図鑑に書かれているフルーツ類だけど、全部両手で抱えなければならないほどで、やはり大きさは常識外であった。

「何度も言うが、何でもデカいな」

　確かに、図鑑に書かれた標準的な大きさの記述がまるで当てにならないのだから。

「でも、美味しいからいいと思うんだ」

「大味じゃないのが救いか。でもなぁ……」

　ブランタークさんには、ある懸念があるらしい。

「でも、何です？」

「こんなにデカいフルーツが沢山自生しているってことは、それを食べる魔物もデカいってことになるよな」

「確かに……」

　段々と嫌な予感がしてくるけど、どうやらそれは正しかったらしい。

　ブランタークさんは、とある方向を見てその表情を険しくさせた。

「ワイバーンクラスの反応が複数か。お前ら、魔物に狩られて食われるなよ」

　ブランタークさんの指示で戦闘準備を整えると同時に、ボクたちの目に巨大な魔物が襲いかかる姿が映し出されるのであった。




「ああ、疲れた」

「ブランタークさん、ヴェルはいつ迎えに？」

「もう一時間と待たないで来るはずだ」

　最初の大きなフルーツ採集は楽しかったんだけど、やっぱり未知の巨大な魔物との戦闘では疲れ果ててしまう。

　フルーツも大きいけど、それを食べる魔物も大きいからだ。

　全高二メートル、全長七メートルほどの体に、五〇センチを超える長い犬歯が特徴の『サーベルタイガー』なる肉食の魔物に、全長一〇メートル近い、『ライノー』という頭部に二本のツノがある魔物。

　他にも、『ダチョウ』なる空を飛べない全長が五メートルを超える怪鳥に、『ヘルコンドル』というワイバーンと同じくらいの大きさの巨鳥など。

　今までに見たこともない魔物と多数遭遇し、エルとイーナちゃんが牽けん制せいしている間にブランタークさんが魔法で、ボクが魔闘流の技で仕留めていく。

　多分、彼らの餌場を荒らしたから怒って攻撃してきたのだと思う。

　肉食の魔物は、ただ単にボクたちを餌だと思ったようだけど。

「しかし、何なんだあの森は？」

　ブランタークさんが愚痴る気持ちも、ボクにはわからなくもない。

　あんなに巨大で凶暴な魔物ばかりが住む領域なんて、今までに聞いたことがなかったからだ。

　冒険者時代に王国中を渡り歩いていたブランタークさんでさえも、これほど危険な領域は初めてだという。

「収穫は、山ほどあったよね」

「そりゃあ、あれだけマナが濃ければな」

　あの大量の巨大フルーツ群を、巨大魔物群といえど食い尽くせないでいるのだ。

　つまり、それだけの速度で繁殖しているということになる。

　通常の植物や田畑の作物では、到底あり得ないスピードだ。

「つまり、あのフルーツの木も半分魔物化していると？」

「多分、そうだと思う。だから、あんなに実が大きいのだろうな。ついでに、食い尽くせないほど早く成長する」

「中に入れれば、冒険者にはお宝の山であると？」

「この図鑑にしか載っていない、半ば空想扱いの魔物や採集物だからな。希少性もあって、売れると思うぞ」

　ただ、普通の冒険者だと、魔物に遭遇した時点であの世行きだと思う。

　優秀な魔法使いであるブランタークさんに、導師から修行を受けたボクがいたから何とか疲れた程度で済んでいるわけだ。

　ヴェルがいれば、もっと楽に探索できるのだと思うけど。

「ところで、今回の成果だが……」

　ブランタークさんが『報告』で毒なしと判定した植物や果物類に、襲いかかってきた珍しい魔物たち。

　ブライヒブルクで売れば、きっとかなりの金額になるはずだ。

「いいか？　これはあくまでも調査だからな。まだ探索していない場所も多いし、調査結果は魔の森全域を調べてからでないと出せない」

　つまり、今のところは換金しない。

　換金しないということは、利益が確定していないので税を納める必要がないというわけだ。

「ただ、誤解するなよ。あとでちゃんと換金して税は払うさ」

　要するに、ブランタークさんはヴェルのお兄さんの懐にあまりお金を入れたくないらしい。

　税を払うのは、あのお兄さんを次期当主の地位から引き摺ずり下ろしてからなんだろう。

　ボクたちはもともとヴェル側の人間だし、それについてはまったく異論がなかった。

　あのお兄さんが、脱税を疑ってここまで調べに来る度胸があれば払ってもいいんだけどね。

「さて、そろそろだな」

「──いやあ、今日も一日土にまみれて働いたなぁ」

　突然目の前に、『瞬間移動』で移動してきたヴェルが姿を現す。

　よく見ると、ローブが土で少し汚れているようだ。

　今日も、新規の田んぼや用水路の造成に勤いそしんでいたのだと思う。

「坊主、また田んぼを広げたのか？」

「『開墾不要・用水路完備。農作業オンリーでスタートできる農民生活』ってチラシを……」

「そりゃあ、応募者は多いよな」

　開拓地で自作農を募集する貴族は多いのだけど、このエリアの土地はお前のものだと勝手に決められ、あとは自分で開墾をするのが普通なんだよね。

　ところがヴェルの場合だと、ある程度土壌まで改良された田んぼを渡され、ベテラン農夫の指導を受けながら稲作が可能なので、応募者が殺到しているらしい。

　みんな、新しい土地で農業をするのだから大変なのは理解している。

　でも、その苦労が最初だけでも半減できるのならと。

　しかもヴェルは、一年目は最低限の給金を保証していた。

　生活に必要なものも、ヴェルが経営している商店で安く買える。

　食料などはバウマイスター騎士爵領で買えるから、移民先で生活苦や食糧難になる心配もない。

　だから、現在未開地にある開墾地の人口は急激に増えていたんだ。

「家が足りなくないか？」

「そこは、あの胡う散さん臭いリネンハイム氏に頼みました」

「あいつにか？　大丈夫か？」

　ブランタークさんは心配しているようだけど、実際には上手くいっている。

　王都内で、もう取り壊す予定の物件をリネンハイムさんが見つけてきて、それを無料に近い値段で買い取ってしまう。

　買うのは上の家と土台だけで、持ち主も解体費用が無料になってわずかでも利益になるのですぐに了承してくれるそうだ。

　買い取った物件はレンブラントさんの魔法の袋に収納され、ある程度纏まとまると、ここに来てヴェルから指示された場所に建てていく。

　補修が必要な物件は、その都度ヴェルが王都から連れてきた大工さんたちが修理してくれた。この方法で、わずか三週間ほどで開墾地は家屋は四十五戸、人口は百八十人ほどにまで増えている。

「田んぼも前進させましたし、みんな育苗中の苗が育つまで土作りや細かな改修作業に大忙しですから」

　米の苗が育てば、今度は水を張った田んぼで田植えを行うのだそうだ。

　本当ならば、開墾と土作りで新規の田んぼが収穫可能になるのには数年の時間がかかる。

　ところが、ヴェルが作った田んぼでは、一年目でもある程度の収穫が見込めるというのだから凄すごい。

「坊主も、自分のものでもない土地のために頑張るよな」

「そこは、親しき仲でも利益は必要ですから」

　ヴェルが今、気合を入れて魔法で開発している開発特区とやらは、将来的にはヘルマンさんのものになる予定だ。

　彼だって、心の中では実のお兄さんを追い落とすヴェルの工作になど力を貸したくはないはず。

　だけど、現在ヴェルが開発している田園地帯や村落が自分のものになると思えば、分家のみんなのためにも、心を鬼にしてお兄さんを追い落とす工作に協力するはずであろうと。

　しかし、いつものヴェルらしからぬ悪あく辣らつぶり。

　いや、貴族らしさとでも言えばいいのかな？　ボクは、そういうヴェルも好きだけどね。

　自分の居所を守るために、まったく誰も傷つけないでなんて甘い理屈が通用するはずもない。

　しかも、ヴェルには強力な魔法と多額の資産がある。

　己の我を通すために、時にはこういうこともしなければいけないのだ。

　そしてボクは、それを悪いことだとは考えなかった。

　ヴェルのお兄さんには悪いけど、ボクやエリーゼたちの居場所を確保するために、追い落とさせてもらうから。

「ところで、探索はどうでした？」

「見たこともない、変な果物とか魔物が沢山いたぜ」

「えっ、ブランタークさんでも見たことがない魔物ですか？」

「坊主、俺はベテランの冒険者だったけどな、すべての魔物を知ってるわけではない。何しろ、この大陸は広いからな」

　この南端の未開地のみならず、いまだに前人未到で何が生息しているのかわからない領域など、まだ沢山残っているのだとブランタークさんは語った。

　だからこそ、北方のアーカート神聖帝国とも和平が続いているのだとも。

　みんな、勝てる保証もない戦争をするよりかは、未開地の開拓の方を選ぶ。

　なら、昔の人たちは何で戦争をしていたのかという疑問も浮かぶのだけど、それは偉い学者さんでも確実な回答は出せないそうだから。

「じゃあ、早速戻って見てみましょうか」

「しかし、お館様の書籍が実務で役に立つとは……」

「何気に、酷ひどいことを言いますね」

　ブランタークさんの言うとおりで、ボクたちだってあのエッチな本のせいで過去に酷い目に遭っているのだから警戒して当然だと思うんだ。

「さあ、戻るぞ」

　ヴェルの合図で、ボクたちはヴェルの傍そばに集合する。

　そして、広大な農地が南方に広がる開発特区内にある屋敷前へと一瞬で戻ってきたのであった。





第二話　追い詰められたクルト







『このままだと、バウマイスター騎士爵領はヴェンデリンに乗っ取られるぞ！』




　あの忌いま々いましいヴェンデリンが、我がバウマイスター騎士爵領内に生活の拠点を移してから三ヵ月の月日が流れた。

　最初は、例の魔の森でアンデッド化していた犠牲者たちの浄化と、その遺品収拾のためだけに来たと言っていたくせに、すぐに発言を翻して領内に居候を決めやがった。

　しかも、次期当主である俺を無視し、親父とだけ交渉して好き勝手にやっていやがる。

　挙句、未開地の使用許可を親父から取り、そこに勝手に自分の屋敷を移築しやがった。

　その屋敷は、うちの本屋敷と比べるだけ虚むなしくなるほどの豪華なもので、その時点で領主であるうちをコケにしている。

　どこの世界に、領主屋敷よりも豪華な屋敷を移築するバカがいるというのだ。

　さすがに問題なので親父に抗議したのだが、その反応は芳しいものではなかった。

『期間限定だと聞いている。暫しばらくは我慢しろ』

　竜をも殺す魔法の使い手とやらである、優秀な息子様の圧力に屈したらしい。

　ここまで老いると、既に老害の類たぐいとしか思えなかった。

『領内の開発は、順調に進んでいるではないか。ここで文句を言って、何の得がある？』

　確かに、領内の開発は進んでいる。だがそこに、俺たちは一切関われていない。

　現在のヴェンデリンは、時間の半分を例の魔の森探索にあて、残りを未開地の開墾に費やしているようだ。

　とんでもない威力の魔法で土地を平らにし、時には小山ほどもある岩を魔法でどかす。

　綺き麗れいな真四角の形をした田んぼや、道や用水路などを簡単に整備していく。

　加えて、その田んぼの土も、魔法で稲作に適したものに変化させているのだそうだ。

　普通、一から畑や田んぼを開墾すると時間がかかるのだ。

　まず、開墾自体に時間がかかる。次に、そこに作物を植えても土がそれに適したものになるまで、数年から下手をすれば十年単位で時間がかかる。

　それが、初年度からある程度の収穫を得られるなど。

　ヴェンデリンは、真面目に開墾している俺たちをバカにしているとしか思えなかった。

　この三ヵ月で、我が領と接した未開地には広大な水田と用水路が広がり、水が湛たたえられた水田では、先日植えられた稲が順調に育っている。

　ヴェンデリンが使用人だといって集めた移民希望者たちは、同じく雇われた老農夫たちから稲の世話の仕方を習ったり、畦あぜ道みちや用水路の補強工事などに余念がなかった。

『あいつに！　ヴェンデリンに領地を乗っ取られてしまいます！』

『じきに、あの開発特区はうちの領地になるのだがな』

『そんな約束！　あのヴェンデリンが守ると思っているのですか？』

　ヴェンデリンは、開墾地に『開発特区』という名称をつけていた。

　現在では、戸数は約百戸、人口は三百五十人を超えているはずだ。

『本村落よりも、大きくなってしまったんですよ！　父上！』

『それも、時代の流れであろう。本村落というが、領地の規模が発展していけばその中心など変わるものだ』

　親父は、ただ領内の耕作地と人口が増えれば満足なようだ。

　しかし、そんなただ膨らんだだけの領地など、領主のコントロールから外れた、ただの人が集まっている場所でしかない。

　領地の安全のためには、俺たちが適切に支配しなければいけないのだ。

　そのために、嫌がられてまで税を集めているのだから。

『しかも、あの連中は税を払っていません！』

『払っているではないか。お前は、あの契約の中身をちゃんと見たのか？』

　契約の時には人を除のけ者にしておいて、随分な言いようである。

　ヴェンデリンとの契約によると、奴の冒険者としての稼ぎと、未開地開発の収支は連動しているのだそうだ。

　つまり、魔の森での狩猟・採集で得た利益と、未開地開発で使った経費を計算し、全体の収支から利益の二割を税として納める。

　わざと複雑な契約にして、俺に詳細をわからせないようにしているのだ。

　間違いなく、奴は税を誤魔化してやがる。

　なのに、親父もクラウスも何も言いやがらない。

　ただ、腹が立つだけであった。

『父上、絶対に誤魔化しているはずです！』

『それはない。クラウスがちゃんと確認している』

　確かにクラウスは、卑しい金の計算などでは有能な男だ。

　だが、現状で奴など信用できるはずもない。

　あの男からすれば、このバウマイスター騎士爵領の主がヴェンデリンでも一向に構わないのだから。いや、むしろその方が望ましいと思っているのであろう。

『信用できるものですか！』

『なら、自分で確認しろ』

『……』

　できるはずがない。

　そんな教育は受けていないし、そんなものは貴族の家には必要ないと言ったのはあんただろうが。

『他の村落の名主たちに任せるか？』

　それもできるわけがない。

　あの連中は、領地の発展のために遺品から鉄を徴収するという俺の苦渋の決断を、ヴェンデリンにチクって邪魔をしやがったのだから。

『あの連中は、裏切り者でしょうが！』

　例の親父との契約の中には、ヴェンデリンが領内で雑用を引き受けるというものもあった。

　嫌な予感はしたのだが、それは現実のものとなっている。

　我が領地の司祭が腰を痛めて動けなくなった時に、ヴェンデリンは自分の婚約者を代理として派遣した。

　中央の生なま臭ぐさ坊ぼう主ずの孫娘で、いかにも聖女面づらした女だ。

『エリーゼ様、最近は体の調子もいいんですよ』

『それはよかったですね』

　年の割に胸がデカく、それでヴェンデリンを誑たらし込んだ淫いん売ばいで、得意の治癒魔法で領民たちを治して、懸命に媚こびを売っている最中であった。

　邪魔なので排除しようかと思ったのだが、治癒魔法のせいで領民たちからの反発も大きいであろうからここは自重するしかない。まったくもって、忌々しい話ではある。

　教会乗っ取りに次ぎ、領内の再開発に手を出してきた件もあった。

　さすがに本村落には手を出していないが、他の村落には積極的に手を貸している。

『では、我らは開発特区の方に居を移すので』

『向こうは稲作ができるのか。そのうちにこちらでもできるといいんだが……』

　巨石や森林、丘陵地帯で分断・変形している畑を区画整理し、用水路の支路を新たに整備、領民たちの家を彼らの畑に近い場所に移築する。

　これまで約百年間、我が領地は畑の開墾に力を注いできた。

　ところが労力の関係により、障害物や地形の困難さが原因で耕作地が歪いびつになってしまったり、近場は無理なので遠隔地に新規の畑を与えられてしまったりと、色々と問題が多かったのだ。

　毎日、自分の家の前の畑を手入れしたあと、歩いて一時間ほどの場所にある新しい畑で世話をする。

　そんな不便さを解決したのが、あのヴェンデリンであった。

　ちゃんと、自分の農地が自分の家の周囲にある。

　しかも、農耕用の牛馬や農機具が入れやすいように、畑が真四角になるように魔法で区画整理をしやがったのだ。

『あのバカが！』

　せっかく麦が育っている最中に、そこの区画整理など。

　収穫を台無しにする気かと現場に乗り込むと、そこでは奇妙な光景が展開されていた。

『この畑の麦は、こちらに土ごと移しますよ』

『すいませんねぇ。ヴェンデリン様』

『仕事なので』

　奴は、育成中の麦にまったく影響がないように、魔法で周囲を少しずつ畑にしていくか、他の畑に土ごと麦を宙に浮かせて移動させていたのだ。

『ありゃま。これは神の仕業かねぇ』

『隣の新しい畑に移動させた麦の苗は、大丈夫ですよね？』

『土ごとの移動なので、問題ねえです。冬植えの麦では、広がった畑と新しい畑にも麦が植えられて万々歳ですわ』

『土壌もある程度は改良してありますけど、二、三年は念入りに面倒を見ないと』

『経験があるから大丈夫でさぁ。一から開墾したらさらに数年はかかるところを、魔法って便利ですなぁ』

　ヴェンデリンは、この仕事を村落の名主たちから受けたのだと言って、二つの村落の新規開墾と区画整理を一週間ほどで終えていた。

　その結果、彼ら二つの村落の住民たちが持つ畑の広さは、本村落の住民の平均を超えてしまうことになった。

　他にも、開墾を邪魔していた巨石や巨木が消え、平らにするのに何年かかるかわからない丘が一瞬で平らな畑になり、移動に便利なように農道が整備され、水やりが楽なように用水路も延長された。

『父上！』

『領民たちの畑が増え、農作業も楽になり、税収も上がる。何か文句でもあるのか？』

　親父に文句を言いに行ったのだが、相変わらず何も手を下さない。

　奴がこの領地の分断を謀はかっているのに、なぜ親父は気がつかないのだ。

『ヴェンデリンは、本村落と残り二つの村落の分断を！』

『クルト……お前は……』

『いえ……』

　続けて、思わず禁句を口にしてしまうところであった。

　この領地では、本村落と他の二つの村落との対立が存在する。

　だが、代々の領主からの申し送り事項で、それを表立って口にしてはいけないのだ。

『とにかく！　ヴェンデリンは危険です！』

　二つの村落の再開発のみならず、奴は例の開発特区に、以前に領地を出た元領民たちの中から希望した者をＵターンさせていた。

　また、領民たちの子供で三男や四男なども引っ越して稲作を始めている。

『二つの村落の人口が減ったのですよ！　人頭税の税収が減ります！』

　微々たるものであったが、それでも減収になるはず。

　しかも、引っ越し先の開発特区は、かかった経費を利益から引いて計算できるので、ヴェンデリンの脱税を手助けしていたのだから。

『父上は甘い！　ヴェンデリンなどあれだけ稼いでいるのですから、搾りに搾り取ればいいんです！』

　この機会を逃すことはない。

　ここで金を貯ため、それで独自に未開地の開発を行うのだ。

　余よ所そ者のヴェンデリンなどに、これ以上の開発を許してはいけないのだ。

『なぜ、ヴェンデリンから搾取などする必要がある？』

『ある所から搾って、何が悪いのです？』

『今、ヴェンデリンが開発している特区だが、うちでやると経費がいくらかかるか計算したことがあるのか？』

『ヴェンデリンの魔法で無料でしょう』

『クルト、お前はバカか？』

『バカとは、どういうことですか！』

　人をコケにしやがって、俺は親父を睨にらみつける。

『確かに、開墾の費用はヴェンデリンの食事代くらいであろうよ。だが、他にも経費がかかっているのだぞ』

　親父は、小難しい説明を始めやがった。

『中古とはいえ、王都から大量の家を持ってきて移築専門の魔法使いに仕事をさせている。あの方は、法衣男爵でもある高名な移築魔法の名人だそうだ』

　当然、その依頼費用はヴェンデリンが出しているのだという。

　他にも、ブライヒレーダー辺境伯領からスカウトした老農夫たちの給金に、稲作を始めるために必要な農機具などの購入費、移民希望者にも、初年度は給金が出ているとの話であった。

『わかったか、クルト。今は少しの減収になっても、あの特区は何年かすればうちのものになるし、住民たちもうちの領民になるのだ。そもそも、減収などしておらんぞ。お前は、ちゃんと報告書を見ているのか？』

　また人をバカにしやがって。

　税収に関する報告書くらい、俺だって目を通している。

　我が領初の商店の売上益と、魔の森探索で得た成果をブライヒブルクで販売した利益から、開発特区の費用を差し引いた利益。

　ここ三ヵ月ほどで、六十万セントほどを納めている事実も知っている。

　だが、それだけでは足りないのだ。

　そもそも、ヴェンデリンはあれほどの金持ちなのだ。

　親父が領主権限を使い、奴が持っている総資産の半分ほどを税金として徴収すればいい。

　それだけあれば、俺たちにだって未開地の開発が可能なのだから。

『とにかくです！　もっと、ヴェンデリンから搾り取ればいいのです！　このバウマイスター騎士爵領におけるトップは父上で、この領地の中では陛下とて口出しなどできぬのですから！』

『お前は、少しは頭を冷やせ』

　人が懸命にバウマイスター騎士爵領の将来について心配しているのに、肝心の親父はこの有様であった。

　いや、親父からすればこの領が存続すればいいわけであって、次期当主が俺でもヴェンデリンでも構わないのだろう。

『俺は、俺の道を行きます！』

『好きにするがいい』

　もう親父は当てにならない。

　逆に、俺の潜在的な敵でもある。

　ならば、もう親父の意見などに耳を貸す必要はない。

『クルト、どこに行くのだ？』

『今日は会合の日ですよ、お忘れですか？』

　バウマイスター騎士爵領では、たまに領民たちから意見を聞く会合のようなものが行われている。

　これには三つの村落から数名ずつの代表が出るのだが、それとは別に本村落の有力者だけが出席可能な会合も存在した。

　建て前では、三つの村落は平等ということになっている。

　だが実際には、初代から今に至るまで、バウマイスター騎士爵家の有力な支持基盤である本村落は優遇され、あらかじめ陳情を聞くことになっていた。

　何しろ彼らは、バウマイスター家の支配を強く容認する存在なのだから。

　もちろんこんなことが公になれば、他二つの村落の反発を呼んでしまうであろう。

　とは言いつつ、もうとっくに外部にバレているがな。

　彼らは気に入らないと思いつつ、バウマイスター家に逆らうわけにはいかないから黙っているだけだ。それも、ヴェンデリンのせいでどうなるかわからないが。

『本村落の住民の中には、ヴェンデリンが気に入らない連中も多い。彼らの賛成を得られれば、奴にもっと税を支払わせることも可能なはず』

　そう思いながら、俺は急ぎ会合が行われる予定のエックハルトの家へと向かうのであった。




「人数が少ないな」

「みんな、仕事が忙しいと……」

　何を言っても無駄な親父を放置して、俺はエックハルトの家で行われる会合に顔を出す。

「だからといって、少なすぎるではないか」

　本来、この会合に出席できる本村落の人間は二十人ほど。

　広い農地を持つ豪農に、今までバウマイスター領内で市場と利益を独占してきた職人たち。

　遺憾ではあるが、あの裏切り者であるヘルマンが当主の従士長家と、数名の従士も出席が認められている。

　ところが、今日の会合に来た領民たちは合計で八名。これまでの半分以下になってしまった。

「皮革職人のディルクは？　服飾職人のインゴは？　木工職人のルーカスは？」

「それが……」

　参加者を見ると、今まで俺の次期当主就任を強く支持していた職人組の中で出席しているのは、鍛か冶じ屋のエックハルトだけになっていた。

　理由を聞くと、エックハルトが渋々と説明し始める。

「暫く休業するそうです……」

「はあ？　休業？」

「はい……」

　エックハルトの説明によると、彼らはヴェンデリンが開店させた商店に客を奪われて開店休業状態であったところを、奴の誘いに乗って職人を辞めることを決意したらしい。

　確かに俺の目から見ても、この領内の職人たちの腕はお世辞にもいいとは言えない。

　だが、素人が作るよりはマシだし、別に使えないわけでもない。

　第一、彼らは俺の有力な支持者でもあった。

　利権のための打算的な関係ではあったが、逆に利権さえ与えていれば支持してくれるので楽な存在である。

　この考えは、俺ばかりでなく親父や祖父の代からまったく同じであった。

　それが、この大切な会合の欠席どころか休業するというのだから、俺はただ驚くしかなかった。

「そんなバカな話があるか！」

「私もそうですが、彼らはここ三ヵ月、ほぼ開店休業状態でして……」

　ヴェンデリンが、ブライヒブルクや王都から仕入れた品を売るようになり、すっかり客足が途絶えてしまったらしい。

　質がよくて値段も少し安いのだから当然とも言えるが、さすがにこれを看過するわけにはいかなかった。

　我が領地の産業を空洞化させたヴェンデリンの罪は、大変に重いのだから。

「挙句に、税収のダウン！　ヴェンデリンこそ、このバウマイスター騎士爵領を衰退に追い込む不ふ逞ていの輩やからである！」

「それが、お館やかた様……」

　産業の空洞化についてだが、これにヴェンデリンは手を差し伸べたというのだ。

「どういうことだ？」

「はい。実は……」

　客が途絶え売り上げがほぼゼロになって困っているところに、ヴェンデリンは『ご子息を、外に修行に出したらいかがです？』と提案してきたらしい。

「このまま競争しても勝ち目がない以上、外部の産品に対抗できるものを作れる職人が、領内に新たな工房を立ち上げるべきであろうという話です」

　ヴェンデリンはそのコネを使い、職人たちの子弟を王都とブライヒブルクの工房に見習いとして送り込んだのだそうだ。

　そして、将来修行先から独立を認められた子弟たちが、その親たちが維持していた工房を引き継ぎ仕事を始める。そういう計画を持ち込んだらしい。

「今、現役の職人たちはどうするのだ？」

「稲作をして生活するそうです」

　年齢的に考えて、彼ら自身が今から修行をしても、無意味とは言わないが難しい側面がある。

　だが、まだ若い子弟なら修行の成果も出やすいはず。

　そこで彼らは、休業した工房の設備を維持しながら、開墾地で稲作をして生活の糧を得るそうだ。

「エックハルト、お前は……」

「私は……」

　職人たちをただ追い込むのではなく、逃げ道を用意してそこに誘導する。

　王都で中央の腐れ貴族たちに毒されたヴェンデリンらしい、反へ吐どが出る策略であった。

　唯一、ヴェンデリンと直じかに顔を合わせて揉もめたことのあるエックハルトだけは、この話に乗っていないようだ。自分は対象から漏れていると思っているのであろう。

　そういう経緯があるので、こちらとしても裏切る心配がなくて使いやすい男なのだが……。

「それで、豪農たちの参加が少ないのもそれが理由なのか？」

「はい……」

　というよりも、欠席をしている豪農の連中は、既に豪農と呼べるような存在でなくなっている。

　本村落以外で農地の拡大と再配分が進み、むしろ規模が小さい方の農家に転落してしまったのだから。

「（連中の意図はわかっているさ……）」

　ヴェンデリンに鞍くら替がえをし、彼に本村落の開墾やら区画整理をしてほしいのであろう。

　子沢山の農家などでは、土地を相続できない子供たちの存在も問題になっていた。

　遠征で成人男性の戦死者が大量に出たので、それを補うために産めよ増やせよと親父が奨励したのはよかったのだが、子供が多すぎて、もう十年もすると農地が足りなくなってしまうからだ。

　遠征後、ヴェンデリンが三歳になったくらいの頃から、親父は自ら陣頭に立って農地を開墾した。

　働き手が減っている状態での開墾で、領民たちからの評判は最悪であったが、それでも農地の拡大には成功している。麦の収穫量も増えて、商隊から得られる金や物資も増えた。

　ところが、そこでまた一つ問題が発生する。

　未開地を除く領内で、もう開墾できる土地がなくなってしまったのだ。

　残っていても、ヴェンデリンが魔法で何とかしたくらいの、障害物だらけの土地や、平へい坦たんにするのが困難な土地ばかり。

　挙句に、無理やり開墾しているせいで、畑は歪で農作業が面倒になっていた。

　各村落周辺の土地は、もうこれ以上開墾できない。

　未開地の開墾しやすい平原は狼おおかみや猪いのししや熊が出没するので、護衛をつけないと、開墾はともかく畑の維持が困難なはず。だからこそ手を出せないでいたのに、ヴェンデリンは三ヵ月ほどでこれらの問題を解決してしまった。

　魔法で、すべてを解決してしまったのだ。

「さて、このバウマイスター騎士爵領に危機が訪れているのだが……」

　来ている参加者たちも、内心ではもうヴェンデリンに鞍替えをしようかと迷っているのは明白で、俺の話を興味なさ気に聞いていた。

　こいつらからすれば、むしろヴェンデリンにバウマイスター騎士爵領を乗っ取られた方が都合がいいのだから。

「ヘルマンも来ないか……」

　以前は、会合には必ず顔を出していたヘルマンも欠席している。

　来られても、今ではヴェンデリンの手先として動いているので、参加を認めるわけにはいかなかったのだが。

　それに以前から、ヘルマンは三つの村落の扱いに差をつけることに反対していた。

　このバウマイスター騎士爵領の現実が見えない青臭い意見でしかなかったが、本村落の若い世代にも賛同者がいて、えらく難儀したのを記憶している。

「あのう……クルト様」

「何だ？」

「今回は、我々からは特には……」

　今までは散々に本村落への優遇を求めてきたくせに、今となってはそれがヴェンデリンにでもバレると困るのであろう。

　ヴェンデリンは、今までの我々の方針とは逆に本村落以外を優先している。

　というか、明らかに俺の支持基盤への揺さぶりを狙ってのことであろう。

　そして俺が引き摺ずり降ろされたあとには、本村落も他の村落と平等に扱うはず。

　そうすれば、本村落の連中は同じ扱いでもヴェンデリンに恩を感じるという寸法だ。

「あのクソガキめ！」

　それから十分ほどで、本村落の有志を集めた会合は終了する。

　安定した統治のために、ある程度優遇して意見を聞いてやっているのに、ヴェンデリンの魔法を見た途端にもう裏切りの準備を始めている。

　やはり、元は卑しいスラムの住民たちであったということなのであろう。

　ムシャクシャするので、頭を冷やしに本屋敷裏の森へと歩いていく。

　思えば、ここからヴェンデリンの出しゃばりは始まっていた。

　まだ六歳くらいの頃から森に入り、そこで子供とは思えない成果を上げた。

　毎日、ホロホロ鳥やら猪などを狩り、山ブドウ、自じ然ねん薯じょ、山菜、薪などを持ち帰ってくる。

　親父やお袋は大喜びであったが、俺からすればやはり出しゃばりとしか感じられなかった。

「あのクソガキが！　あの時に、死んでいればよかったのに！」

　あの時とは、数ヵ月前に古代遺跡を探索して、一週間ほど連絡不能になった時のことである。

　その時に、中央からルックナーとかいう貴族の使いが来ていかにも思わせぶりな報告をするので、無駄にぬか喜びしてしまったのを思い出す。

　今でも、たまに思い出すと怒りが湧いてくるのだ。

「ふんっ！　あんな中央の貴族など当てにはならん！」

「そうでもないですよ」

「誰だ？」

　突然、後ろから声が聞こえたので振り返ると、そこには以前ルックナー男爵の命とやらで手紙を持参した男が立っていた。

　何でも、ルックナー男爵からよく依頼を受ける冒険者との話であったが、顔色が悪くて陰気さを感じさせる不気味な男だ。

「お久しぶりです」

「前は、偽情報をありがとう」

　どんな反応をするのかと思い、まずは嫌みを返してみることにする。

「申し訳ございません。ですが、私は依頼者の命令で手紙を届けただけですので」

「本当かどうか、怪しいものだがな」

　この男がどこまでルックナー男爵と親しいのかは不明であったが、わざわざこんな僻へき地ちまで来たのだから、相当に信頼されているはず。

　もしかすると、冒険者だと嘘うそをついて、実は子飼いの家臣という可能性もあった。

「私はフリーの冒険者ですよ。多少力量に自信があるのと、口が堅いのでこういう仕事で稼いでいる身なのですが」

　王都から、こんな山脈越えの僻地まで一人で来るのだから、腕っ節と体力に相当自信があるということなのであろう。

「それで、何か用事か？」

「そうですね、お互いに時間は貴重ですからね」

　そう言うと、この陰気臭い冒険者は古ぼけた小さな木の箱を俺に差し出す。

「これは？」

「はい、バウマイスター男爵暗殺で役に立つ道具です」

「……」

「時間は貴重と言ったと思いますが。簡単に言うと、ルックナー男爵様はあなたにこれを譲って恩を売ろうと。あなたはこれでバウマイスター男爵を暗殺し、今ある危機を突破するわけです」

　俺に今ある危機など、今さら言うまでもない。

　ヴェンデリンに領内を侵食され、今では俺を支持する領民たちは極少数になっている。

　みんな、ヴェンデリンの魔法と財力で切り崩されてしまったのだ。

　挙句に、親父までもがヴェンデリンの肩を持っている。

　親父に言わせれば、領内発展のためなのであろうが、俺にはわかっている。

　もう俺に、次期当主を任せないつもりなのであろう。

　その理由は簡単で、親父はバウマイスター家当主として領内の繁栄に責任のある立場であり、そのためには、長男である俺を切り捨てる覚悟も必要というわけだ。

　まさしく『断腸の思い』なのであろうが、それでもただ切り捨てられる俺よりはダメージが少ないはず。

　トカゲだって尻尾を切り落とせば痛いはずだが、そんな痛みはすぐに忘れてしまう。

　だが、切り落とされた尻尾の方は堪たまらないわけで、だからこそ俺は、起死回生の策を得てヴェンデリンを排除しないといけないのだ。

「お疑いですか？」

「ああ、お前らは胡う散さん臭い」

「でしょうけど、ここはお互いに追い込まれている仲間同士として協力しませんと」

「お互いに追い込まれている？」

「はい。ルックナー男爵様も大ピンチなのです」

　陰気臭い冒険者は、俺にルックナー男爵の危機とやらを説明する。

「未開地の開発が、バウマイスター男爵主導で行われるとまずいのです」

　もう既に王都では、早く俺を排除して未開地の開発に入りたいと貴族たちが騒いでいるそうだ。

「俺の立場は？」

「怒らないで聞いてくださいね。今まで中央との接触がなかった田舎領地の跡取りなど、新規開発の利権に比べれば埃ほこり以下の扱いなのですよ」

「言ってくれるな……」

　広大な未開地に、ヴェンデリンが持つ莫ばく大だいな額の資産。

　これが合わされば未開地は一気に開発が進むが、それに対してヴェンデリンには子飼いの家臣が少ない。

　そこに、余っている親族や家臣の子供たちなどを陪臣として送り込める。

　開発工事なども最初は外部に発注するので、各貴族たちも懇意にしている商会や業者などに受注させたい。

　開発に必要な資材などの売買に、工事で出稼ぎに来る人間の選定、貿易の利権も莫大なものになるはずであった。

「貴族のみなさんは、とにかく必死なわけです」

　そんな貴族連中からすると、俺はもう完全に死んだ人間扱いのようだ。

　むしろ、生きていると邪魔なのであろう。

「お前の依頼主も、利権確保に忙しいだろうな」

「それは無理ですから」

　ルックナー男爵がいくら足あ掻がいても、彼とその派閥は未開地開発の利権に加われないそうだ。

　この未開地開発で主導的立場にあるのは、ブライヒレーダー辺境伯と、ルックナー男爵の兄にあたるルックナー財務卿である。

　兄と仲が悪いルックナー男爵には、一セントとして金は入ってこない仕組みになっていると陰気臭い冒険者は説明した。

「もともとは、兄であるルックナー財務卿と対立していた関係で、バウマイスター男爵とも疎遠だったのですが……」

　ヴェンデリンが遺跡探索で一週間ほど連絡が途絶えた際に死亡したという噂を流し、それが原因で、ヴェンデリン本人からもその寄より親おやであるブライヒレーダー辺境伯からも嫌われてしまったそうだ。

「こう言っては何だが、自業自得であろうよ」

　ルックナー男爵は、中央で会計監査長をしているそうだ。

　さぞかし、自分の頭脳に自信があるのであろう。

　結果は、俺と同じくヴェンデリンの魔法と財力に押し流されそうになっているようだが。

「俺を引き摺り降ろしたあとの未開地開発の利権であぶれて、派閥の維持も不可能になるとはな。ご愁傷様だな」

　俺自身、明日にはどうなるのかも不明であったが、ルックナー男爵も人に思わせぶりな手紙を送って翻ほん弄ろうした罰というやつであろう。

　この絶望的な状況下でも、少しだけ溜りゅう飲いんが下がる思いであった。

「お気持ちはわかりますが、ここでお互いに相手が下に落ちるのをバカにしても未来に変化はありませんよ」

「そんなことは、わかっているがな」

　お前などに言われなくても、それはわかっている。

　このままだと、間違いなく俺は廃嫡の後に教会送りであろう。

　前にヴェンデリンと決闘をした公爵のように、死ぬまで軟禁されてありもしない信仰の日々を送ることとなるはず。

　そんな生活は、死んでも御免であった。

「つまりだ。起死回生の一手で、俺がその箱の中のものを使ってヴェンデリンを暗殺。その財産と未開地開発の権利を継ぐ、というわけだな？」

「はい、そのとおりです」

「しかし、こんな小さな箱の中身で大丈夫か？」

「これは、古代遺跡から出土した魔道具ですので」

　形なりは小さいが、その効果は絶大なのだそうだ。

　俺はこの手のものに詳しくないので知らないのだが、このまま座して滅ぶよりかは、これに賭けた方がいいのかもしれない。

「やってみるさ」

　このままだと、来月の本村落の会合に誰も来なかったなどという笑えない未来すらあり得る。

　ならば、その元凶であるヴェンデリンを殺す魔道具とやらに賭けてみてもいいであろう。

「それで、これはいくらなのだ？」

　季節の贈り物でもあるまいし、この手のものを貴族が他の貴族に無料で贈るなどあり得ない。

　むしろ、無料などと言われると逆に怪しくなってしまう。

「料金は、将来の利権で優遇していただければとの依頼主からのお話です」

「なるほど。一時的な金よりも、永続する利権が欲しいのか」

　その方が派閥に参加している貴族たちに分配できるという理由もあるようだ。

「承知した。それでこの魔道具の使い方は？」

　それから暫く、俺は陰気臭い冒険者からこの古い箱に入った魔道具の使い方について説明を受ける。確かにこれならば、ヴェンデリンを暗殺可能かもしれない。

「見た目は、ただのオカリナにしか見えないけどな」

「ですが、強力な魔道具です。これが呼び寄せるものによって、バウマイスター男爵の命日も近いでしょう」

　俺の頭の中で、哀れに殺されるヴェンデリンの姿が浮かぶ。

　奴が死ねば、その財産を使って未開地の開発が主導でき、中央のプライドと企たくらみだけは一人前の貴族たちが、俺に利権を請うために頭を下げにくる。

　まるで、乞こ食じきのようにだ。実に楽しみな未来ともいえる。

「物が物なので、人気のない場所で使ってください」

「三日後に、ヴェンデリンが未開地のかなり奥まで視察に行く。その時に使うさ」

「わかりました。依頼主には、そのように伝えます」

　最後にそう言い残すと、陰気臭い冒険者は森の奥へと消えていく。

　残された俺は、懸命に込み上げてくる笑い声を押し殺しながら、手の中にある古ぼけたオカリナを見つめ続けるのであった。





第三話　竜使いの笛？







「よし、成功だな」

「また新しい調味料の試作か？」

　このバウマイスター騎士爵領に来てから、三ヵ月と少し。

　今日も同じ時刻に起床した俺は、屋敷のリビングで朝食をとっていた。

　俺が主人席に座り、両脇に護衛のまとめ役であるパウル兄さんと、所用で屋敷に来たヘルマン兄さんが。あとは、エルやオットマーさんたちも順番に席に座っている。

　メイドのドミニクと、エリーゼ、イーナ、ルイーゼ、ヴィルマの五人は調理や給仕などを担当している。

　前世の平成日本でこの光景が公になったら、間違いなくフェミニストと呼ばれる方々から苦情が出ていたであろう。

　だが、この世界ではこれが常識なのだ。

　屋敷の主人である男爵の俺と、現在法衣騎士爵であるパウル兄さんに、客であるヘルマン兄さんが上位の席に座り、従士長であるエルと、パウル兄さんの従士長になる予定のオットマーさんや他の護衛たちがそれに続く。

　良し悪しの問題ではなく、これが常識なので疑問に思っているのは俺だけのはずだ。

　身分差による席順の違いなのだが、思えば前世において会社の忘年会とかでも席順は偉い人が上座だったわけで、そういうのはどの世界でも同じであった。

　そんな俺も、さすがに毎回お誕生日会席に座らせられてきたせいか、少しずつ慣れてきたような気がする。

「ヴェル、それは何だ？」

「新製品ですよ、パウル兄さん」

「お前、ここでも商品開発をしているのか？」

　王都の警備隊にいたパウル兄さんは、俺が王都滞在時に調味料や料理の考案をしていたのを知っている。

　何回かアルテリオさんが経営する店の優待券をあげたこともあり、たまに部下たちを連れて食べに行っていたそうだ。

「なんと、マヨネーズに新しい仲間ができたのです！」

「ヴェル、またかよ」

「じゃあ、エルはいらないということで」

「新製品、美お味いしそうだなぁ」

　エルからすれば、調味料や料理に執着する貴族という存在に不安を感じているのかもしれないが、こればかりは俺の趣味なのでやめることはしないし、させない。

「それで、また売り出すとか？」

「とりあえず、今は試作だけですね。原価を計算したら、気軽に買えないですし……」

　今回試作しているのは、俺が前世で大好物であった『明めん太たいマヨネーズ』であった。

　作り方は簡単なのだが、問題はこの世界にタラコが存在しているかという点にあった。

　イクラは、実は未開地の河川に『ナンポウマス』という、温暖な気候なのに遡そ上じょうしてくるマスがいたので、そこから入手は可能であった。

　これは、ちゃんと醤しょう油ゆ漬けにして常に魔法の袋に保存している。

　そしてタラコであったが、これも北方では食べられていることが判明する。

　早速、いつも利用している魚屋から取り寄せることにしたのだが、タラコも含めて魚卵は現地では珍味扱いで、関税や輸送コストを含めて物もの凄すごく値段が高くなってしまったのだ。

　さらに、このタラコを辛から子し明太子にしないといけないわけで。

　それを魚屋に頼んだ結果、値段はカレー粉よりも高くなってしまうという結果になった。

「しかし、よく思いつくよな」

「確かに……うちの実家の飯の内容を考えると特にな……」

　パウル兄さんとヘルマン兄さんは不思議そうな表情を崩さなかったが、俺が調味料などの作り方に詳しい理由は、前世での仕事のせいであった。




　一応名の知れた商社に勤めていたが、業界内では二流扱いであり、エリート社員が海外の現地政府と交渉して巨額のインフラ受注とか、最先端の工業プラントの建設とか、そういう某エリートサラリーマン漫画的なお話とは、まず縁が薄かった。

　新人研修を終えて俺が配属されたのは、主に食品関係の仕入れを担当する部署だ。

　加えて、海外ではなく主に国内の食材担当で、定期的に国内の生産農家やら漁港やらに直接出向いて食材を吟味し、それを必要とするメーカーや店舗などに提案を行う仕事が多かった。

　少々世間がイメージする商社員からは離れた存在かもしれないが、少なくとも扱っている食材は高級品が多かったと思う。

　取引先も、昔ながらの製法に拘こだわる酒蔵、味み噌そ蔵、醤油蔵だったり。

　国内産で品質のいい材料だけを使って製品を作る、中小の食品メーカーだったりと。

　当然、そういう会社の人たちと取り引きをする関係で、基本的な作り方を知りませんとは言えないわけで、自然と勉強をして覚えていったのだ。

　何しろ、こういう拘りのあるメーカーの技術担当者や職人さんには気難しい人が多い。

　新人時代に無知を曝さらして怒りを買ってしまい、そことの取り引きをライバル他社に奪われ、あとで上司から死ぬほど怒られた経験もあった。

　その勉強の過程と趣味も手伝って、休みに料理をするようになったことが今に生きているのだから、人生何が幸いするかわからないものである。




「とにかく、試食を」

　とりあえずは味を試そうと、早速出来上がった『明太マヨネーズ』を御飯の上にのせる。

　他のみんなも、それぞれ御飯にパンにとのせて試食を開始していた。

「美味しいな」

「ああ、段々と舌が贅ぜい沢たくになっていく」

　明太子だけだと御飯にしか合わないが、明太マヨネーズならばパンにも合う。

　前世でも、普通にパン屋で売られていたので試作してみたのだ。

　ただ、やっぱり御飯に一番合うと思うのは、俺の中身が日本人だからであろう。

　タラコが輸入品のせいで製造コストは高かったが、今の俺ならば何とでもなる。

　御飯食をやめる気にもならないし、もうバウマイスター騎士爵領で食べられているボソボソの黒パンは食べたくない。

　きっと、こういうのを舌が贅沢になったというのであろう。

「ところで話は変わるが、今日は未開地に視察に行くんだって？」

「はい、開発特区を前進させるので」

　ヘルマン兄さんの問いに、俺は頷うなずいて答える。

　密約なので誰も口にはしないが、もはやクルトを廃嫡にしてヘルマン兄さんに父の跡を継がせるのは規定路線だ。

　それに協力する見返りとして、ヘルマン兄さんには男爵になれるくらいの未開地の分与と、その領地開発を助けることになっていた。そんな事情があり、一度、双方の領地境となる場所まで視察に行こうと約束している。

「中央の貴族ってのはおっかないな。俺たちのあずかり知らぬところで勝手に色々と決まっても、口が出せない。出すほど無謀でもないけど」

「そういう世界で生きていて、それが常識だからとしか言いようがないです」

　またもブランタークさんの姿が見えなかったが、彼はここ最近ずっとクルトの監視に当たっている。

　前にブライヒレーダー辺境伯に報告に行くからと言われ、『瞬間移動』で送ってあげたことがあるのだが、その時に通信用の魔道具を渡されたようだ。

　前世でいうところの携帯電話や携帯用通信機に当たるこの魔道具は、現在では作れる人が少なく、現存するものはかなりの割合で遺跡からの発掘品であった。

　製造に大変な手間と時間がかかり、生産品の大半を軍や役所が押さえてしまうので、大物とはいえ地方の貴族にはなかなか回ってこないそうだ。

　当然その価値は計り知れず、それをブランタークさんに託すということは、バウマイスター騎士爵領の情勢に貴族たちの注目が集まっているという証明でもあった。

「クルト兄貴は、未開地も含めたこの領のトップでいたいだろうし、相続したいんだろうな」

「そんな夢物語……」

「ヴェルから搾取すれば、可能だと思ったんだろう。おかげであの様ざまだ」

　パウル兄さんの言うとおりで、微量の魔力から相手の現在位置などを特定可能なブランタークさんの諜ちょう報ほう活動により、クルト側の動きはすべて筒抜けであった。

　つい三日ほど前にも、本村落の有力者だけを集めて会合を行っていたそうだ。

「あの会合か……」

「ヘルマン兄貴は、知っているのか？」

「パウルも、噂うわさだけは知っていただろう？」

「知ってはいるけど、あんな事前の談合みたいな会合、他の村落の連中からしたら不愉快でしかないだろう」

「まあそう言うな。昔は十分に役に立っていた会合なんだ」

　バウマイスター騎士爵領の開発が始まったばかりの頃には、本村落を優遇してバウマイスター家の与党にする策は有効であった。

　こんな他よ所そからの支援など期待できない僻へき地ちで、領主家が確固たる支配権を維持できなければ、内乱を招き滅亡しかねないからだ。

「ただ、今の時代にはそぐわなくなっている。俺も、分家の当主になって初めて出席したんだがな。少しでも陳情が叶かなえられれば利益になると思って、あの連中、無理難題ばかり垂れ流しやがって」

　会合に出るメンバーの大半が年寄りなのも、会合が陳腐化する原因になっているそうだ。

　年寄りは、あとは自分たちが死ぬまで今の本村落優遇の生活が続きさえすればいいと思っている。

　なので、ヘルマン兄さんが提案した、三つの村落の待遇に差をつけないという提案は彼らから鼻で笑われてしまった。

　そして、クルトが領主の仕事の多くを代行するようになると、そこに同年代の職人たちも加わるようになった。

　ヘルマン兄さんは、新しい世代による改革を期待したらしいが、結果は年寄り連中と大差のない既得権益への執着と、本村落優遇策を垂れ流すだけであったそうだ。

「クルトの兄貴からも青臭い理想論だと笑われてな。ヴェルはどう思う？」

「短期的には現状維持には有効、長期的には緩やかな衰退への第一歩ですか？」

「だよな。俺もそう思ったんだよ」

　独自に未開地の開発ができない以上、将来的にはこの領の人口を増やすのは自殺行為になる。

　となれば、自然と若い人から領を出ていくことになるのだが、もしここで本村落の連中を優遇し続けると……。

「他村落で娘しかいないような家に、本村落の領民が扱いに困る次男・三男を強制的に押し込めるとかな」

「それはさすがに断るのでは？」

「バウマイスター家が、強制的に命令する可能性がある」

　他にも、新規の開墾地を取り上げたりと、本村落を優遇するために、他村落に犠牲を強いるようになる可能性もあるそうだ。

「さすがに、そこまでは……」

「開墾の費用は、バウマイスター家で出しているからな」

「いや、労力は領民が出していますけど……」

　もしそんなことをして他村落の領民たちから愛想を尽かされて出ていかれたら、未開地の開発をどうするつもりなのであろうか？

「だからさ。『未開地を開発して、何代かあとには伯爵くらいには』という夢だけは持っているのさ。具体的な計画については、俺もよくは知らないけど……」

「あったとして、ヴェルから金を搾り取って資金を貯ためておくくらいじゃないかな？」

　ヘルマン兄さんも、パウル兄さんも、『俺が当主になって支配権を強固にする』『将来は必ず未開地の開発を行って大領主になる』という漠然とした方針しか言わないクルトに、半ば呆あきれているようであった。

　そんな夢物語ならば、その辺の子供にでも言えるのだから。

「それで、よく領民たちがついてきますね」

「いや、だからついてこなくなったようだな」

　とそこに、ブランタークさんが姿を見せる。

　どうやらクルトの監視は一休みで、ここに食事をとりに戻ってきたようだ。

「坊主に、相当支持層を剥はぎ取られたようだな」

　ブランタークさんほどのベテラン魔法使いになると、気配を魔法で消しながら対象を監視することなど造作もない。

　相手が手て練だれならバレる可能性も高かったが、クルトは武芸では俺といい勝負かそれ以下。

　その取り巻きにも、その分野に優れた者など一人もおらず、簡単にその動向を探れるようだ。

「例の三日前の会合だけどよ……」

　職人組は事前の引き抜きが成功し、会合には以前に俺と揉もめた鍛か冶じ屋しか出席せず、豪農組も出席は半数以下になってしまったそうだ。

「いきなり坊主に媚こびるのも何だろうからな。連中にも後ろめたさがあるだろうし」

「えっ！　それって？」

　ブランタークさんは監視のみならず、独自に本村落の住民に工作を行っていたようだ。

「俺はちょっと囁ささやいただけだぞ。『現状において、誰が当主になるのかなんて神にもわからないよな？　だが、それは所しょ詮せんは御お上かみの問題だろう？　ここは、中立を表明した方が結局は得をすると思うんだけどな』という風にな」

　このまま劣勢なクルトを無理に応援しても、何もいいことがないのは、本村落の連中ですら気がついている。

　しかし、ここでいきなりクルトを裏切るのもどうかと思うわけで。

　露骨に宗旨替えしなくても、クルトから距離をおけばこちらの味方になったと判断する。

　もしクルトが廃嫡されれば、本村落の区画整理なども始まるだろうなと、ブランタークさんが囁いたわけだ。

「それで会合に行かなくなったら、中立じゃなくて裏切ったと思うでしょう、あの人は」

「それはあの男がどう考えるかで、俺には関与できないなぁ」

「えげつな」

「そうは言うがよ。もう三ヵ月も経っているからな。うちのお館やかた様も、中央のお歴々も焦じれてきているんだよ」

　向こうからすれば一日でも早く開発を始めたいのであろうが、実際に現場で苦労しているのは俺たちだ。だから、もう少し待てよというのが本音であった。

「だが、今日でもうケリがつくだろうな」

「あの……それはどういうことで？」

「会合のあとに、クルトが外部の人間と接触していた」

「外部のですか？」

　ブランタークさんの話によると、夜に本屋敷裏の森で接触していたらしい。

　なぜわかったのかといえば、探知した奴の動きを探ると、明らかにプロの冒険者の動きであったからだそうだ。

「それに、『瞬間移動』が使えないのにここまで来る外部の人間ってのは、プロの冒険者しかあり得ないからな」

「何のために、あの人と接触したんでしょうかね？」

「決まっている。何かよからぬことを吹き込みにだろう。その件くだんの冒険者は、現在険しい山中を移動中なわけだが」

　ブランタークさんが三日前にその冒険者の身柄を押さえなかったのは、俺の安全が第一なのと、既にブライヒレーダー辺境伯に通報しているからのようだ。

「一月以上も険しい山歩きをして疲労したところを、出口で捕らえる算段になっている。誰の差し金で動いているのかは、想像できるがな」

　一度でもクルトとの接触を試みた中央の貴族といえば、間違いなくあの人の弟しかいない。

　もしその尻尾を掴つかめれば、ブライヒレーダー辺境伯はルックナー財務卿に対して大きな貸しを作ることができるというわけだ。

「キナ臭い話ですね……」

「いやなに、地方貴族による主権確立の一環だから」

「それで、あの人は今日、何か仕掛けてくると？」

「その冒険者が暗殺に手でも貸すのかと思えば、そのまま戻ったからな。可能性があるとすれば……」

　依頼主であろう人が準備した、魔道具などを渡したのかもしれないとブランタークさんが言う。

　あの人も追い込まれている以上、一発逆転を狙うとなると、そういうものを使うしか手段がないのだろう。

「じゃあ、視察に行くのは危険じゃないですか？」

「かもしれんが、その可能性は限りなく低いからな」

　非合法な手段で手に入れた魔道具だからといって、そう簡単に目的を達せるものを入手できるとは限らないからだそうだ。

「入手先は、犯罪者ギルドが運営している裏市場だと思うが、あそこはツテのあるそれなりの幹部に大金を積まないと、坊主を暗殺できるような魔道具なんて手に入らないから」

　大半は、『もしかしたら物凄い威力がある魔道具の可能性もあるけど、その確率は十分の一くらいかな？』などと言って、本来の相場の十分の一くらいで安く売りつけるような連中が多いそうだ。

　実際に購入して使ってみると、説明した内容とはまるで違う効果が発生したり、相手を呪うつもりが自分が呪われたりすることが多いという。

　購入者が苦情を言おうにも、相手は犯罪者ギルドであるし、警備隊に訴えてもまずは自分が違法な物品を購入した事実を話さないといけない。

「要するに、素人は手を出さない。少しかじってわかった気になっている奴は大火傷やけどをする」

　その代わりに、ちゃんとしたツテを使って正統な代価を支払えば、表のルートではまず手に入らない品物が入手できる。

　勿もち論ろん物凄い大金を払う必要はあるが、それが裏市場という場所なのだそうだ。

「ルックナー弟は、その裏市場にツテがあると？」

「あるようなないような……役職つきでも法衣男爵程度だとなぁ……」

　支払う代金の問題があるという。それなりのものを入手するとなると、最低でも五百万セントは必要なのだそうだ。

　ブランタークさんがなぜそんなことを知っているのかという疑問は、今は聞かないでおこう。

「ルックナー弟にでも揃そろえられる程度の魔道具で、坊主を殺せる可能性は低いわけだ」

「つまり、視察は餌というわけですか？」

「そういうことになるかな。視察には俺もついていくし、助っ人もちょうど……」

　ブランタークさんがそう言うのと同時に、屋敷の外から何か隕いん石せきでも落下してきたかのような音が聞こえた。

　慌てて全員で外の様子を見にいくと、屋敷の前の空き地にはあの人物が涼しい顔で立っていた。

「導師？」

「導師様はともかく、その横！　横！」

　パウル兄さんが驚きょう愕がくするのも無理はない。

　なぜなら着地した導師の脇には、哀れ首を一撃でへし折られた飛竜の姿があったのだから。

　一部の山道を除いて、山脈は飛竜やワイバーンの住みかになっている。

　多分導師は、王宮にいる『瞬間移動』が使える魔導師からブライヒブルクまで送ってもらい、そこから山脈上空を『高速飛ひ翔しょう』で突破してきたのであろう。

　横の哀れな飛竜は、導師の飛行経路を妨害して討たれてしまったのだと推測される。

「久々の長距離高速飛翔で心地よかったのであるが、視界をその飛竜に邪魔されたので撃破したのみ！　暫しばし厄介になるので、お土産代わりに受け取るといいのである！」

　首だけへし折られた飛竜なので、導師の宿泊費には多すぎるほどの成果であった。

「なあ、ヴェル……」

「王宮筆頭魔導師である、アームストロング子爵殿です」

「王宮の魔導師って、こんなに強いんだ……」

　ヘルマン兄さんが驚くのも無理はない。

　山脈に多数生息する飛竜やワイバーンは、かの地の生態系のトップに君臨する存在である。

　当然、バウマイスター騎士爵領の領民たちは竜に対して無力な存在であり、山脈に近付くことすらしなかった。例外は商隊が通る山道のみである。

　初代バウマイスター家当主がこの地に移民して数年後、『討伐して素材を売れば、領地の懐が潤うのではないか？』と、領内の男手十名ほどと山脈に入った。

　結果は言うまでもなく、初代を含めて三名しか戻ってこなかったそうだが。

　以後、誰も飛竜を狩って金を稼ごうなどという輩やからは現れなかったそうだ。

「おおっ、バウマイスター男爵の兄君殿であるか！　某それがしもそれなりに強いとは自負しておるが、この程度の飛竜であれば倒せる者が、ここには複数名おるゆえに！」

「えっと……それって……」

　俺、ブランタークさん、ルイーゼ。

　ヴィルマだって単独の飛竜やワイバーンなら普通に倒せるし、エルやイーナも二人で戦えばワイバーンの一匹くらいは倒せるはずであった。

「クルトの兄貴、どうやって一発逆転を狙うんだ？」

「さあ？　その魔道具とやらが、物凄いものかもしれませんし」

「いや、クルトの兄貴のコネと財力じゃ絶対に手に入らないから！」

　なんにせよ、このままだと状況に変化が起こらないので、視察の名目で俺たちは未開地にクルトを誘う作戦を実行することになる。

「ところで、朝飯がまだなのである！」

「早速準備しますね」

　導師はどんな時でも相変わらずであった。よく知っているエリーゼが朝食の準備に入った。




　導師も加わり、クルトの一発逆転の策が成功することはまずないはず。

　安心して視察に行けるというものであったが、ここで一つ大きな問題が発生していた。

「『メンタイマヨ』であるか！　これも、是非に大量に欲しいのである！」

　導師一人によって、朝に試作した高価な明太マヨネーズの大半を食べられてしまい……。

「導師様、よく食べる」

「うむっ！　ライバル出現であるか！」

　給仕のために朝食が遅かったヴィルマが食事を大量に食べるのを見て、なぜかライバル心を燃やし始める導師。

「おかわりである！」

「おかわり」

　二人によって、とんでもない量の御飯やらパンやら肉やら野菜やらが一気になくなってしまう。

「勝ち」

「ふぬぉあ───！　次こそは！」

「あんたは、子供か……」

　そして、いつの間にか始まっていた導師とヴィルマとの大食い競争であったが、結果はヴィルマの圧勝で、そのことで導師が子供のように悔しがるのであった。

　というか、普通の人が英雄症候群の人に食事量で対抗すること自体が無謀でしかないのだが……。
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「あのう……クルト様」

「何だ？　エックハルト」

　何とか情報を入手した本日のヴェンデリン一行による未開地への視察。

　場所は大分奥地のようで、ここならば例の『竜使いの笛』とやらを使っても問題ないはずだ。

　今回、俺に同行している連中は、俺と同じくあとがないエックハルトに、比較的年配の豪農が四名。

　みんな、ヴェンデリンが来る前のバウマイスター騎士爵領を支持している連中で、全員が戦時召集される時に着る武具を装備して、俺の計画に参加していた。

　最初は、密かに計画を実行するために俺単独での行動も考えたが、未開地の野生動物たちに俺一人では対処できないため、エックハルトたちも連れてきたのだ。

「本当に、暗殺など成功するのですか？」

「するさ、この『竜使いの笛』ならな」

　ヴェンデリンは凄すご腕うでの魔法使いだが、いくら奴でも数の暴力には勝てないはず。

　『竜使いの笛』は、周辺の飛竜やワイバーンを呼び寄せる。

　あの山脈に住む竜を大量に呼び寄せれば、いくらヴェンデリンとて生き残れないはずだ。

「そんなに大量の竜を、魔物の領域からおびき出しても大丈夫なのでしょうか？」

「大丈夫だ、俺たちはな」

「ええと……それはつまり……」

　相変わらず、察しの悪いバカな男である。

　鍛冶屋としても二流で、家臣としても二流とは。

　まあ、無能な方が俺に捨てられないように頑張るかもしれないがな。

「それなりに被害は出るだろうな」

「そんな！」

「おいおい。何か特別な事を成すのに、何もリスクを取らないつもりなのか？」

　今ここでヴェンデリンに向けて『竜使いの笛』を吹けば、リーグ大山脈から大量の竜が飛来し、ヴェンデリン一行はおろか大勢の領民たちをも殺すであろう。

「だが、俺たちが生き残れば勝ちなのさ」

　ヴェンデリンの遺産を継ぎ、あのクソガキに媚こびを売るようになった領民たちも、親父も、生意気なヘルマンや分家の人間たちも抹殺し、一から新しいバウマイスター騎士爵領を始めるのだ。

　いや、生まれ変わるのだ。

「しかし、家族が……」

「そんなものは、また作ればいいだろう？」

　年老いた魅力のない女房など、新しいバウマイスター騎士爵領には相応ふさわしくないのだ。

「俺とエックハルトはまだ三十代半ばだ。残りの連中もまだ五十にもなっていない」

　俺も、エックハルトも、他の連中も、新しい統治体制に合わせて若い嫁を貰もらえば済む話だ。

　子供など、また作ればいい。

「エックハルト、新しい従士長には新しい妻が必要だと思うがな。他のみんなも、それぞれに家臣として働いてもらう。何か異存はあるか？」

「いえ、我らはクルト様の命に従うのみです」

　そうだ、それでいいんだ。

　とはいえ、『竜使いの笛』を吹いたあとに守られるのは俺だけなのだがな。

　こいつらも運よく生き残れたら、家臣にしてやる約束は守ることにするか。

「クルト様」

「来たか……」

　無理をして、早めにこの場所に伏せていた甲か斐いがあったというものだ。

　視界の先では、ヴェンデリンたちが話をしながら土地の状態などを確認しているようだ。

　随伴しているのはいつものメンバーに……何かを貰う約束をしたのか？　意地汚い乞こ食じきのようにヴェンデリンを護衛しているパウルたちと、想定外ではあったがヘルマンも数名の従士と共に周囲を固めていた。

「ヘルマン様がいますね」

「丁度いい。弟に媚びるバカは一緒に死ね！」

　もう憂いはない。

　ヴェンデリンも、それに媚びるパウルもヘルマンも、クソな親父も、バカな領民たちも。

　すべて、この『竜使いの笛』を使って浄化する時がきたのだ。

「では、いくぞ」

　『竜使いの笛』を口に咥くわえて息を吐くと、すぐに聞きなれないメロディーのようなものが流れ始める。音の質は、普通のオカリナを吹いたのと同じに聞こえる。

　三日前に森で遭遇した陰気な冒険者が言ったとおりで、口に咥えて少し息を送り込めば、魔道具らしく楽器演奏の経験がなくてもメロディーが出る仕組みになっていた。

　このメロディーは、笛から音が出ているのを人間が判別できるためのものらしい。

　竜を怒らせる音とは、本来人間の耳には聞こえないものなのだそうだ。

　だが、そんなことはどうでもいいのだ。

　あの小生意気なヴェンデリンさえ死んでくれれば、ただそれだけで十分なのだから。

「一体何を？」

　さすがに、一流の魔法使いや冒険者が揃っているだけのことはある。

　オカリナの音から、ヴェンデリンたちは俺たちの存在を見つけた。

　だが、もう手遅れなのだ。

　もう既に、竜はこちらに向かっているはずなのだから。

「う───ん、何かを呼び寄せる笛か？」

　ブライヒレーダー辺境伯の飼い犬が、俺が吹く『竜使いの笛』の音色を聞き呟つぶやいた。

「ブランターク殿、まさか『竜使いの笛』では？」

「そんなもの、滅多なことでは手に入らんよ。何か、他のものを呼び寄せる魔道具だと思う」

　この魔道具の正体に気がついたのは、紫色のローブを着た大男であった。

　だがそれを、バカなブライヒレーダー辺境伯の飼い犬が否定してしまう。

　本当に、賢いつもりのバカには笑うしかなかった。

　判断を誤って、そのまま竜の大群に食い千切られればいいのだ。

「ねえ、あれは？」

　ヴェンデリンの側室候補とやらのチビが何かを見つけたらしく、空を指差していた。

　多分、山脈に住む竜たちがこの笛に呼ばれて集まってきたのだ。

　お前らの命は、今日までだったようだな！

　竜の大群に襲われ、多勢に無勢で喰くわれるヴェンデリンたちに、壊滅するバカな領民や家族たち。

　だが、そこからバウマイスター騎士爵領を復興させ、中興の祖と称たたえられる俺。

　最低でも伯爵になり、広大な領地に新しい多くの領民たち、側室も含めて多くの若い妻たちに囲まれ、毎日貴族に相応しい贅沢な生活を送る。

　そしてそんな俺を、ブライヒレーダー辺境伯や中央の貴族たちも一目置くのだ。

　俺のために、みんな死ね！

「あのクルト様……」

　何だ？　人がせっかく気分よく笛を吹いているのに、邪魔をしてくるバカがいる。

　相変わらず使えない、愚か者のエックハルトであった。

「あれは、竜ではないのでは？」

　はあ？

　竜を呼ぶ笛なのに、竜ではないものが来ていると、エックハルトも他の連中も騒ぎ始めた。

　そんなわけがあるかと空を見ると、全方位から何か黒い煙のようなものがこちらに迫ってきているのが見える。

　何だ？　あの黒い煙は？

「クルト様……」

　その黒い煙のようなものは、笛の音によって広範囲から引き寄せられているらしい。

　大きさは、小さいものは小石程度で、大きくても拳大くらいであろう。

　ただ数が尋常ではなく、それが雲うん霞かのように群れでこちらに迫っていた。

「笛を吹くのは、やめた方がよろしいかと……」

　何をバカなことを、竜ではないかもしれないが、あの禍まが々まがしさならばヴェンデリンを確実に殺せるはず。何より、俺はあの黒い煙の被害を受けないのだから。












　それに見てみろ！　ヴェンデリンの慌てようといったらない！

　次第に集まってくる黒い煙の塊に、ヴェンデリンたちが慌てて臨戦態勢に入るのが見える。

　つまりは、それほど危険なものだということだ。

「クルト様！　もうこれ以上は！」

「何だ？　これは！」

　笛を吹いている間、俺を守るようにと命じていたエックハルトたちであったが、所詮は卑しい平民。黒い煙の群れに恐怖してその場から逃げ出そうとする。

　だが、こちらに向かってくる黒い煙の群れに捕まってしまい、その体を覆い隠されてしまう。

「クルト様ぁ───！」

「助けてぇ───！」

　エックハルトたちから断末魔のような叫びが聞こえ、俺はこの笛がヴェンデリンにも使えると確信した。

　せっかく家臣にしてやると言ったのに恐怖で逃げ出した愚か者たちであったが、あの黒い煙の効果をその身で示してくれた点だけは褒めてやろう。

　俺が伯爵にでもなったら、いい墓を建ててやるから成仏するがいいさ。

　この黒い煙が、ヴェンデリンたちの魔力が尽きるまで攻撃を続ければ……。

　いくらヴェンデリンとて、数の暴力には抗あらがえまい。

　竜を呼ぶ笛ではなかったが、使える魔道具だったのでよしとしよう。

　このまま、ヴェンデリンたちを攻撃するんだ！

　俺は、さらに息を込めて笛の音を大きくする。

　空を見ると、まだ周囲からは黒い煙の群れが集まっているようで、それはまるで蝗いなごの群れがこちらに向かってくるかのような感覚に似ていた。

　エックハルトたちは死んだか？

　彼らを襲っていた黒い煙は既に標的から離れ、新しく集まってきた黒い煙と合流して、俺の周囲にまるで竜巻のように集まっていた。

　俺はちょうど黒い煙の竜巻の中心地にいるようで、まったくその影響を受けていない。

　一方、ヴェンデリンたちは、懸命に魔法で黒い煙を防ぎ続けているようだ。

　……どうやら死んだようだな。

　エックハルトを含めた五人は、もう死んでしまったようだ。

　ピクリとも動かず、肌も土気色になっていた。

　この黒い煙は何なのだろうな？　まあ、使えるからいいか。

　さて、このまま次はヴェンデリンたちをと俺が思ったその時、エックハルトたちの死体の手足がピクピクと動き始めているのが目に入る。

　実は、生きているとか？

　エックハルトたちは初めは手足を虫のように動かしていただけであったが、すぐにノロノロと立ち上がって顔をこちらに向けた。

　生きていたか。まあ、家臣にはしてやるっ！

　だが、起き上がったエックハルトたちの顔を見て、俺は明らかに何かがおかしいと感じる。

　彼らの目の焦点はまるで合っておらず、口からは涎よだれを、鼻からは鼻水を。

　加えて糞ふん尿にょうすら漏らしているようで、次第にその嫌な臭いが周囲に漂い始める。

「クイモノ！」

「ニクゥ───！」

　はあ？　お前たち、一体どうなって!?

　五人は、よたよたとした足取りで俺に向かって歩いてくる。

　さらに人を食い物扱いとは……暫し混乱したあとに、俺はあることを思い出した。

『バウマイスター諸侯軍の戦死者は、ほとんどゾンビと化していたそうだ』

　最初にヴェンデリンが冒険者としてここに来た理由、それは遠征軍の戦死者が魔の森でアンデッド化しているので、それを浄化するためであったはず。

『ゾンビは人間が持つ欲望の、特に食欲に特化してしまうらしい。早めに討伐してよかったな』

　親父は俺に、ヴェンデリンが報告した内容をあとになってから語っていた。

　その中でゾンビの生態についての話があったのだが、奴らは食べても栄養にもならないのにひたすら食べ物を求め、時には共食いまでするそうだ。

　もう死んだと思ったエックハルトたちが突然起き上がり、『クイモノ』と言いながら、俺に向かってくる。

　つまりこいつらは、黒い煙で殺されてゾンビとなり、俺を喰らおうとしているのではないか。

　バカな！　やめろ！

　慌てて奴らにやめるようにと声をかけるが、そういえば俺は笛を吹いていた。

　一いっ旦たん止めようと笛を口から外そうとするのだが、とんでもない事実が判明する。

　笛が、口から離れないのだ。

　笛を吹くために添えた両手も同じく離れず、まずは音を止めようと息を止めても笛の音は止まらない。

　魔道具だからか！

　一旦、口を付けて息を送ると、目的を達するまで笛の音は止まらない可能性が……。

　そう考えた次の瞬間、俺は体中に激痛を感じていた。

「ニクゥ───！」

　ゾンビと化したエックハルトたちが、俺の腕や足や首筋に喰らいついてきたのだ。

　こら！　離れろ！　次期当主様に傷などつけて！　お前らは死刑だぞ！

　ゾンビたちは俺の体を貪むさぼるのをやめなかった。容赦なく体中の肉を食い千切り、俺はあまりの激痛にそのまま倒れ込んでしまう。

　とにかく、逃げないと……。

　だが、もう体に力が入らなかった。

　逃げようにも、周囲は竜巻状になった黒い煙で覆われている。

　なるほど、この笛は目標を殺す代わりに俺の命をも奪うようだ。

　だから中央の貴族など当てにならんのだ！　ちくしょう！　俺の夢が！　希望が！

　ヴェンデリンの遺産を使って、バウマイスター騎士爵領中興の祖となる。

　その夢が音を立てて崩れ落ちるのを、俺は感じた。

　こうなったら、犠牲は一人でも多くだ！

　死ね、ヴェンデリン！　死ね、ヘルマン！　死ね、パウル！

　俺が人生の最期に見たのは、首筋の急所に喰らいつこうとするゾンビ化したエックハルトの大きな口であった。





第四話　怨えん嗟さの笛







「あの中では、何が起きているのでしょうか？」

「さあな？　ただ、間違いなく碌ろくでもないことだと思うぜ」




　あのルックナー弟から何か魔道具を手に入れたクルトを暴発させるため、俺たちはわざと未開地に視察に出た。

　視察自体は、一度は必ず必要ではあったのだが。

　現在のバウマイスター騎士爵領に、独立するパウル兄さんの準男爵領と、俺が大半を分与される予定の伯爵領の三つ。

　その境目は今はただの平原であったが、将来起こる可能性がある領地境を巡る争いを避けるために、ちゃんと分けておく必要があったからだ。

　ただそれは、別に今日である必要はなく、やっぱりクルトの暴発を誘うのが最大の目的であった。

『間違いなく、潜んでいるようだな』

　クルトは、鍛か冶じ屋のエックハルトやわずかに残った支持者たちと共に武装し、暗いうちから視察予定地を目指して領を出ていた。

　ブランタークさんの手にかかれば、そんな行動は筒抜けだ。

　俺たちが視察予定地に到着すると、少し離れた藪やぶに六人で潜んでこちらを探っているのは丸わかりであった。

　さて、どんな手でくるのかと身構えていると、彼らがいると思われる方向からオカリナの音に似た演奏が聞こえてくる。

　オカリナの音が聞こえ始めてすぐ、周辺の地面から何か黒い煙の塊のようなものが噴出し、それらが竜巻状になってクルトたちがいると思われる離れた藪の周囲を包んだ。

『いきなり自爆？』

『それはわからんが、そう俺たちに都合よくいかないだろう。あいつらが無事かどうかは知らんけど』

　どうやら台風の目と同じで、竜巻の中心地は黒い煙の影響を受けないようだ。

　ただし、クルトだけはという注釈がつくらしい。

　黒い煙の影響なのか、すぐにエックハルトたちと思われる悲鳴が聞こえてくる。

　なぜわかるのかといえば、オカリナの音が止まっていないからだ。クルトの性格から考えて、切り札である魔道具の使用を他人には任せないはず。

『自分だけ無事で、他は見捨てるとか。えげつな』

　俺は、エックハルトたちに少しだけ同情してしまった。

『見事なまでに使い捨てだな。さすがは小物だぜ』

　ブランタークさんの、クルトへの評価も厳しかった。

　ただ、冒険者時代にもこの手の輩やからは珍しくなかったようで、特に思うところはないようだ。

　それに、クルト自身いつまでも無事というわけがなく、すぐにその断末魔の叫びが聞こえてくる。

声は一人分で、聞き間違いでなければクルトの声のはずだ。一〇〇パーセント絶対とは言えないけど。

『何となく、どういう魔道具か理解できた。やっぱりクルトなんて、ルックナー弟からすれば使い捨ての道具だったんだな』

　どうやら、あの黒い煙は触ると危険なものらしい。




　俺たちは、さらに遠方からも大量に湧き始めた黒い煙状の物体から身を守るべく、ブランタークさんと共に『魔法障壁』を展開した。

　視察に来ていた全員が、急ぎ『魔法障壁』の中に入る。

「これ、虫か？」

「いえ、怨おん念ねんが顕在化したものです」

　エルの疑問に、この分野には詳しいエリーゼが答えた。

「えっ？　怨念って顕在化するの？」

「それは、あの笛の力だとしか言えません。普通ではあり得ませんから」

　イーナの疑問にエリーゼは少し曖あい昧まいに答えた。さすがの彼女も、魔道具についてはさほど詳しくないのだろう。

「ねえ、導師様は知っているの？」

「多分、アレは『怨えん嗟さの笛』であろう」

「『怨嗟の笛』？」

　意外にも、導師はクルトが吹いている魔道具に心当たりがあるようだ。

　この人も、一応は偉い魔法使いなんだよな……普段はあまりそう思えないけど。

「『怨嗟の笛』とは、古代に製造された仇あだ討うち用の魔道具である」

　本人の怨念と、笛で周囲から集めた怨念とで、自分を強力なアンデッドと化し、その目標を殺す。

　自分の身を犠牲にしてまでも討ちたい相手を確実に殺すための魔道具で、これも『竜使いの笛』ほどではないが、王国では危険な魔道具であると認識されているそうだ。

「ということは、アレも裏市場で手に入れたのでしょうか？」

「『怨嗟の笛』は、『竜使いの笛』よりは入手が容易たやすいゆえに。あくまでも、比較論ではあるが……」

　『竜使いの笛』を使われれば、最悪その都市が壊滅してしまう。

　だが、『怨嗟の笛』であれば、目標の個人と最悪数名の巻き添えで済むケースがほとんどだ。

　王国がどちらを危険視するのかは、一目瞭りょう然ぜんというわけだ。

「どっちにしても、標的は俺なんですよね？」

「あはは、物もの凄すごい怨念の具現化であるな！　バウマイスター男爵は、相当に恨まれていたようである！」

「あの……笑い事じゃないんですけど……」

　まだ周囲から集まってきている黒い煙は、クルトを中心にして直径五〇メートル、高さは一〇〇メートルほどの巨大な竜巻を形成していた。

　あまりの凄すごさに、俺たちは慌てて後退したほどである。

「伯父様、昔見た本の記述では、竜巻はもっと小さかったと記憶しているのですが……」

「要因は、いくつか考えられるが……」

　まずは、この未開地が広く開けた土地であったこと。

　そして怨念とは、比較的簡単に発生するものらしいということ。

　例えば、植物や昆虫が走る鹿に踏み潰つぶされたり、ウサギが狼おおかみに狩られたり、熊が川で溺れ死んだり、子供が育たなくて死んでしまったりなど。

　人間社会においても、上司から叱しかられたり、日常生活で少し気に入らなかった出来事があったりとか。

　わずかではあるが怨念が発生し、それはその土地周辺に染み込むそうだ。

「ただ、時間が経てば蒸発する水のように消えてしまうのである」

　普通の場所ならばそうなのだが、所謂いわゆる『よくない土地』などと言われるような場所では、蓄積した怨念がその土地を利用する者に害をもたらす。

　王都の瑕か疵し物件のように、殺されて恨みが強い悪霊などが発生すると、その場にある怨念が増幅されて悪霊のエネルギー源となってしまうそうだ。

「つまり、あの男の怨念が予想以上に強く、それを基点に、未開地中から大量の怨念が集まっているのである！」

　未開地には無念にも惨殺された人などほとんどいない。魔の森にはいたが、既に浄化されていた。

　一箇所から集められる怨念などわずかな量でしかないが、未開地は広大なので塵ちりも積もればということらしい。

「ということは、ヴェルの兄貴に笛を吹くのをやめさせないと駄目ってことですか？」

「やめさせるというよりは、魔道具か使用者を破壊するしかないのである！」

「えっ、それはどういう？」

　エルは、クルトを殺すではなく、破壊するという導師の発言に違和感を覚えたようだ。

「エルヴィン少年、バウマイスター男爵とブランターク殿がなぜすぐに『魔法障壁』を張ったと思う？　あれほど濃度の濃い怨念を普通の人間が体に受ければ、死は免れないゆえに！」

　導師はエルに、もうクルトが生きているはずはないと断言した。

　怨念とはマイナスの要素であり、少量ならば大した影響もないが、大量ならば生物を病気にしたり、最悪死に至らしめるのだそうだ。

「常人ならば一瞬で発狂するはずです。あと、短時間で体の機能が停止してしまうのですが……」

　エリーゼが、俺を見ながら申し訳なさそうに説明する。

　要するに、クルトとその取り巻きたちは既に死んでいる可能性が高いらしい。

「エリーゼが気にすることなんてないさ。こう言うと悪いかもしれないが、自業自得だ」

　俺の死を心から望み、今まで散々に嫌がらせして、挙句に暗殺まで試みたのだ。

　それに、どうせここで生き残っても碌な結末ではないはず。

　後こう顧この憂いを断つべく、ブライヒレーダー辺境伯や中央の貴族たちがクルトを生かすはずなどないのだから。

「エリーゼは気にするな。俺が望んだ結末だ」

　元から助けられるとは思っていなかった。俺は自分が可愛かわいいからクルトの死を容認したのだ。

「いえ、ヴェンデリン様の妻となる私も背負うことです。私たちは夫婦になるのですから」

「エリーゼ……」

　俺は彼女の気持ちが嬉うれしくて、その両手を取って見つめた。

「おほん！　そういうのはあとにしてほしいわね。それで、どうして笛の音が鳴り続けているのかしら？」

　せっかくいい雰囲気だったのに、イーナによって現実に戻されてしまった。

「単純明快で、魔道具だからである！」

　イーナの疑問に導師が素早く答えた。

「オカリナの形をしていたがあの笛は魔道具である！　つまり一度息を吐いて稼動させると、あとは稼動させた者が標的にしている人間を殺すまで笛の音はやまないのである！」

　どこかで聞いたことがあるような気がしないでもない曲が、オカリナの音で周囲に流れ続けてやむ気配はなかった。

「あれ？　稼動者が標的にした者を殺すまで？　でも、あのお兄さんはもう死んでいるんだよね？」

　ルイーゼが疑問に感じたことは、俺も感じていた。

　クルトはもう死んでいるのに、なぜ笛や集まった怨念が俺を標的だと認識するのであろうかと。

「答えは、怨念の集合体を操る存在として笛の稼動者をアンデッドにするからだ。坊主、これは浄化するのは結構な手間だぞ」

　『魔法障壁』の展開に集中していたブランタークさんから、例の巨大な黒い竜巻に変化が発生したという報告が入る。

　視線を向けると、そこには全高五〇メートルほどの黒い煙で構成された巨人が立っていた。

「怨念の集合体……」

「坊主、あの巨人の胸の部分を見てみな」

　ブランタークさんに言われて視線を向けると、そこには肌が焦げ茶色に変色し、ゾンビと化したクルトの体が埋め込まれていた。

　クルトはあのオカリナを口に咥くわえたままで、そこからは例のメロディーが流れ続けている。

　さらによく見ると、首筋や手足の一部が食い千切られたように欠損していて、その傷口がドス黒く変色していた。

「あの取り巻きたちが先にゾンビ化して、彼らに食われて死んだようだな。そして、死後にゾンビにされてあの黒い巨人のコアにされる。えげつねえ魔道具だ」

　確かに、俺ならばどんなに追い詰められても使いたくない魔道具である。

　それと、クルトの取り巻きたちであるが、やはりゾンビ化して黒い巨人の胴体や手足などに、まるで飾りのように埋め込まれていた。

「何というか、初めて見るアンデッド？」

　核はクルトのゾンビのようだが、他にも五体のゾンビも取り込んでいるし、大半の構成要素は黒い煙状の怨念で構成された謎の巨人。

　果たして、これはどういう種類のアンデッドに分類されるのであろうか？

「気持ち悪い。倒しても肉は取れない。早く倒すべき」

　もっとも、ヴィルマに言わせるとそんなことはどうでもいいようだ。

　食える野生動物や魔物なら倒す楽しみがあるが、こんな食えもしないアンデッドは早く消滅させるべきだと。

　俺のローブの裾を引っ張りながら、早く倒そうと促した。

「でも、強そうじゃないか？」

　ルックナー弟如ごときが渡す魔道具なので、大したことはできないはず。丁度いい機会だから、クルトの暴発を誘発させてしまえばいい。

　などと言った割には、ブランタークさんも黒い煙の巨人インゾンビ六体の禍まが々まがしさに絶句しているようであった。

「ブランタークさん？」

「ああ……坊主って、物凄くクルトに恨まれていたんだな」

「そこは、今さらでしょう」

　完全に向こうの思い込みであったが、それでも鬱うっ屈くつした怨念が物凄いことになっていたらしい。

　向こうにしてみれば、まず俺が生まれたことからして悪なのであろう。

　しかも、大人しく慎つつましやかに生活していればいいのに、竜を退治して貴族になるなど、クルトからすれば、まず許せないことなのだ。

　何しろ、自分は跡取りで長男様なのだから、俺には持っている金を差し出して、自分の奴隷のように働けと考えたのだろう。

　すべてクルトだけの都合であるが、その都合どおりにならない俺は邪魔な存在で殺した方がいい。

　そこまで考えている人間を、ただ血の繋つながった兄だからといって容認できるほど、俺は聖人君子ではなかったのだ。

「それで、どうします？」

「どうって……」

　『怨嗟の笛』の音が届く範囲の未開地からすべての怨念を吸収した黒い煙の巨人は、早速標的である俺目掛けてその拳で連続パンチを繰り出してきた。

　だが、ブランタークさんと共同で展開した『魔法障壁』に阻まれ、まるで効果を発揮できていない。

　それでも、連続して両手を振り下ろしてきて、その衝撃で『魔法障壁』がバンバンと大きな音を立てるので、精神的には少し怖いと感じてしまう。

　それはそうであろう。

　『魔法障壁』で守られているとはいえ全長五〇メートルほどの巨人から、その巨大な拳を向けられているのだから。

「ならば、某それがしの出番であろう！　バウマイウスター男爵の身に何かがあれば、陛下も悲しむというもの！　まずは某に任せるがいい！」

　導師は俺の警備のために来たので、理論的には間違っていない。

　だが、導師の魔法の特性を考えると、この黒い煙の巨人にはあまり効果はないような気もする。

「某が普段は使わない魔法で、始末するのである！」

　そう言うのと同時に導師は魔力を同調させて、俺とブランタークさんが展開している『魔法障壁』をすり抜け、さらに『身体能力強化』をかける。

　黒い煙の巨人は、『魔法障壁』から出てきた導師を先に始末すべく、その頭上に拳を落とす。

　普通の人ならばペシャンコになるほどの威力であったが、導師はそれを単体用の『魔法障壁』で防いだ。

「導師って、『魔法障壁』を使えたんだな」

「いやいや、あの人は王宮筆頭魔導師だから！」

　エルからすると、導師が『魔法障壁』を使えること自体が初耳であったようだ。

　だが導師の名誉のために言っておくと、俺やブランタークさんのように、複数人数をカバーする半円形の『魔法障壁』が使えないだけで、『魔法障壁』自体が使えないわけではないのだ。

「ある意味、完全に単体戦闘専用なんだな」

「そういうことになるかな……」

　だからこそ、昔、導師よりも師匠を王宮筆頭魔導師にという声が上がったのだ。

　だが、導師の魔道具への知識などを見るに、別に彼の王宮筆頭魔導師就任は間違ってはいない。

　もし戦争にでもなれば、敵軍を容赦なく惨殺する恐ろしい魔法攻撃力の持ち主なので、適任とも言えた。

「他の魔法は魔力を大量に消費するゆえに！　紅ぐ蓮れんの火柱にて、完全に焼き尽くしてくれようぞ！」

　導師が指先を黒い煙の巨人に向けると、突然巨人の足元から巨大な火柱が上がり、その体を完全に包み込んでしまう。

「会心の出来であったわ！　『バースト・グレート・ライジング』！」

　『バースト・グレート・ライジング』とは、見てのとおり高温の巨大な火柱を標的の足元から発生させる魔法である。

　威力は、普通の人間ならば骨も残らずに焼き尽くしてしまうほどだ。オリジナル魔法かと聞かれればそうとも言えるし、そうでないとも言える。

　標的を火柱で包み込む魔法を使える魔法使いは複数いるが『バースト・グレート・ライジング』と名付けているのは導師だけであったし、高さ一〇〇メートルにも及ぶ火柱を魔法で上げられるのもやはり導師だけであったからだ。

「凄い魔法だね」

「さすがは、伯父様」

　ルイーゼとエリーゼは、巨大な火柱に包まれて焼かれる黒い煙の巨人を見て導師の実力に感心していたが、ブランタークさんは訝いぶかし気な表情をしながら首を横に振っていた。

　俺も実はそうだ。

　『バースト・グレート・ライジング』の魔法自体は、物凄いと思うのだが……。

　そしてイーナも、俺たちと同じことに気がついたようだ。

「ねえ、ヴェル」

「ええと、何かな？」

「私は魔法なんて使えないから詳しくないけど、あの黒い巨人はアンデッドなのよね？　なら、聖魔法で浄化しないと駄目なんじゃないの？」

「そういうことになるかな」

　ゾンビのように腐っていても体があるのならともかく、あの大半が黒い煙状の怨念でできている巨人に、火系統の魔法が通用するはずがない。

「伯父様は、黒い巨人を操っているあの人のゾンビを標的にしたのでは？」

　エリーゼは、大半のアンデッドは聖魔法でなければ倒せないという事実を失念していたわけではないようだ。

　あれほどの巨体なので、導師は先に黒い巨人をコントロールをしているクルトのゾンビを倒そうとしているのではないかと。

　なるほど、確かにそれならば効率がいいとも言える。

　だが、火柱が収まった跡には黒い煙の巨人が先ほどの姿のままで立っており、その胸の部分には目が血走ったままのクルトが絶叫していた。

　しかも、ゾンビではなくレイスへと進化した状態で。

「おおっ！　業火で焼かれてもバウマイスター男爵への怒りで成仏できぬとは！」

　導師もクルトの執念に驚いているようだ。

　何しろ、他の五人が埋め込まれていた巨人の手足からは、その姿が見えなくなっていたのだから。

　もうクルトには付き合いきれないと、先にあの世に行ってしまったのであろう。

「ヴェンデリン！　コロス！」

「うわぁ……ヴェルはマジで恨まれてるな」

「半分以上、向こうの勝手な思い込みだ！」

「俺も、兄貴たちを差し置いて跡を継いだりしていたら、このくらい恨まれていたのかもな。そんなことは、まずあり得ないけど」

　爵位と領地を継げるか、継げないか。この差のせいで、暗殺事件が発生することはよくあることで、兄たちから疎まれたエルからすれば他人事ではないようだ。

　ただ、クルトの場合は黙っていれば領主になれたのだから、完全に逆恨みだと思うのだが。

　中心部分がクルトのレイスに変化した黒い煙の巨人は、余計に恨みが増大したようで、無茶苦茶に腕を振り回しながら俺たちに攻撃を続けた。

　攻撃自体は、ブランタークさんの『魔法障壁』によって完全に防がれていたが、巨人が自分に向けて腕を振り下ろす様子は見ていて心臓によくない。

「あ───、坊主、早く浄化してしまえ」

　ブランタークさんから、早く浄化するようにと促された。

「わかりました。エリーゼ、協力してくれ」

「はい、ヴェンデリン様」

　俺とエリーゼは、同時に聖魔法の準備を開始する。

　魔の森で使った広範囲浄化魔法の範囲を狭め、その濃度を上げたものをだ。

　同じ系統の魔法で二重に捕らえ、完璧に浄化してしまうことにしたのだ。

　万が一にでも失敗でもすると面倒なので、ここは容赦なくやってしまうことにする。

「ヴェンデリン！　シネェ───！」

　もはや理性すらなさそうな、俺たちに向かって狂ったように両手を振り下ろし続けている巨人なので、他よ所そで暴れられでもしたら面倒になりそうであったからだ。

　何かの間違いでバウマイスター騎士爵領にでも行かれたら、最悪領民たちが皆殺しにされる危険性もあった。

「まあ、他所に逃げる心配はなさそうだけどな」

　ブランタークさんの『魔法障壁』で防がれているのに、黒い煙の巨人は他の方法を考えるでもなく、まるで狂人のように両手を振り下ろし続けていたからだ。

「なるほど、仇討ち用の魔道具か……俺が標的じゃなくてよかった……」

「俺も……」

「しかし、あまりにも理不尽な恨みというか……」

「何もしなければ、普通にバウマイスター騎士爵領を継げたのにな、クルト兄貴は……」

　ヘルマン兄さんとパウル兄さんは、クルトの悲惨な死に様ざまなどよりも、狂ったように両手を振り下ろしてくる黒い巨人に恐怖している。

　なぜなら、自分たちがこんな巨人に狙われたらまず生き残れないであろうからだ。

　多少武芸に優れていたとしても、巨人の理不尽な暴力からは逃げられるはずもない。

　まさしく、己の身を犠牲にする価値のある仇討ち用の魔道具なのであろう。唯一魔法使いへの対処には隙すきがあったようだが。

「ただし、聖魔法がないと詰むけど」

「そうだな。攻撃は防げても、聖魔法が使えないと黒い巨人を倒す術すべがない。『魔法障壁』の展開だって、魔力が尽きればそれまでなんだから」

　大抵の人間が、使用されれば確実に殺されてしまうという点において、『怨嗟の笛』はお上かみに取り締まられるのに相応ふさわしい魔道具だと思う。

　こんなものを無責任に他人に与えるルックナー弟に対し、俺とブランタークさんには怒りの感情しかない。

「それで、導師は時間稼ぎ目当てなのか？」

「多分……ただ、本当に自力で倒そうとしている線も……」

「いや、聖魔法がないと無理だから！」

　俺とエリーゼが聖魔法のタメを行い、ブランタークさんが『魔法障壁』を展開して全員を守る。

　その中でただ一人、導師だけが独自に単体用の『魔法障壁』と『身体能力強化』を展開しながら、『高速飛ひ翔しょう』を用いて黒い煙の巨人の周囲を飛び回り、火系統の『高集束弾』を放ち続けていた。

「おおっ！　器用じゃねえか！　知ってたけど！」

　ブランタークさんが導師の器用さを褒めるが、『高集束弾』が命中して一時的にその部分に穴を開けても、元が黒い煙なのですぐに塞ふさがってしまう。

　やはり、聖魔法でないと効果がないようであった。

「導師って、聖魔法は……」

「ボクは見たことがないけどね」

　王都での修行時、俺もルイーゼも導師の聖魔法を見た記憶がなかった。

　以前に、使えることは使えるけど、威力が極端に低いので使えない方がマシだという話は聞いていた。

「実は嘘うそをついていて、高威力のものが使えるとか？」

「別に隠す意味がないよね？　むしろ導師なら、ボクたちにスパルタ方式で教えようとするよ」

「確かに……」

　ルイーゼに正論で突っ込まれている間に、高出力の聖魔法を使うためのタメが完了した。

　まずはエリーゼが、黒い煙の巨人が立っている場所とそのわずかな周辺のみに効果を限定した浄化魔法を発動させる。

　浄化の青白い光によって、黒い巨人はその構成要素である黒い煙が徐々に溶けるように消えていき、次第にその身を小さくしていく。胸に埋め込まれたクルトのレイスも、まるで硫酸でもかけられたかのように悲鳴と煙を上げ続けた。

「いけるぞ！　坊主！」

「はい！」

　続けて、俺も同じ魔法を同じ範囲に重ねがけする。

　さらに威力を増した青白い光に、黒い煙が浄化されていく速度が増し、もう数分で完全に消えるであろうと予想したその時、悲鳴をあげていたクルトのレイスが最後の抵抗を開始する。

「ヴェンデリィ───ン！」

　再び『怨嗟の笛』の音を強くし、また周囲から徐々に黒い煙が集まってきたのだ。

「またかよ！」

「怨念なんて、どこにでもあるからな」

　極少量とはいえ、どんな土地にも存在するものを広範囲から集めているせいで、巨人の体が小さくなる速度が完全に止まってしまう。

　こうなると、あとは俺たちの魔力が先に尽きるか、クルトのレイスが怨念を集めきれなくなって消滅するか。

　完全な、根競くらべになってしまった。

「坊主、大丈夫か？」

「俺は大丈夫なんですけど……」

　エリーゼの魔力は中級の上くらいなので、もう何分かで限界がきてしまう。

　例の指輪に、前の反省を生かして所持している予備の魔晶石も合わせてもう数分ほどがプラスされるにしても、魔力切れでエリーゼが脱落すると、黒い巨人が再び元の大きさに戻ってしまう可能性があった。

「あれ？　これって結構まずい？」

「ああ、まずいな」

　もし俺の魔力が尽きるまでに巨人が消えないと、あと魔法が使えるのは『魔法障壁』を展開するブランタークさんだけになってしまう。

　彼は聖魔法を使えないので、あとは守るだけになってしまうのだ。

「まずいな……導師！」

「何事であるか？　ブランターク殿」

　巨人の周囲を飛びながら牽けん制せいを続ける導師に、ブランタークさんが大声でこちらの事情を説明する。

「なるほど、この開けた未開地が逆に仇となるとは！」

「開けていたとしても、怨念ってそんなに早く飛んでくるんですか？」

「普通のものではないゆえに、怨念の凄さは集める人間の恨みの深さに比例するのである！」

　少量の怨念は、普段は透明で人間にも動物にも見えない。

　『怨嗟の笛』で呼ばれて近くに来た時に、初めて黒い煙状になって人間に影響を及ぼすようになるのだそうだ。

「怨念が深ければ……そう、この未開地で縁起の悪い土地や、魔の森からも集まってくるのである！」

　そういえば、昔、未開地を探索した時に、野生動物の墓場になっている場所や、水もあって日当たりもいいのに、なぜか植物が一切生えない場所があった。

　多分、そういう場所には大量の怨念が溜たまっていたのであろう。

「恨みは恨みを、利息付きで呼ぶのである！」

「絶妙な例えですね」

　完全な言いがかりだとしても、クルトの俺への恨みは相当なものがあるようだ。

「それで、どうしましょうか？」

「某は、魔力を他人に補充するのは苦手なのである！」

　やはり『魔力補充』には特別な才能が必要なようで、導師は自分には使えないと断言した。

「だとすると、どうしましょうか？」

「簡単なことである！　某が聖魔法を使えばいいのである！」

「えっ？　導師って、ちゃんとした聖魔法を使えたんですか？」

　衝撃の事実であった。

　究極の戦闘マシーンで、強力ながらもほぼ対単体用の魔法しか使えない導師が、以前に自ら苦手だと明言していた聖魔法を使うというのだから。

「いや、我が四十年と少々の人生において、わずかな期間しか聖魔法を試みた経験がないのである！」

　その時に、人に見せるのが恥ずかしいレベルの聖光しか出なかったので、それ以上の訓練を諦めてしまったそうだ。

「あのようぉ……導師」

　俺も含めて全員が脱力してしまい、ブランタークさんが代表して抗議の言葉を口にする。

「前に全然駄目で、今も普通に使えるかどうかが不明って……聖魔法ってのは、使えても慣れるのに時間がかかるんだからよ」

　元から習得度が低いのだから、もし使えてもいきなり黒い巨人に通用するような聖魔法など出るはずもない。導師の作戦は、無謀以外の何ものでもなかった。

「最悪、一時撤退が妥当だろうな」

「いや、それは駄目ですよ」

「とはいえ、ヘルマン殿よ」

　犠牲者は出るかもしれないが、ここは一時撤退して再び魔力を回復させてリベンジに臨む。

　確かに、一番現実的な作戦かもしれない。

　だが、バウマイスター騎士爵領に出る犠牲を考えると、ヘルマン兄さんの立場としては反対意見を述べるしかなかった。

「某が、聖魔法を成功させればいいのである！　バウマイスター男爵よ！　アルフレッドが残した本を！」

「まずは、そこからなんですね……」

　俺がイーナに向かって頷うなずくと、彼女は俺の魔法の袋の中から師匠に貰もらった本を取り出し、導師に向かって放ほうり投げる。

　それを受け取った導師は、上空に浮きながら聖魔法の項目を読み始めていた。

「なるほど、さすがはアルフレッド。実にわかりやすいのである！」

「マジかよ……」

　エルの突っ込みを聞かなかったことにしつつ、再び導師に視線を向けると、彼は上空で何か踏ん張るような動作を行っていた。

「頭の血管が切れるんじゃないか？」

　エルがまた酷ひどいことを言うが、俺から見ても血圧を上げているようにしか見えない。

「駄目そうだな」

　約三十秒後、ブランタークさんが匙さじを投げたのと同時に、導師の状態に変化があった。

　突然、前に突き出していた導師の両腕から青白い光が湧き上がり、続けて手の平から聖光でできた魔法の矢が飛び出したのだ。

「一応、本物の聖魔法だな」

　ブランタークさんは、導師が本物の聖光を放出可能なことを確認したが、その表情には呆あきれに近いものが浮かんでいた。

　なぜなら……。

「小さい！　挙句に遅い！」

　導師の気合の入れようは相当なものであったが、その割には聖光の矢の大きさはキュウリ程度で、その速度も人が歩く速さと大差なかった。

　導師の両手の平から放出された聖光の矢は、ゆっくりとした速度のまま黒い巨人に当たり、わずかな黒い煙を浄化して消える。

　正直、本当に黒い煙が消えたのかは、遠くにいる俺たちには確認できなかった。

「ヴェル、効いていると思う？」

「そこは微妙な線だな……」

　イーナに聞かれたが、どう見ても黒い巨人の嵩かさが減っているようには見えない。

　一応発動はしているので、気休め程度には効果があったことにしておこう。

「導師……」

「二十年ぶりに試してみたが、以前よりは威力が上がっているのである！　好機！」

「おい……」

　再び全員が脱力し、ブランタークさんが冷静に突っ込みを入れている中、導師は気にもせず気合を入れて聖光の矢を連続して発射した。

　ところが、何発撃っても黒い巨人は気にもせずに己の回復に集中している。

　導師をまるで脅威と感じていないのであろう。完全に無視されていた。

「あの人、物凄くポジティブだよなぁ……」

　エルからの毒交じりのボヤキと、ブランタークさんからの冷たい視線も気にもせず、導師はキュウリ大の聖光の矢を連続で発射し続けた。

　何発命中しても、黒い巨人に目立った変化はない。相手の大きさに対して、導師の聖光の矢の威力が低すぎるのだ。

「導師、魔力が勿もっ体たいねえよ」

　ブランタークさんからすれば、最悪撤退するにしても導師には魔力を温存しておいてほしい。

　これ以上無駄なことはするなと、軽く釘くぎを刺した。

「いやしかし……ここであの黒い巨人を食い止めねば……」

　導師もヘルマン兄さんと同じ意見らしい。ここで黒い巨人を始末しないと、バウマイスター騎士爵領に甚大な被害が出ると思っているようだ。

「ヴェル、何か策はないの？」

「策ねえ……」

　ルイーゼは簡単に言ってくれるが、魔法使いが魔法を習得する時には、己の想像力やセンスに大きく影響される。ここで俺が魔法を使う方法を知らせたとて、導師に効果があるかは未知数だ。

「ルイーゼ、魔法は個性そのものだと教えただろう？」

「個性か……じゃあ、導師の個性って？」

　導師の戦法を見るに、己の戦闘能力を極限まで魔法で強化して単体で戦う、究極の魔法闘士と言える。とにかく相手を直接ぶん殴ることに傾倒し、逆に放出系の魔法は苦手なようで、蛇の形をした『高集束弾』は牽制が主目的となっている。

　苦手とはいえあの魔力量なので、その威力はそこいらの中級魔法使いなど相手にもならないレベルではあったが。それを踏まえると、俺は導師が聖光を矢にして飛ばすこと自体が間違っているような気がしてきた。

「無理に矢にして飛ばすから駄目なのか？」

「おおっ！　我が弟子ながら素晴らしい意見である！　では、早速！」

「あの……導師？」

　ただボソっと呟つぶやいただけなのに、それを聞いた導師は早速再び気合を入れ始めた。

　己の魔力を燃やして発生させた聖光を、その身に纏まとって循環させる。多分、そんなイメージを続けているのであろう。導師の体の周囲に、徐々に青白い炎が纏わりつき始めた。

「何か急に凄くなったけど、物凄く変！」

　ルイーゼの言うとおりだ。青白く光る炎は聖魔法で間違いなかったが、炎の形で具現化させる人は間違いなく導師だけであろう。

「うむ……どうやら、聖光を放出しない方が威力が上がるのである！　ならば！」

　己の聖魔法の特性に気がついた導師は、体に纏わせている聖光の出力をさらに上げ、そのまま巨人の体に抱きつくという無茶な攻撃を開始する。

「おい……具現化した怨念に直接触れると死ぬんだけどな……」

「というか、普通に殴ればいいのに……」

「それでも、拳に怨念が直接触れると死ぬけどな」

「……」

　導師は聖光をバリアにしつつ、同時に黒い巨人の体を直接焼いていく。

　一番効率のいい手ではあるのだが、下手に出力が落ちて黒い煙に体が直接触れると即死するので、あまりお勧めはできない戦法であった。

　俺はゴメンだし、いきなり本番でやるのは危険だと思うのだ。

「しかし、何であんなに攻撃的なんだろうな？」

「俺は、アンデッドに抱きつく時点であり得ません」

「だよなぁ……」

「私も、さすがにその戦い方は……」

　導師の無謀さに呆れるブランタークさんに、俺とエリーゼも同意する。

　聖魔法とは基本的にアンデッドを相手にする系統魔法で、直接ゾンビやレイスを殴ったり、果ては抱きつくなど考えられない。












　だから聖光を飛ばしたり、エリア浄化などが発達しているのだ。

　それゆえに導師はその聖魔法の習得に苦戦し、一時は諦めてしまったようであったが。

「三人同時の聖魔法にて、地獄に落ちるがよい！」

「あの伯父様……『悪事を悔いて天に昇り、次に生まれる時には』です……」

　エリーゼからすると導師は魔法では尊敬できる伯父なのだが、神への信仰心ではあまり褒められた存在ではないようだ。

　あの年齢で二十年以上も聖魔法を試みていない点からして、明らかに教会と関わりたくないと思っているのであろう。

　聖魔法を使える魔法使いには教会からのアプローチがうるさいようだし、あの導師がそれに素直に応じるとも思えない。

「ヴェンデリィ───ン！」

「某が死んだ時に、こんなのが先輩面していると鬱うっ陶とうしいのである！　地獄に落ちるのである！」

「導師って、天国に行く気があるんだ……」

　また聞こえてきたエルの突っ込みを、俺たちは聞かなかったことした。

「ヴェンデリィ───ン！」

　導師が放出する聖光の威力を上げると、まず抱きついた黒い巨人の胴体から、急激に黒い煙が浄化されて消えていく。

　続けて、俺とエリーゼで一気に浄化魔法の出力を上げると、黒い巨人は足元から徐々に消えていってしまう。

　そしてその消滅が胸部に埋め込まれたクルトのレイスにまで及んだ時、今までに聞いたことがない、鼓膜が破れそうな断末魔の叫び声が聞こえた。

「ヴェンデリィ───ン！」

「ふう……悪は滅ぶのである！」

　最後に巨人の頭部も完全に消えてしまい、これでようやく黒い巨人は完全に消滅したようだ。

「だが、我らの魔力も限界ではあるか……」

　予想以上の苦戦に、『魔法障壁』を展開していたブランタークさんも含め、ルイーゼを除く魔法使い全員が魔力不足で疲労困こん憊ぱいの状態であった。

　だからなのであろう。

　油断もあったと思うのだが、思わぬ失敗をしてしまうことになる。

「バウマイスター男爵、あの魔道具が落ちていたのである！」

　導師が黒い巨人が立っていた場所で、クルトが吹いていた魔道具のオカリナを発見した。

　表面は完全に黒焦げで、しかも一度しか使えない魔道具なので、今はただの焦げたオカリナであった。

　それでも証拠にはなるはずとそれを取ろうとした瞬間、オカリナの内部に潜んでいたわずかな黒い煙の塊が突然飛び出し、恐ろしい速度でリーグ大山脈上空を目指し飛んでいってしまう。

　方角は間違いなく王都方面であったが、今の俺たちでは魔力不足で追うことすら儘ままならない状態だ。

「導師、どうしましょうか？」

「あのような残りカスでは、できることなどたかが知れておるのである！　教会に任せてしまえばいいのである！」

「それもそうですね」

　誰のせいでこんなに苦労しているのかを考えると、怨念の残りカスくらい教会に任せても構うまいと思うことにした。

　そして何より、俺にはもっと大変な仕事が残されていた。

「父やアマーリエ義ね姉えさんに、報告しないとな……」

　クルトが、俺の暗殺を試みて失敗して死んだ。

　クルト本人に対しては罪悪感などなかったが、父や母、アマーリエ姉さんや甥おいたちに対しては特に、報告を他人に任せたいほど罪悪感を抱いてしまう。

「それはヴェルが言わないと駄目だ、エックハルトたちの家族には俺から説明しておく」

「ヘルマン兄さん……」

「クルトに協力して、使い捨てにされて殺された。正直に言うのは、気が引けるなぁ……」

「とはいえ、暗殺未遂事件の共犯だ。無罪放免とはいかないぞ。どうする？　ヘルマン兄さん」

　パウル兄さんは元警備隊員らしく、誤魔化して無罪にするのは不可能だと断言する。

「わかってはいるんだがな……顔見知りがこういう事件を起こすと嫌だな」

　まだ大仕事が残っていたが、とりあえずクルトに関するアクシデント最大の山場は、これでようやく終了となるのであった。





第五話　ルックナー兄弟







「ワシに客だと？」

「はい、閣下」

「誰だ？」

「それが……」

　ヘルムート王国の王城内にある財務卿執務室において、現在ワシは、積み重なる書類へ懸命にサインを続けていた。

　ところがこの忙しい最さ中なかに客が来たと、秘書官であるコンラートから告げられる。

「いやに歯切れが悪いな、コンラート」

「実は『あの方』でして……まさかここにいらっしゃるとは……予想外だったと言いますか……」

　いつもとは違ってハッキリと報告しない、このまだ二十代前半の若い男性秘書官を非難めいた口調で追及すると、彼はしどろもどろな口調で『あの方』が来たと告げた。

　珍しく歯切れの悪い言い方をするなと思ったら、どうやら招かれざる客のようだ。

　コンラートは優秀だし、同じ財務閥の大物貴族家の跡取りでもある。前途を嘱望されたエリートで、将来は財務卿も夢ではないと噂うわさされる若者だ。

　それほどの男が、来客の名前すら告げられないで動揺する。

　となれば、『あの方』とは間違いなく、あのルックナー会計監査長であろう。

　ルックナー会計監査長は、認めたくはないがワシの不肖の弟である。

　父違い母違いということもなく、同じ両親から生まれた年子の弟で、子供の頃は仲だって悪くなかった。

　ルックナー侯爵家は財務系の要職を世襲する名門法衣貴族家で、当主は必ず一期五年は財務卿職をまっとうする。

　急死でもすれば別だが、そういうことは滅多にない。

　王国では他にも、財務卿を世襲可能な伯爵家や侯爵家が四家ほど存在する。

　ルックナー侯爵家を入れて五家。なるべく五家が同じくらいの期間、財務卿の職をまっとうできるよう、談合に近い水面下での交渉があったりするのだ。

　これを悪と言うべきなのか、王国の治世が安定しているからと言うべきなのかは、ここで論じる話ではない。ワシにも判断がつかぬ。

　ワシら兄弟は、子供の頃は仲がよかったのだが、大人になるにつれて弟が家を継げない事実を知り、兄であるワシと対立するようになる。

　子供が食べるお菓子は分けられるが、侯爵家当主の地位と世襲可能な財務卿職は、お菓子のように分け合うわけにはいかないというわけだ。

　子供の頃は仲がよかったのに、大人になると憎み合う貴族の兄弟などさほど珍しくもない。

　成人したワシは財務系のエリートコースに、弟の方は家を出て中級官吏からその経歴をスタートさせた。

　中級からのスタートなのは、実家やワシからのせめてもの援助というやつだ。

　弟からすればその程度の支援など、当たり前というか、上から目線の嫌みにしか見えなかったようで、結果弟はワシへの憎悪を募らせていった。

　それでも、努力に努力を重ねて法衣男爵の爵位と会計監査長の地位も手に入れている。

　ワシは、弟があまり感心しない手段を用いてでもその地位を掴つかんだことに驚いたが、弟の方は、ワシが先に財務卿の地位に就いたことを知って余計に憎悪を募らせたようだ。

　ワシとしては、だからといって弟に地位を譲る気などなかったし、不可能でもあった。

　それに、この件で弟に謝ったりすれば、余計に彼のプライドを傷つけることになる。

　この頃から、次第に弟がワシと敵対する財務系法衣貴族たちと組んで嫌がらせをするようになったので、こちらも自然と対抗する他はなくなってしまった。

　そのような経緯があったので、会計監査長になった弟はこの執務室に今まで一度も入ってこなかった。

　意地なのか、暗殺を恐れてなのかは知らなかったが。

　不自然ではあったが、別に会計監査長がこの執務室に来なくても政務に支障があるわけでもない。

　仕事上の話は、定期的に開催される会議ですればいいのだから。

　ただワシとしては、仲の悪い兄弟がお互いにビジネスライクに徹しようとした結果、それに萎縮してしまう部下たちに申し訳ない気持ちで一杯であった。

「用事があるのなら通せ」

「あの……本当によろしいので？」

　今まで意地でも訪問してこなかったのに、今になって自分に用事があるという。

　コンラートからすると、弟が何かよからぬことを考えていると思っているのであろう。

「暗殺などあり得ん。それをした時点であいつも終わりなのだからな。ただ、どうせ碌ろくな用件ではあるまい。早めに聞いてしまうことにする」

「わかりました」

「ああ、それと……あのバカに出す茶などない」

「……承知しました」

　数十秒後、コンラートの案内で弟が入室してくる。久々に直接顔を見る実の弟ではあったが、もうそんなことはどうでもよかった。

　なまじ血が繋つながっていると面倒だなと思いながら、用件があるのなら早く言えと、ワシは弟を急せかした。

「実は、さる筋から入手した情報なのですが……」

　早く言えと言ったのはワシであったが、まさか挨拶もなしにとは……。

　ワシは驚きつつも、続けて話をするようにと促した。

「財務卿閣下が現在梃てこ入いれをしている、南端未開地なのですが……」

　梃入れというか、あれだけの大金を投じた未開地開発だ。

　誰かが仕切らないと、欲にまみれた貴族たちの内輪揉もめで計画が頓挫する可能性が高い。

　極論すれば、バウマイスター男爵から金だけ抜いて、あとは未開地開発の成否なんて知ったことかという貴族たちも珍しくはないからだ。

　そこで、ワシやエドガー軍務卿に、バウマイスター男爵の寄より親おやであるブライヒレーダー辺境伯などが、近くでバカ貴族たちの監視をすることになっていた。

　勿もち論ろん、その苦労に見合う成功報酬はいただくつもりであったが。

「卿には、関係のない話だ」

　この計画が国家予算を投入したものなら、会計監査長の出番は多い。

　ところが、この計画は一〇〇パーセント、バウマイスター男爵が出資をして行われる。

　当然この弟に出番などあるはずもなかった。

　王国も補助金を出す予定ではあったが、普通に不正をチェックだけして終了である。

　そこに、弟が利権に加われる要素は一つも存在しない。

　何かケチでもつけてきたら、それを口実に役職を解こうとまで考えていた。

「確か卿には、バウマイスター男爵を亡き者にしようとした疑惑があったな」

　バウマイスター男爵による古代遺跡探索の際に、冒険者ギルドに圧力をかけてガイドをわざと少なくしたというものだ。

　真実は、冒険者ギルドが役職持ちとはいえ、いち男爵の圧力に屈するはずもないというものであった。

　ところが、それをうのみにしている平民たちなど極少数であり、今もその噂は大勢に信じられている。

　しかも、その噂を流したのが、この弟が認知をしていない血の繋がった実の息子とはな。

　その話を聞いた時、ワシは笑いを堪こらえるのに懸命であった。

　自分でも嫌な奴だとは思うが、今まで散々に嫌がらせをされたのだ。

　自爆した弟をバカにするくらいは許されるであろうと思っている。

「その疑惑は完全に誤解かと。それよりも、早めにお知らせした方がいい情報がありまして……」

　公式の場では、財務卿と会計監査長である二人、当然その地位の高さは財務卿の方が上である。

　なので、目の前の弟はワシに敬語で話しかけてくる。

　裏では散々に言われているのであろうが、会計監査長になるくらいの実力はあるので、その辺は弁わきまえているようだ。

　個人的には、公の席で失言でもすればいいのにと思ってしまうのだが。

「知らせたい情報？」

「はい。その情報とは、バウマイスター男爵の暗殺計画なのですが」

「ほう、卿もついに決断したのか」

　弟から告げられた、未開地開発計画の要であるバウマイスター男爵の暗殺計画。

　それを聞いて、弟が自分で自分のバウマイスター男爵暗殺計画を告げに来たのかと嫌みな口調で尋ねる兄。我ながら、歪ゆがんだ兄弟関係だなと思う。

「ご冗談を……とあるフリーの冒険者が、バウマイスター騎士爵領の次期当主に古代の魔道具を融通したそうで」

「なるほど」

　『どうせ、その冒険者も魔道具もお前が準備したんだろう？』という言葉を、ワシは喉のどの奥に呑のみ込んだ。証拠もないのに罪を問えば、それはワシ自身の失態になってしまうからだ。

「そのような重要な情報を、卿がどうやって手に入れたのかは知らぬが……」

　ワシとて、明らかに自作自演でバカらしい茶番なのは理解している。だが、貴族が他の貴族に情報源などを聞いても笑われてしまうだけだ。それこそが栄達や飯のタネなのに、無料でペラペラと喋しゃべるはずがない。

「この時期にそれを通報しに来て、卿は何を考えているのかね？」

　貴族の子弟同士が殺し合う、たまに発生する事件であったが、その結末には大きな差があった。

　上手く病死や事故死に見せかけて切り抜け、問題にもならない事件。

　疑われても、証拠が挙がらずに処罰されない事件。

　見事にバレて、厳罰を受ける事件。

　どのような結末になるのかは、これは様々な条件が加味されるので予想はつかない。

　だが今回のケースでは、王国側が犯人の処罰を手ぐすね引いて待っていたケースである。

　当然、犯人には厳しい処分が下るはずだ。

「向こうが暴発してくれるのなら処罰も容易たやすいが……しかし……」

　間違いなく目の前の男は、バウマイスター騎士爵家の長男に暗殺に使う魔道具を融通している。

　そして、その魔道具がバウマイスター騎士爵家の長男に渡っているということは、既に彼がそれを使用している可能性もあった。

　もし狙われたバウマイスター男爵に何かがあれば、この男の身も無事に済むはずがない。

　なのに、この男は平気な顔で恩着せがましく通報に来ている。

　一体、何を考えているのかと思うのだ。

「卿は、バウマイスター男爵の身に何かがあれば……」

　『お前は破滅なのだぞ』と言いかけたところで、弟がそれを遮るように話を始める。

「私とて、王国に仕える貴族なのです。此こ度たびの、南端未開地開発を阻害するような真似はいたしませんとも」

「白々しいと言ってもいいかな？」

「過去には、バウマイスター男爵殿と多少の諍いさかいはあったものの、私はそれを好ましいとは思っておりませんので」

　今のままだと、間違いなくこの男とその派閥に属している貴族たちに未開地開発の利益は入ってこない。できるかどうかは別にして、関係修復を急ぐのは貴族として当然だ。

「（ワシの目が黒いうちは、絶対に認めないがな）それで、卿は何をしたいのだ？」

「そのフリーの冒険者は、長男の依頼を受けて裏町の盗品市でその魔道具を手に入れたようですな」

「まあ、そんなところであろうな」

　遺跡から出土した魔道具は、基本的には発見した冒険者のものとなる。

　冷蔵庫やコンロなど、便利なだけのものは売るなり使うなり自由にすればいいが、中には厄介な機能を備えていたり、呪われていて触るだけで大変なことなってしまう危険なものもあった。

　そういう魔道具は冒険者ギルドによって強制的に買い取られ、王国が精査し、ものによっては厳重に保管・管理される。

　ただ、中にはそれを逃れて裏市場へと流れる品もあった。

　冒険者が自己申告をしないで、その危険な魔道具を盗品専用の市場に流し、それを貴族が裏から手に入れて何か謀略や犯罪に絡んだことに使う。

　いくら取り締まりを強化しても、ゼロにできないのは仕方がないことなのかもしれない。

「そのフリーの冒険者は、その魔道具が『竜使いの笛』だと聞いて購入したようです」

「貴様……」

　『竜使いの笛』とは、遺跡から出土する魔道具の中でも特に危険度が高い品となっている。

　この笛を吹くと、竜にしか聞こえないその音が広範囲に広がり、それを聞いた竜が激怒して集まってくる、半ば呪いのかかった魔道具であったからだ。

　しかも、その『竜使いの笛』を吹いている人間を竜は襲わない。

　その代わりに、呼ばれた竜は死ぬまでその周辺を破壊して殺し尽くす。

　さすがに、属性竜のような大物には効果はなかったが、飛竜やワイバーンには絶大な効果があるそうだ。

「未開地に隣接するリーグ大山脈は、飛竜の住みかなのだがな。卿はその通報をわざと遅らせて、領民たちを根絶やしにする気かね？」

　だとしたら、この目の前の男は死刑にされても当然の罪を犯したことになる。

　ただ同時に、証拠を残すようなヘマはしないのであろうなとも思っていた。

「本当に、『竜使いの笛』であったらというお話ですよ。あの裏市場にいる胡う散さん臭い連中が勧める魔道具ですので」

　基本犯罪者が売買するものなので相当な目利きでないと、騙だまされてガラクタを掴まされてしまうからだ。勿論それで詐欺だなどとお上かみに訴えても、『そこで買い物をしたお前が何を抜かす！』と逆に罰せられてしまう。

　裏市場でお得な買い物をするには、相当な度胸と目利きとコネが必要であった。

「それで、その魔道具は何だというのかね？　ハエでも呼ぶ笛なのか？」

「いえ、『怨えん嗟さの笛』だそうで」

「お前は……」

　ワシは、思わずこの弟に暴言を吐きそうになってしまう。

　『怨嗟の笛』とは、同じく古代に作られた『竜使いの笛』と大差ない、呪われた魔道具であった。

　当然、出土した品はすべて王国が管理していることになっている。

　なぜなら、『怨嗟の笛』とは己の身を犠牲にした仇あだ討うち専用の魔道具だからだ。

「あの長男も、哀れだな……」

　弟からの今までの話で事情を推理すると、これまで弟は、ワシとバウマイスター男爵に対抗するため、跡取りの長男に手紙で情報を送って縁を結ぼうとしていた。

　ところが、その肝心の長男は思った以上に使えない男だったらしい。

　こう言っては悪いが田舎者の僻ひがみというやつで、中央の貴族などすべて業つくばりのロクデナシだと思っているらしく、なかなか協調体制に至らなかったのだそうだ。

　あんな僻へき地ちにいるので、余よ所そ者を受け入れにくいのであろう。

　せめて表面だけでも愛想よくするのが貴族であろうに、その点でもこの長男はバウマイスター男爵にかなり劣った男なのだと思ってしまう。

　王国としても、長男が男爵くらいで我慢して本家の相続をバウマイスター男爵に譲るくらいの度量があれば、別に無理に引き摺ずり下ろす算段など考えなかった。

　ところが、情報を集めれば集めるほど、長男の狭量ぶりが目立ってくる。

　こうなると、もう排除するしか選択肢はない。

　社会的に生かしておくと、長男本人がこれから長きにわたりバウマイスター男爵の足を引っ張る可能性もある。ワシの目の前のいる、バカな弟のような存在を誘発してしまうことも。

　長男を神輿みこしにして、未開地開発の利権やバウマイスター本家の相続問題に関わって利益を掠かすめ取ろうとする、そんな頻発するバカたちの相手をする労力が、正直、惜しい。

　ならば、可哀かわい想そうではあるが長男には退場してもらうという方針になった。

　当然、陛下ともその線で合意している。

　話を戻すが、ここで厄介なのは、このバカな弟がこちらの真意に気がついているという点にある。

　だからこそ、あの長男を最後に有効活用する策を実行したのであろう。

　まず最初に、長男がバウマイスター男爵を暗殺しようとしている事実をワシに通報してきた。

　明らかに共犯関係にあり、この弟が親切顔で長男に『怨嗟の笛』を提供したのであろう。

　したことを考えるととんでもない悪党なわけだが、結果的にはこちらの裏の意図を読んで動いたとも言える。

　三ヵ月以上と、予想以上に挑発に耐えて自重していた長男に対し、この弟が暴発を手助けしたとも考えられるからだ。

「しかし、『怨嗟の笛』では万が一の可能性がないか？」

「バウマイスター男爵は優秀な魔法使いだが、まだ若くて経験が不足しているからな。何かのミスで、殺されてしまうかもしれない」

「あの僻地でですか？」

　弟は、こちらを見て嘲ちょう笑しょうするかのような笑みを浮かべていた。

「『怨嗟の笛』は、人が大量に住まう場所でないと効果が薄い。そういうことです」

　通報を遅らせたのも万が一の可能性などないと思っているからで、さらに、そのフリーの冒険者とやらも使い捨てにするつもりなのであろう。

　もう十分に元は取ったというわけか。

　これから裏市場の捜査をしたとしても、『怨嗟の笛』の出所や、ましてやそれを購入したフリーの冒険者が誰かなどわからないはず。

　この弟からの情報で探すにしても、こいつが嘘うそをつけば終わりなのだから。

　最悪替え玉を準備され、スラムで死体となって発見という結末すらあり得た。

「あの未開地に篭こもる怨おん念ねんでは、バウマイスター男爵か婚約者殿の浄化一発で消滅かと」

　確かに、この弟の言うとおりであった。

　『怨嗟の笛』とは、笛を吹いた人物の周囲に怨念を呼び集め、その人物をアンデッドにして仇かたきに対する復ふく讐しゅうを果たさせるアイテムであった。

　集める怨念とは、説明が難しいが悪霊とかそういうものではない。

　例えば、仕事をしていて上司から説教を受け、そのことでイラっときたり、この野郎と思ったりする。この時の負の感情などは、その場に堆積する。

　だが、その程度の怨念では、その周辺の人間に影響は与えない。

　さすがに殺人などによる怨念は、被害者の霊をその場に留とどまらせるそうだが。

　そして『怨嗟の笛』であるが、これは笛の音が聞こえる範囲内にある怨念を、笛を吹いている人物に集める機能を持っていた。

　魔道具なので、笛の音も想像以上の広範囲に広がるわけで、一箇所では微量の怨念でも、範囲が広がれば膨大な量になるという仕組みだ。

　集まった怨念は、笛を吹いた人物の命を奪い、その存在を強力なアンデッドにしてしまう。

　少量の怨念では人間に害を及ぼさないが、大量ならばそういう効果もあるというわけだ。

「あの長男は、バウマイスター男爵の暗殺を目もく論ろんだ。ですが、罪を裁く前に死なれると困る。私もそう考えたのですが、如何いかんせん私の情報網に引っかかるのが遅かった」

　そのため、『怨嗟の笛』を持ったフリーの冒険者は、もうとっくに長男と接触しているはずであろうと弟は残念そうに語った。

　その嘘の白々しさと、本当に心から残念そうな表情をする演技力、貴族らしいと言われればそうなのだが、こいつに限っては腹が立つだけだ。

「間に合わなくて残念です」

　よく言う。呆あきれて何も言えん。

　弟からすれば、長男には死んでもらわないと困るのであろう。

　彼が生きたまま捕まり、『怨嗟の笛』の入手先を話せばすべては終わりなのだから。

　さて、どうしたものか……。

　この弟は、あの長男を陥れてから切り捨てた。

　個人的には同罪で処分したいところであったが、こちらが下そうとした長男の処分に手を貸してくれたという見方もできる。

　勿論、善悪だけで判断すると最悪な男なのだが、それだけで判断できないのも政治や貴族の世界だ。

「どうせここに話しにきた時点で、自分が関わった証拠はすべて消しているはず……」

　証拠がなければ、中央で役職についている貴族の処罰など不可能だ。

　ワシは、この件で弟を処分するのは難しいであろうと考える。

　一応痕跡の調査は行うが、弟が証拠を残している可能性は低いであろう。

「情報の提供には感謝する。だが、バウマイスター男爵に何かがあれば、わかっておろうな？」

　確実に潰つぶす。

　証拠などなくても、陛下も、エドガー軍務卿も、他の閣僚たちも、もちろんワシも言うまでもないと、射い殺ころさんばかりの視線で目の前の弟を睨にらみつけた。

「それと、例の分け前のことであるが……」

　公に未開地開発の利権とは言えないので、この表現になっていた。

　この弟は、それを得るためにあの長男を切り捨てた。

　一番気になっているであろうから、教えてやろうと思ったわけだ。

「バウマイスター男爵が決めることであろうな。ワシからは何とも言えん」

　勿論それは建て前で、実は嘘である。

　バウマイスター男爵には予算だけ渡して丸投げなので、ワシら閣僚やブライヒレーダー辺境伯に権限がないはずがない。

　だが、バウマイスター男爵側の責任者である、ワシの甥おいでもあるローデリヒが一セントとて許すはずがなかった。

　バウマイスター男爵本人も嫌がるはずなので、まず不可能という回答しか出てこないのだ。

　こうなると、もう自業自得としか言いようがなかった。

「なるほど。確かに、その問題はありますな」

「（何がその問題だ！）せっかく虎口を脱したのだ。余計な欲をかくべきではないと思うが……」

　多分、捜査をしてもバウマイスター男爵暗殺計画でこの弟に罪を与えることは難しいはず。

　証拠が見つかる可能性が低いからだ。

　悔しいが今回は仕方がない。

　だが、こいつらに利権を分けるのだけはあり得ないとワシは思った。

　罪から逃れられたのに、まだ欲をかくのかと思ってしまうからだ。

「感情論的に、私たちへの分け前は認められないと？」

「いい加減にしたらどうだ？」

　『お前など、つま先一つで崖に立って生き残っているにすぎないのだぞ』と、ワシは心の中で悪態をついた。

「ただ、貴族としてのコネがあれば可能だと私は思うのです」

「はあ？　コネ？」

　コネどころか、嫌われている相手から利権を得るなど、そんな夢物語を一体どこから思いつくのか？　ワシは、ただ弟の能天気さに呆れるばかりだ。

「コネならありますがね。何しろ、ローデリヒは私の息子なのですから」

　……しまった！

　ワシは、己の迂う闊かつさを呪い始めた。

　バウマイスター男爵家の重臣ローデリヒは、この弟の血を分けた息子である。

　今までは、父である弟が息子であるローデリヒを認知していなかったので、二人は王国の貴族法においては他人の関係にあった。

　ところが今になって、急に弟はローデリヒを息子として認知すると宣言した。

　ローデリヒからすれば、『ふざけるな！』と言いたくなるであろうが、ここが王国が二千年も前に制定した貴族法の盲点とも言える。

　当主の権限が著しく強いせいで、親である当主が子供を認知するしないは自由でも、子供の側から当主である親と縁を切るのは不可能、そもそもそういう事態を想定していないのが現状であった。

「お前……ローデリヒに……」

　貴族なので、利のために捨てていた子すら利用する。

　自分も貴族なので否定はできないが、さすがに人間としては酷ひどすぎるとワシは思ってしまう。

　対策がないとも言わぬが……。

　親と縁を切りたい貴族の子は当然いるが、彼らには親との接触を絶ち、自分の死後に自然と平民に転落する方法しかない。

　しかし、今のローデリヒはバウマイスター男爵家の、いや間違いなく伯爵家にまで陞しょう爵しゃくする貴族家の重臣として働き続けなければいけない。

　この弟と連絡を絶つなど、事実上不可能に近いのだ。

　ローデリヒが、完全に拒絶してくれれば……。

　だが、それは甘い考えだ。

　詳しい事情を知れば、人は弟を非難してローデリヒに同情的な視線を向ける。

　ところが、世の中はそれだけですべてが決まるわけもない。

　もしローデリヒが、父親を拒絶して意地でも利権を分けないと、途端に周囲から彼やその主人であるバウマイスター男爵に非難が集中するのだ。

　『利権のために、今さら捨てた子供を認知とか。ルックナー男爵は人の道から逸それている』という本音を隠し、『長年不仲であった親子が和解をしてめでたい』という建て前の元で、それを拒絶する主従を狭量だと言って非難する。

　非難を世間に広めるのは、間違いなくルックナー男爵の派閥に属する貴族たちと、少しでも利権を得ようとする貴族たちのはず。

　この男は、そういう連中を纏まとめて大規模に圧力をかけてくるはず。

　そこまで騒ぎを大きくしてこちらの怒りを買い、本格的な争いによって被害が増える前に、自分の派閥に属する連中だけ口を潤せる分を掠め取る。

　この厭いやらしい策に、完璧な対策など存在しない。

　悔しいが、ある程度の利権を認めてやるしかないのだ。

　早めに和解しておけば、さすがに派閥に属さない連中を纏めて扇動したりはしない。

　言い方は悪いが、その辺の駆け引きはマフィアに似ている部分がある。

　和解で約束する利権も、ショバ代そのものとも言えなくはなかった。

「少し、待て」

「わかりました」

　このやり取りを最後に、弟は何も言わずに執務室を出ていく。

　利権の分配なので、ワシが勝手に決めるわけにもいかず、他の貴族たちにも諮はかる必要があるのを向こうも知っているからだ。

「あの腐れ野郎が！」

　もう実の弟だとは欠片かけらも思わない。

　ただの政敵として、自分が死ぬまでに確実に社会的に葬り去ってやる。ワシは心の中で、弟を口汚く罵ののしりながら決意する。

「ところで、バウマイスター男爵殿の無事の確認ですが……」

「そちらも、ブライヒブルクに緊急連絡だな……」

　秘書であるコンラートの指摘に、ワシは了承はしつつもこの場から逃げ出したくなってしまう。

　実の弟のせいで、ブライヒレーダー辺境伯からも、他の閣僚たちからも嫌みを言われるのは確実であったからだ。

「あの野郎、急死でもすればいいのに」

「……」

　コンラートはワシが呟つぶやいた貴族らしからぬ言葉を聞かなかったことにし、今日の予定の変更作業に取りかかった。

　ワシの憂ゆう鬱うつな一日は、まだ始まったばかりであった。
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「ふふふっ、大成功であったな」

「左様ですな、父上」

　憎たらしい実の兄との面談を終えた俺は、その日の夜、自分の家族や同じ派閥に属する者たちを呼んでパーティーを開いた。

　参加者は、俺の正妻に、跡取り息子と娘が一人。

　あとは財務系の仕事を生業なりわいとする、反主流派に属する準男爵や騎士爵を持つ法衣貴族が十二名ほどだ。

　彼らも家族や主だった家臣などを連れてきていて、俺の家臣たちは会場の警備を担当し、屋敷で働くメイドや使用人たちは給仕に大忙しであった。

「あのバウマイスター家の長男は、死んだようですな」

「そういう魔道具だからな」

　『竜使いの笛』だと嘘をついて使わせ、『怨嗟の笛』でアンデッドにし、バウマイスター男爵に始末させる。

　向こうとて、あの長男には暴発してほしいと願っていたのだし、むしろ俺たちは彼らに協力したとも言える。

「問題は、あの冒険者ですか？」

「アレならば、始末する予定だ」

　現在、数名の腕の立つ家臣たちを山脈の途中に配置しているので、依頼を終えて山道を進んでくるフリーの冒険者は始末されるはずであった。

「あんな高地の山道だ。負傷でもしたら生き残れまいて」

　そして、沢山いる野生動物に始末される。

　多少の残骸が残ったところで、死人に口なしで証拠にはならないはずだ。

「あの者は、父上が重用していたのでは？」

「便利な駒ではあったよ。口も堅いのでな。だがあの程度の冒険者、代わりなどいくらでもいるからな」

　奴は俺たちの秘密を知れる立場にいることもあり、自分が他の冒険者とは違うと思っていたようだ。

「所しょ詮せんは、吹き溜だまりの中ではマシな部類の人間であったというくらい。そもそも、冒険者とは魔物を狩ってナンボの商売だ。あんなカスは、チンピラに毛が生えた程度の存在なのさ」

「それは、あの長男もですか？」

「アレはもっとバカだ。いくら弟が魔法の才能に長たけているとはいえ、まだ成人直後の若造だぞ。心の中で舌を出して頭を下げれば大儲もうけなのに、それができない時点でバカでしかない」

　俺によく似ている息子は、メイドからワイングラスを受け取って話の続きを聞く。

「所詮は田舎者というわけだ。お山の大将でないと我慢できない。なら努力をすればいいのに、それもできない。つける薬がないとは、あのバカのことを指すのだ」

「だから、利用して捨てたと？」

「あのバカにでも利用価値があったのだ。むしろ感謝してほしいくらいだ」

　パーティー会場では、皆が明るい表情で談笑し、料理や酒を楽しんでいた。

　まったく縁がないと思っていた未開地開発で、自分たちのボスである俺が、いくばくかの利権を犬猿の仲である兄から認めてもらった。

　俺たちはもともと反主流派であり、俺の才覚で何とか派閥を拡大、維持してきた。

　そんな中での久々に実入りがよさそうな話に、全員が気をよくしていたのだ。

「しかし、あの下女の子供を認知するとは……」

「認知はしても遺産など一セントも渡さないし、爵位の継承もあり得ない。だが、ローデリヒと我らに血縁がある以上は、何かしらの便宜がはかられる。いくらローデリヒが拒否したくても、それが貴族の世界というものだ」

　父である俺の温情で、庶子であった次男ローデリヒが認知された。

　貴族の世界ではいくら俺の評判が芳しくなくても、その決断を褒めないわけにはいかない。

　それほど、貴族家の当主とは家族に対して強力な権限を持っているのだ。それに、貴族なんて嫌われて一人前なのだ。

「逆に、あの下女の子供からは親子の縁は切れない。現状で、あの下女の子供が未開地開発で代官を任される以上は、逃げてこちらと接触を絶つわけにもいかず、バウマイスター男爵も渋々ながら認めるしかないと？」

「また一から代官を探しても、どいつもこいつも誰かの紐ひもつきで、バウマイスター男爵も頭を抱えるだろうよ」

　それに、ローデリヒは使える種類の人間である。そう簡単に手放したくはないと、バウマイスター男爵も思うであろう。

　俺の傍そばには、ああいう切れすぎる人間はいらないがな。

「相変わらず悪あく辣らつですな」

「こんな、上に大物貴族が詰まっている世界だ。バウマイスター男爵のように強力な魔法が使えるわけでもないし、人と違うことをしないとな」

　でなければ、いくら現財務卿の弟である俺でも派閥など作れるはずがない。

　悪辣でも、生き残れて派閥が大きくできれば結構、それが貴族という生き物だ。

「さて、そろそろ皆に挨拶を……」




「きゃぁ───！」




「どうした！」

　突然パーティー参加者の中から悲鳴が聞こえ、俺はその声の方を見た。

　それは、パーティー会場の窓際にいた準男爵夫人の悲鳴であった。

　さらにその方向に注視すると、窓の外一杯に黒い煙のようなもので構成された巨大な顔が映し出されていた。その巨大な顔の赤く光る目が、さらに強く光った瞬間、パーティー会場の窓が破られ、黒い煙の顔が会場内に入ってくる。

　それと同時に、会場中をその黒い煙が覆い始めていた。

「化け物だ！」

「いきなり何なに奴やつ！」

　不気味なものの侵入に反応し、俺の家臣と警備兵たちが剣を抜いて斬きりかかるが、相手は煙みたいなものなので、まったくダメージを与えられない。

　逆に彼らの体が黒い煙で包まれ、数秒ほどで糸の切れたマリオネットのように倒れてしまう。

　よく見ると倒れた家臣と警備兵たちは絶命しており、その体の色は土気色に変色していた。

「ひっ！」

　会場中に悲鳴が響くなか、俺の家臣たちをあっという間に殺した黒い煙は、今度は家族と他の貴族たちにも襲いかかる。皆、逃げ出す余裕すらないまま、俺を除くすべての参加者たちを包み込み、全員の命を奪った。

「ひぃ───っ！」

　パーティー会場にいた八十名以上の人間が一瞬のうちに絶命する。

　あまりの恐怖に転がるように逃げようとした俺であったが、慌てていたせいで何かに躓つまずいてしまう。それをよく見ると、苦く悶もんの表情のまま絶命した自分の跡取り息子であった。

「一体、俺に何の恨みが！」

「ヴェンデリィ───ン！　ルックナーダンシャァ───ク！　コロス！」

「お前、もしかして……」

　未開地で『怨嗟の笛』を使わせて始末したはずの、バウマイスター家の長男の怨霊なのではないのかと、俺はようやくそれに気がついた。

「しかし、あいつは俺の顔など知らないはず……」

　もう一つ言うなら、連絡速度などから考えて長男が『怨嗟の笛』を使ってからまだ二日ほどしか経っていないはず。

　それが、まずあのバウマイスター男爵に、その婚約者であるホーエンハイム家の聖女、ブライヒレーダー辺境伯のお抱え魔法使いと、これほどの面子と戦って生き残り、この王都まで飛んできて顔すら知らない俺の屋敷を探り当てたのだ。

　これほどの恐怖を、俺は今までに感じたことはなかった。

「オマエモ、シネェ───！」

　黒い煙で殺されるのかと思ったが、黒い煙を操る悪霊は俺に対して何もしてこなかった。

　不思議に思い、もしかして助かるのではないかと思い始めた俺に、新たな絶望が襲う。












「ニクゥ───！」

「シンセンナニクゥ───！」

　先に殺された貴族と俺の家族、家臣、警備兵、使用人たちのゾンビが一斉に起き上がり、全員が俺目がけて襲いかかってきたのだ。

「そんな！　こんな非常識なことがあっていいのかぁ───！」

　俺の体中に激痛が走るが、それを止める手立てがない。

　だがその激痛もすぐに終わり、俺の意識は永遠に閉ざされるのであった。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「はあ？　大量の貴族や使用人たちがゾンビに？」

「ええ。突然、ルックナー男爵邸に謎の黒い煙が発生し、それに触れた者たちが全員だそうです」

　ブライヒレーダー辺境伯やエドガー軍務卿などに、あの弟の分の利権をどう認めさせるかで悩んでいたワシの元に、突然その弟の訃報が入ってくる。

「急死してほしいと願ったが、まさか実現するとはな……」

　憎たらしいことこの上なかったが、弟はあの長男を踏み台として犠牲にし、今までずっと放置していた庶子を認知するという、周囲が引くほどの手まで使って縁を作り、強引に利権に割り込む策が成功していた。

　その成功を祝し、子分たちを集めてパーティーをしていた時にこの惨劇に見舞われたらしい。

　警備隊に属する知り合いの騎士から報告を受けたワシは、急ぎ確認のため現場へと急行する。

　惨劇の舞台となったパーティー会場では、黒焦げになった数十体の死体の身元確認が警備隊員によって行われていて、先に駆けつけた聖職者や魔法使いたちと共に、ホーエンハイム枢機卿の姿も確認できた。

「ホーエンハイム枢機卿」

「卿の弟ならば、あそこにおるぞ」

　不機嫌そうな表情を崩しもしないホーエンハイム枢機卿は、ワシに弟の死体が置かれている場所を顎あごで指示した。

　見ると、ほぼ骨しか残っていない死体が一体倒れている。

　どうやら数十体のゾンビによって、その肉をすべて食われてしまったようだ。ワシは、先ほど食べた夕食を吐きそうになってしまう。

「これほどの人数を殺したアンデッドとは？」

「ワシは、孫娘とアームストロング導師から通報を受けていてな」

　二日ほど前に発生した、未開地におけるバウマイスター騎士爵家長男によるバウマイスター男爵暗殺未遂事件の結末と、王都方面に逃げてしまった怨念の残りカスの存在。

　何もできないとは思うが、万が一のことがあるかもしれないので注意してほしいと、ブライヒレーダー辺境伯が雇っている通信用の魔法使いから、緊急で連絡が入ったそうだ。

「そういうわけで、高位の浄化魔法を使える神官を複数名待機させていたのだ。エドガー軍務卿も通報を受けていてな。念のために、同じく強力な火魔法が使える魔法使いを数名待機させていた」

　その甲か斐いもあり、被害はパーティーに参加していた人たち以外には一人も出ていなかった。

　参加者は全滅のようだが……。

　膨れ上がるアンデッドの存在を探知した神官たちがパーティー会場に駆け込み、ゾンビたちに生きたまま食われているルックナー男爵を見ながら高笑いをしていた黒い煙の塊を一瞬にして浄化。

　続けて飛び込んできた数名の魔法使いたちとともに、ゾンビを一体残らず焼き払ったとの話であった。

「そんな……ワシには何の報告も……」

「できると思うかね？　この惨劇の責任の一端に、被害者でもある卿の弟も入っていると思うのだがね」

　一端どころか、主犯と言われても否定ができないのは、ワシとて痛いほど理解しておる。

「それは、もっともですが……」

「卿の弟のせいで、ワシの孫娘とその婚約者であるバウマイスター男爵が死にかけたのだがな。それをあやふやにして処分もせず、向こうの奇手に怯おびえて利権を認めろだと？　卿は、自分だけ手を汚さずに濡ぬれ手に粟あわを狙っているのかね？」

「いえ、そんなことは……」




　自分は閣僚で侯爵でもあったが、ホーエンハイム枢機卿は子爵ながらも教会の枢機卿である。

　しかも、ミスをしてるのはワシなので何も言い返せず、ただ恐縮するばかりだ。

「未開地の開発には財務卿である卿の協力も必要なのでこれ以上は何も言わぬが、それなりの誠意が必要であるとワシは思うのだよ」

　そこまで言うと、ホーエンハイム枢機卿はエドガー軍務卿の命で駆けつけた魔法使いたちに丁寧にお礼を言い、神官たちには念入りに屋敷を浄化するようにと命じてから帰路についた。

　そしてその後ろ姿を、ワシは肩を落としながら見送るしかなかった。

　何も言い返せないままに。
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「そうですか……クルトが……」

　ルックナー男爵に唆そそのかされ、『怨えん嗟さの笛』という魔道具で俺たちの抹殺を謀はかったクルトであったが、その陰謀はギリギリのところで防がれた。

　なんでも、本来の『怨嗟の笛』の効果では、あそこまで大量の怨おん念ねんを纏まとったアンデッド巨人にはならないそうだ。高濃度化した黒い煙に人が触れると死んでしまうので、せいぜいで人間の倍くらいの大きさくらい。しかも、目標とした相手を殺すと途端に力が落ちてしまう。

　もともと怨念とは、いくら高濃度化して具現化させてもそう長くは保もたないのだそうだ。

　導師の言ったとおりに、『時間が経てば、水のように蒸発してしまう』ものなのだから。

　いかにクルトが深い怨念を抱え込み、いくら消耗しても未開地中から懸命に怨念を集めて俺たちを攻撃したかということだ。

『その執念を、もっと他のことに使うべきだったのである！』

　戦闘後、導師が漏らした感想に全員が納得してしまったのも頷うなずけるというものだ。

『当然バウマイスター男爵にも来てもらうが、ことは貴重な魔法使いにして王国法衣男爵の暗殺未遂事件なのである！　まずは父君に某それがしが話を通した方がよかろう』

　普段はアレに見えても、やはり導師は王宮筆頭魔導師なだけのことはあった。

　父にどう報告したものかと悩んでいる俺に、助け舟を出してくれたのだから。

　それに、クルトに狙われた被害者の中で最も爵位が高い導師に報告してもらうのが、一番筋が通っているとも言えた。

『うちのお館やかた様から、王都に連絡してもらわないと』

　続けてブランタークさんが、ブライヒレーダー辺境伯経由で王都に魔法通信を送った方がいいと意見した。

　大した大きさではなかったが、怨念の残りカスが王都方面に向かって逃げていたし、この事件を内密に処分するわけにもいかない。

　なるべく早く、中央の有力者たちに連絡しておいた方がいいであろう。

　俺も、導師とブランタークさんの意見にすぐに賛同した。

『ええと……ルックナー財務卿にもですか？』

『やめとけ』

　まさかとは思うが、あの兄弟は仲が悪いフリをしていて、実は裏では繋つながっているとかなら、彼に通報するということは、事件を闇に葬り去るのと同義になってしまう。

　クルトを唆したのがルックナー男爵である以上、ここは慎重に動いた方がよかった。

『エリーゼの嬢ちゃんの名で、ホーエンハイム枢機卿に、陛下とエドガー軍務卿には、導師の名で送るようにお館様に頼んでおく』

　ブランタークさんは、通信用の魔道具をブライヒレーダー辺境伯から借りている。

　おかげで、この魔力切れの最中にブライヒブルクまで『瞬間移動』で飛ぶ手間が省けて助かっていた。さすがの俺も、今日はもう魔力が限界に近かったからだ。

『それに、あの人は所しょ詮せんは財務閥で文官だからな』

『左様、もしあんな弟が某の兄やエドガー軍務卿にいたら……』

『消されるとか？』

『病死や事故を装うはずであるが、とっくにこの世にはいないはずである！』

　導師は、指先で自分の首を切る動作をしながら、俺の質問に答えた。

　やはり導師も名門貴族家の出だ。必要とあらば、暗殺も厭いとわないと発言するのだから。

『怖っ！』

『少し性た質ちの悪い貴族くらいなら、そんなことはしないのである！　アレは、己が十の利益を上げるために他人の利益を三十くらい壊す男ゆえに！』

　人間の内面なので見抜けなかったクルトの深い怨念と、ルックナー弟が裏市場で手に入れたと思われる『怨嗟の笛』。

　両者の融合によって死にかけた導師やブランタークさんからすると、気分的にもルックナー財務卿に通報するのが嫌なのであろう。

『某の兄にも連絡を入れておくのである！　兄は、エドガー軍務卿とも親しいゆえに』

　両人とも、見た目はヤクザも逃げ出すほど厳いかつい容姿をしている。ともに軍務閥であるし、タイプも似ているように思うので気が合うのであろう。類は友を呼ぶともいう。

『とにかく、まずはバウマイスター卿に報告である！』

　そんな話のあとに、なけなしの魔力でバウマイスター家本屋敷にまで飛んだ俺たちは、すぐに父と面会をする。

　こちらは、俺、ブランタークさん、導師、パウル兄さん、エリーゼの五名で、父側はクラウスと、ヘルマン兄さんも父側の人間ということで参加している。

　人数を絞ったのは、事が事だけに念のためにエルたちを周囲の警戒に当たらせたからだ。

　ないとは思うが、盗聴でもされて外部に情報を漏らされると困る。

　会見は、まず最初に導師が、未開地視察の際にクルト以下五名に襲撃されてそれを返り討ちにしたと報告、つまり、クルトたち六名はもうこの世にはいないことと、暗殺に使われた魔道具の説明や、それがどこからクルトにもたらされたかなどを三十分ほどかけて説明した。

　父は何も言わずに、神妙な顔で話を聞いているだけであった。

「あのバカ者が……」

　クルトが、俺を殺したあとにどのような展望を持っていたのかは、既に本人が死亡しているので不明であった。だが間違いなく、最悪な選択をしたわけである。

　父からすれば、御家断絶の危機でもあった。それを免れても、間違いなく父は強制隠居させられるものと思われる。何しろクルトは、現時点では公式な後継者であったのだから。

「引退間近の、老いぼれのクビで済むのかね？」

「王国側としては、そこまでは望んでいないのである！」

　父は、この場で一番爵位と地位が高い導師に自分の処遇を聞いた。

　普通に考えれば、爵位と領地没収のうえで連座で死罪も十分にあり得たからだ。

　しかし、王国の法では、罪を犯した者の家族には連座責任を問わないことになっている。

　なので、クルトの罪で父が裁かれる心配はないはずなのだが、ここまで事件が大掛かりだと王国側から共犯を疑われる可能性もあった。父としては、最悪自分の首一つで済ませたいのであろう。

「主犯のクルトに、共犯の取り巻き五人。バウマイスター騎士爵領内における罪人は、この六名のみである！」

　やはり導師は、こういう事態になった際の陛下の意向というものを事前に伝えられていたらしい。

　澱よどみなく、父からの問いに答えていた。

　それに、暴走したクルトの処分は出来レースだからな……。

　クルトを暴走させ、それを名目に処分を行うというのは、中央にいる偉い人たちが決めた秘密の決定事項でもあった。

　その暴走ぶりが予想外に大きかったとしても、連座で他人に罪を被かぶせるのはあまり意味がない。

　加えて、多少の罪悪感もあったのであろう。

　事前の談合どおりに父は引退し、バウマイスター騎士爵領と爵位はヘルマン兄さんへ。

　その領地は、未開地の大半を王国からの強制命令で俺へと分与。表向きの理由は、跡継ぎがあれほどの事件を起こしたので領地の大半を没収し、バウマイスター家の本家と分家も交代させたという、正式な処罰であると周囲に認知させるためであった。

「そうですか……あのバカは、在地貴族とは、たとえ王宮にでも時には逆らうべきだという妙なプライドを捨てられなかった……」

　危険な考えではあったが、俺がこの領地を出るまでのバウマイスター騎士爵領ではそれが通用した。

　ブライヒレーダー辺境伯家も先代当主の愚行のせいで罪悪感があり、また、この僻へき地ちが混乱したら制圧と維持にコストがかかりすぎるので、多少の傲ごう慢まんは無視していたからだ。

　だが、俺の帰郷で完全に情勢は変わり、それに気がつかないで以前と同じように振る舞ったクルトが自滅した。

　父の教育のせいと言えなくもなかったが、クルトは俺が生まれた時にはもう二十歳をとっくに超えていた。

　親が成人した子にあれこれ言うのも、それはおかしいと思ったのかもしれない。

「開発可能な領地の糊のり代しろは残し、徐々にバウマイスター男爵からの援助で開発を進める予定である！　あの開発特区と同じであるな！　陞しょう爵しゃくについては、事件の影響もあってすぐには不可能である！　十年以上先になる予定であるが、ヘルマン殿は準男爵で、次代の跡継ぎで男爵に。このくらいが妥当であろうと、陛下も仰おっしゃっていたのである！」

　あと、同じく未開地から一部の領地がパウル兄さんに分与される予定であった。

　こちらは、最初から準男爵領として開発を進める予定になっている。

　パウル兄さんの陞爵の理由は、クルトの暗殺計画を防ぐのに多大な貢献があったからとなっていた。

「俺、ブランターク殿の『魔法障壁』に隠れていただけですけど」

「あの場合、死ななければ功績なのである！　パウル殿は一からの準男爵領の開発なので、色々と大変になるのである！」

「それでも、新しい領地と家が残りますからね。産みの苦しみというやつでしょう」

　最後に、未開地の大半が俺に与えられることになる。

　だが、まるで開発されていない人口ゼロの場所なので、開発には相当な困難が予想された。

　幸いにして資金はあるので、それをローデリヒを代官にして管理させ、ブライヒレーダー辺境伯やルックナー財務卿たちの手配に任せ、完全に委任してしまう。

　俺は、冒険者を引退するまでに少しずつ領主として必要な教育を受け、三十代半ばくらいに、ある程度開発が進んだ領地に戻る予定になっていた。

「バウマイスター男爵であるが、これも陞爵して伯爵になる予定である！」

「二階級陞爵ですか？」

「バウマイスター男爵には功績が貯たまっていたので、何の問題もないのである！」

　王都の瑕か疵し物件の浄化に、決闘によりいらない公爵家を一つ潰つぶせたし、例の地下遺跡で発掘されたものの評価も高く、むしろ今まで陞爵していなかったのがおかしいくらいなのだそうだ。

「この機会を待っていたとも言えるのである！」

　父との話し合いは、これで終了した。

　随分とアッサリとしている気もするが、父とてクルトの狂気の沙さ汰たの詳細などもう聞きたくないであろう。

　こちらとしても、多少の罪悪感があるのでこれ以上詳しい話をしてもと思ってしまうのだ。

　ただ、俺には一つだけ確認したいことがあった。

「クラウス、満足したか？」

　果たして、死んだ息子と娘の婚約者の仇あだ討うちなのか？

　それとも、純粋に次期当主となるクルトに危機感を覚えての行動なのか？

　クラウスが、何らかの働きかけを行ったこともクルトが暴発した原因の一つと言えた。

　だが、所詮はただの働きかけ。

　それに、クラウスとクルトではクルトの方が偉かった。

　自領の名主が次期当主に何かを囁ささやいたところで、それは外部からは助言や忠告にしか見えない。

　それを受け入れるも入れないもクルトの判断一つで、それでクラウスを罪に問えるはずもなかった。クラウスを裁く証拠もないのだ。

「そうですね……満足とは違うと思います」

　まともな返答は期待していなかったのだが、意外にもクラウスは俺からの質問に普通に答えた。

　そして、それはすなわち、自分がクルト暴発の原因でもあると認めることだ。

「ただ、誤解のなきように言っておきます。私はただ単純に、次期当主がクルト様では駄目だと思っていた。だから、他のご子息様たちの誰かに継いでもらいたかった。それだけなのです」

　このまま商隊としか外部との接触がない、人口八百人程度の閉鎖的な農村ならばクルトにでも何とか統治可能であっただろう。

　だが、現実には外部との接触や未開地の開発も始まっている。

　未開地の開発はまだ俺しか行っていないが、それとて背後には王国側の意図が透けて見える。

　もし隣接領地ができて交流や交易が始まると、様々な交渉事なども領主の仕事となっていく。

　果たして、それがクルトにできるのであろうか？

　クラウスとしては、クルトを次期当主として仰ぐのに不安しか感じられなかったそうだ。

「あの方は、昔からそうです。領地発展のために、せっかく優秀な弟様たちがいるのだから、家臣にするなり、分家を創設して開発を命じるなりすればよかった」

　ところが、クルトは基本的に小心者であった。

　人を使うことができず、自分よりも優秀な家臣や弟に領地支配の実権を奪われるではないかと疑心暗鬼に陥っていた。

「そのくせ、具体的な方針もない『未開地を何代かかけて開発し、バウマイスター家を伯爵家くらいには』です。まあ少領の頃ならば、それでもいいのですが……」

　金を貯めて領地に篭こもる。そういう少領の領主は、地方では珍しくない。

　領民たちも、王様など見たこともないので実感がわかず、近くにいる領主様を一番偉い人だと思ってそれに従う。ある意味小国の主とも言えた。

「ですから、まあそういうことです」

　詳しくは言わなかったが、クラウスは名主としてクルトに助言などをしたのであろう。

　『他の兄弟を上手く使え』と。

　だが、クルトが額面どおりに受け取れなかった。

　逆に、クラウスが弟たちと結託して、自分を追い出すのではないかと心配した。

　それに呆あきれたクラウスは、エーリッヒ兄さんや俺に密かに次期当主になってほしいと要請するようになる。

　その気があって次期当主を目指すのであれば領内の発展に繋がるし、その気がなくてもその噂うわさがクルトの耳に入れば、危機感を抱いて開発に邁まい進しんするようになるかもしれない。

　だが、結果はまるで逆のものとなってしまう。

　クルトは俺たちを嫌い、それを見た父は爵位と領地継承の秩序を守るために兄弟たちを外に出してしまった。

　当然、そんなことを囁いたクラウスを父は信用できなかったのであろう。

　名主としては優秀であったので切るという選択肢が取れず、過去の因縁もあり二人の間に奇妙な距離感が広がったわけだ。

　だが、どのような結果になってもクラウスは困らない。

　クラウスからすれば、バウマイスター騎士爵領の将来的な衰退は、ある種の仇討ちでもあったのだろう。

　名主としてはバウマイスター騎士爵領には発展してほしいが、息子の仇かたきを狙う身としては、衰退して父やクルトたちが困れば、それはそれで目的を達したとも言える。

　クラウスは以前に、自分を喋しゃべる荷に駄だ馬ば以下の存在だと言っていた。

　優秀な名主としての立場と、陰湿に息子の仇を狙う親の立場、完全に矛盾した二つの目標のためのチグハグな行動。

　これが、クラウスという人間の正体なのだと俺は考えていた。

　あくまでも、俺の勝手な想像かもしれなかったが。

「クラウス。貴様はまだあの時のことを……」

「まだ？　私には、いまだに昨日のことのように思えますが」

　父とクラウスはほぼ無表情のままで見つめ合ったが、俺たちからすればまるで殴り合っているかのように見えてしまう。

「父上」

「ヴェンデリン、お前はクラウスから話を聞いていたのか？」

「はい」

　今まで、俺をバウマイスター男爵として扱っていた父が、急に父親として俺に質問をしてくる。

「そうか……それでどう思う？」

「わかりません。事実は一つでも、見る人や方向によって見え方が違う。そういうものでしょう？」

「そうだな……クラウスは本当に真相を知りたいのか？」

「親としては当たり前だと思いますが、アルトゥル様」

　二人の間に、これまでにない緊張が走る。

　父が突然、クラウスに息子たちが死んだ事件の真相を話すというのだから。

「アルトゥル様のお話が、真実だという証拠は？」

「そんなものはない。ワシとしては正直に事実を話すつもりだが、クラウスがどう判断するかまでは責任が持てない」

「そうですか……お願いします……」

　父は、なぜ事件の真相を隠していたのか？

　当時から美人で有名であったレイラさんを、妾めかけとして手に入れるためであったから？

　領内の統治体制を強化するために、本村落の名主の家に自分の血を入れたかったから？

　どちらにしても、あまりいい話ではないだろう。

　などと思っていると、父は予想外の話を始めた。

「クラウス、お前は優秀な男だ。ワシなどよりも遙はるかにな。バウマイスター家に生まれていれば、もう少しこの領内も発展していたであろうな」

「それは……」

　父が言うクラウスが信用ならない理由、それは、自分よりも優秀なクラウスに領内統治の実権を奪われないようにという恐怖からきているようであった。

　名主が、貴族から領内統治の実権を奪う。

　所謂いわゆる、バカ殿様と専横を極める奸かん臣しんという構図であったが、大貴族家では不可能でも、騎士爵家くらいだと名主でも領内の実権を奪うことは不可能ではなかった。

　レイラさんを妾にしたのは、そういう事態を避ける理由もあったようだ。

「お前は優秀な名主だが、それでも普通に人の親なのだな。お前の息子であるゴードンとレイラの婚約者であったハインの仲が、もう修復不可能な状態にまでなっていたことを知らなかったのか？　あの二人、表面は仲のいい幼おさな馴な染じみ同士を繕っていたが、実際には殺し合い寸前だったのだぞ。クラウス、お前ほどの男が本当に気がついていなかったのか？」

　父からの問いに、クラウスは沈黙したままであった。

　もしかすると、色々と思い当たる節はあったのであろう。

　というか、その事実は俺ばかりかヘルマン兄さんやパウル兄さんも初耳であった。

「クラウスも、義理とはいえ兄弟になる予定だった息子たち同士が殺し合うほど憎み合っていた。ワシもクルトが暴発して死んだ。まさか、こんなことで似た者同士になるとはな……」

「いえ、ゴードンとハインはいつかはまた仲直りをして……」

「ない！　そんな夢みたいな未来などないのだ！　それに、もう二人とも死んでいる！」

「あの……父上？」

　俺からの問いで、父は事件の真相を話し始める。

　簡単に要約すると、昔は家が隣同士であったクラウスの息子ゴードンと豪農の長男ハインは、まるで本当の兄弟のように仲がよかった。

　クラウスは、ハインならば次の名主になるゴードンを十分に補佐してくれるはずだと、レイラさんの婚約者に指名する。

　ところが、それが悲劇の始まりであった。

「ハインは欲をかいた。もしかしたら、レイラの婿として次の名主の座を狙えるのではないかと」

　当然、幼馴染の心境の変化にゴードンは敏感に気がついた。

　最初は上手く宥なだめてその野心を押さえ込もうとしたようだが、ハインが自分の命を狙ってくる可能性があると知って、徐々に対立するようになる。

　だが、それを周囲に悟られるわけにはいかない。

　なぜなら、それは名主であるクラウスの疵きずとなってしまうからだ。

　両者は、表面上は今までどおりの関係を繕いつつ、内心ではお互いに激しい憎悪を募らせるようになったそうだ。

「あの、その事実は……」

「レイラですら気がつかなかった。ワシが知ったのも偶然であろうな」

　たまたまではあるが、森の中で二人が激しく言い争っているのを聞いてしまったそうだ。

　初めは、いくら仲がよくてもたまには喧けん嘩かくらいするだろうと思ったそうだが、次第に、激しい言い争いの内容が普通の喧嘩ではないことに気がついてしまう。

「クラウスが疑問を感じながらも、確信を得られなかったほどだ。二人の喧嘩を見ていなかったら、ワシでは気がつけなかっただろうな。事件の日のことを知りたいか？　誰にでも予想できる結末だ」

　父が二人を狩猟に誘ったのは、自分なりに二人の関係修復を願ってのこと。

　岩いわ茸たけ採りに来ていた本村落の若者たちは、本当に偶然その日崖に来ていただけ。

　しかも、あの事件の瞬間には現場にいなかった。

　二人が滑落死した直後、父の呼び声で駆けつけたにすぎなかったそうだ。

　最後に、事件の真相は……。

「ワシも直接は見ていない。大きな猪いのししを三人で追っていて、それがあの崖っ縁に逃げた。ハインは、『俺とゴードンの二人で上手く追い込んで崖から落とします。お館様は危険ですので、暫しばらく待機を』と言って、二人で崖っ縁まで向かった」

　ハインは、いい機会なのでゴードンを事故に見せかけて殺そうとしたのであろう。

　だが、そこでゴードンに強く抵抗され、誤って両者とも崖から落ちてしまった。

　蓋ふたを開ければあまり複雑な事情や陰謀など存在しない、単純な憎み合いから起こった事件とも言えるが、どこか釈然としない部分もある。

　他のみんなもそうであろうが、何か裏に父の恐ろしい陰謀があった方が、関係者ではない者は納得できるのかもしれない。

「事実とは、案外単純なのかもしれないな」

「どうして父上は事実を隠したのですか？　緘かん口こう令れいまで敷いて」

「簡単なことだ。話せるはずがないからだ」

　本村落の名主の跡取り息子と、その妹の婚約者が殺し合いの果てに崖から落ちて双方が死んだ。

　確かに、事実を公表するのを躊躇ためらわれる話であった。

「レイラの件は、エーリッヒ辺りならわかっているはず。他の村落の名主たちが、レイラの婿に自分の息子を押し込もうと画策を始めたからだ」

　隣の家同士で仲よく育った二人でも、本村落の名主の座を巡って殺し合いまでしたのだ。

　他からの婿など、クラウスとの対立や本村落と他村落の争いを煽あおるだけであろうと。

　だからこそ、好色の悪評を被かぶってまでレイラさんを妾にした。

　自分の血を引いた子が次期名主になれば、暫くは本村落の状態が安定するからだ。

「信じるも信じないも、ヴェンデリンたちやクラウスの自由だ。それにどうせ、ワシは引退するからな」

　在地領主としては少し早い引退ではあったが、これだけの事件があったので仕方がないとも言える。

「ヘルマン、未開地の開発が本格的に始まれば、他よ所そとの交渉が増える。クルトのようなヘマはするなよ」

「わかりました」

　多分、過去の事件の真相は父の言うとおりなのであろう。

　クラウスも薄々とは気がついていたが、やはり親なのでそうではないと信じたかったのだろう。

　無責任な外野は、事実が派手な方を喜ぶ。巷ちまたに、おかしな陰謀論などが広まる原因でもあった。

「さて、ここでヨハンナとアマーリエを呼ぶ許可が欲しいのだが……」

　クルトの件を、母とアマーリエ義ね姉えさんに伝える義務があったからだ。

　数分後、呼び出された二人の前で、今度は俺が事情を説明する。

　二人は泣いたり狼ろう狽ばいしたりするでもなく、淡々とした表情で俺の話を聞いていた。

　多分、ある程度は覚悟していたのであろう。

「そうですか……外の貴族が……」

　母は、自分が腹を痛めて生んだ子供たちが殺し合った事実にショックを受けていて、その原因の一つを作ったルックナー男爵に対して激しい怒りを覚えたようだ。

　今さらだが、彼が『怨嗟の笛』など持ち込まなければ、クルトを殺す必要などなかったのだから。

　クルトが、教会送りを是ぜとするかは別にしてもだ。

「ヴェンデリン、その貴族は当然処分されるのでしょうね？」

「何とも言えません……」

　既に報告は送っているが、俺に言わせると中央の貴族連中は魔窟の住民でもあった。

　何か手を用いて、その罪を逃れる可能性を否定できなかったからだ。

「クルト自身の罪も重いとはいえ……わかりました。私も旦だん那な様とともに隠いん棲せいします」

　母は俺に言いたい恨み言もあったと思うが、それを腹の奥に呑のみ込んでそれ以上何も言わなかった。

　正直なところ、非難でもしてくれた方がよっぽど気が楽だ。

　そしてアマーリエ義姉さんであったが……。

「覚悟はしていました」

　アマーリエ義姉さんの方も、その態度は毅き然ぜんとしたものであった。

　俺は、罵ののしられるくらいの覚悟はしていたのだが。

「ここ最近、ヴェンデリン様への不満ばかり漏らしていて。私も子供たちも、怖くて近寄れなかったのです」

　昔は優しい夫だったのに、父から統治の実権を渡され始めると次第に傲慢になってきたという。

　止とどめで、俺が領内で活動するようになると、俺を領地を奪いに来た敵だと言うようになったのだそうだ。

「とても表には漏らせない内容でした。子供たちも怖がってしまって……」

　挙句に、俺になるべく多額の税金をかけ、それで得た金で未開地を大々的に開発するのだと、半ば妄想のような話を突然口走ったりするようになった。

「とてもついていけないと思いました。お義と父う様に言うわけにもいかず……」

「言ってもらってもよかったのだがな。ワシにも、そんな感じであったからな」

　あくまでも次期当主としての公式な発言ではなく、夫婦の部屋で言ったオフレコに近い発言だと思い、アマーリエ義姉さんはそれを漏らさなかったようだ。

　だが、その努力は完全に無駄になってしまった。

「私はともかく、子供たちの将来についてはただお願いするしか……」

「その辺は、最大限に考慮しますので」

「ヴェンデリン、私からもお願いします」

　母からも、アマーリエ義姉さんとその子供たちの処遇について頼まれてしまう。

　二人は、同じく外部から僻地のバウマイスター騎士爵領に嫁いで苦労しているので、とても仲がよかったのだ。

「もう数日で、王国側から何か言ってくるはずですから。それまでは普通に生活をしてもらって構いません。ただ、外には出ないでください」

　暗殺未遂事件を起こしたクルトの係累なので、いらぬトラブルが発生する危険があったからだ。

　あと、共犯者五人の家族は、可哀かわい想そうではあったが本村落を出てもらうことになっていた。

　俺が新しく開発する未開地に移住するか、パウル兄さんの新領地に移住するか。

　こんな田舎なので、そうでもしないと犯罪者の遺族への風当たりも強く、これは仕方のない処置と言えた。

「さて、王国側はどう判断するかだな」

　結局は、ブランタークさんのこの一言に尽きた。

　大規模な犯罪行為ではあったが、犯人は全員死亡しているので拘束なども必要なく、父との話を終えた俺たちは、またすぐに普通の生活に戻った。

　さすがに翌日は休みを取ったが。代理司祭の仕事があるエリーゼですら、導師に代わってもらったくらいだ。

「聖魔法は纏えるようになったが、暫しばしの実践が必要である！　治癒魔法については、某に任せるがいい！」

　休暇を取るエリーゼの代わりに、なぜか導師が司祭の代理を買って出た。

　マイスター司祭から借りた司祭服が今にも筋肉ではち切れそうであったが、治癒魔法だけかければいいのだから問題はないであろう。

　エリーゼから治療してもらえると思って教会に出向き、そこで導師を目撃する領民たちの冥福を祈るのみだ。

　一日の休みを終えたあとは、領地開発と冒険者としての仕事を日ごとに交代して行った。

　開発特区の整地や区画割りに、大まかな土木工事などを終わらせ、新規の移民が来てもなるべく早く農作業が行えるように準備しておく。

　冒険者としては、魔の森に入って狩猟や採集を集中して行っていた。

「食品の試作と、そのための狩猟・採集をしている今が一番幸せ。貴族なのに、物もの凄すごい貴族嫌いになりそう」

　周囲を魔法で警戒しながら、俺はカカオの群生地で乱獲しないようにしつつ、それでも一心不乱にカカオの実を採集していた。

　しかし乱獲の心配は無用なようで、一度実を取っても三日もするとまた元通りなのはある意味恐怖だ。

「俺のような立場だと、みんな、『貴族になりたい！』で必死なんだけどな。なっても、ヴェルの兄貴みたいな人もいるけど」

「人間、上を見るとキリがないからねぇ……」

「結局、私にはあの人が目指していたものが理解できなかったわ」

「問題ないさ。俺もよく理解できなかったから」

　エル、ルイーゼ、イーナの三人は、カカオの実を採集しながら主にクルトのことなどを話し続ける。

「ヴェル様、この実は美お味いしいの？」

「加工すれば、極上の美味になる」

「頑張って集める」

　ヴィルマも、カカオの実の採取に全力を挙げていた。

　あとでチョコレートやココアを試作するつもりであったが、工程が多くて面倒なので今は後回しにすることにする。

　今は、暇な時にそれができるように、魔法の袋にある程度備蓄することにしたのだ。

　他にも多くの果物などを採取し、時折りこちらを襲撃してくる魔物も倒していく。

　夕方まで仕事をしたあとに『瞬間移動』で開発特区にある自分の屋敷に戻ると、そこにはブランタークさんとエリーゼと導師が厳しい表情で待ち構えていた。

「坊主、少々ヤバいことになったぞ」

「ヤバいこと？」

「王都で大惨殺事件が発生した」

　ブランタークさんも、先ほどブライヒレーダー辺境伯から通信用の魔道具を介して連絡を貰もらったばかりだそうだ。

「あの怨念の残りカスが、しでかしたらしい」

　王都にわずか二日で辿たどり着き、そこで新しい怨念を元に成長して、あのルックナー弟やその家族に、十数人ほどの貴族やその家族、家臣や使用人たちなどをゾンビにして殺してしまったそうだ。

　人数が多いのは、ちょうどその日に自分の屋敷で同じ派閥に属する貴族たちを呼んでパーティーをしていたかららしい。

「犠牲者は、八十名を超えるそうだ」

「ですが、なぜ怨念は顔も見たこともないルックナー男爵を？」

　その前に、よく王都まで怨念が辿り着けたと思う。それを維持するのに重要な『怨嗟の笛』はこちらで回収していたし、既に黒焦げで効果もなくなっていたのだから。

「匂いを覚えていたのでは？」

「匂いをか？」

　アンデッドに詳しいエリーゼが、自分の考えを語る。

　実はすべてのアンデッドは、人間であった頃よりも視力が落ちてしまうらしい。

　だがその代わりに、他の聴覚や嗅覚などが増すのだそうだ。

「あとは、魔力を感知する能力とかもですね」

「死んで、動物に近付くってことか？」

「ゾンビの貪どん欲よくな食欲などは、それが原因だと言われています」

　つまり、クルトの人格や意識が混在した怨念が王都で別の怨念を貪むさぼって成長し、俺の次に恨んでいるであろう、ルックナー男爵の匂いを嗅ぎつけて復ふく讐しゅうに走ったのであろうと。

「匂いの元は、『怨嗟の笛』にわずかについていたものだと思います」

「なるほどな」

　裏市場から購入直後に、ルックナー男爵は『怨嗟の笛』を触ったのであろう。

　大たい枚まいを叩はたいて購入しているので、現物の確認くらいはしたかったのかもしれない。

「そんな、ちょっと触れたくらいの匂いをか……」

　俺は、クルトの怨念の強さに恐怖した。俺も彼に恨まれていたから余計にだ。

「当然、常人では感知は不可能である！　ルックナー男爵から渡された魔道具で殺されてアンデッドにまでされたのである！　間違いなく、クルトはルックナー男爵を憎んだであろう」

　俺の殺害に失敗して逃走する羽目になったので、今度は次の標的を狙ったというわけだ。

「ただ、本当にあの程度の残りカスならば、普通は一日と保もたずに消えてしまうのである！　あの男の執念の強さであろうな」

「その執念の強さが、大惨事じゃないですか」

　殺害されたのは主に法衣貴族ばかりで、役職に就いている準男爵三人、騎士爵九名の合計十二名。

　その他にも、ルックナー男爵とその妻、跡取り息子に娘、使用人やメイドたちすら全滅で、一族皆殺しという最悪の結末を迎えている。

　パーティーの途中だったとかで、奥さんや子供や主だった家臣などを連れてきていた貴族もいて、現在王都は混乱の極致にあるそうだ。

「ルックナー財務卿は、頭を抱えているそうだぜ」

　懸案の弟が、その家族や派閥ごと消滅した。普通なら喜びそうな気もするのだが、降りかかる様々な雑事に疲労の限界にあるそうだ。

「まあ、想像はつきますけどね……」

　反主流派とはいえ、財務系の役職持ちが突然十三名も消えたのだ。

　別に反主流派だからといって、ルックナー財務卿に逆らって仕事をサボっていたわけでもない。

　彼は、その穴埋めに奔走しているのであろう。

「あとは、大勢いる陳情者たちへの対処であろうな」

　痛ましい事件ではあるが、役職がない者にとってはチャンスでもある。

　『後釜には是非私を！』と、それらの貴族たちに押しかけられ、大物貴族からも『私の息子を頼む』とか、『○○は、親戚だから頼む』と頼まれ、その対応でてんてこ舞いのはずだと導師は断言した。

「大物貴族の陳情だと無下にもできず、話くらいは真しん摯しに聞かないとあとで面倒になるのである！」

「あとは相続関連だろう？」

　ルックナー男爵家は跡取り息子ごと家族が全滅したので、親戚筋からすれば、法衣男爵家を相続できる大チャンスなのだ。

　当然、王都にある貴族籍の管理と相続の手続きをする役所には、大勢の人たちが押しかけているはず。ブランタークさんは、それに気がついたようだ。

「他にも、相続が確定するまでは対象貴族家の財産保護とかもある」

　当主が死んでゴタゴタしている間に、親族や自称親族の泥棒などが屋敷から財産を持ち去るケースがあるので、役所が管理人と警備員を派遣して、相続人が確定するまで屋敷などを保護するのだそうだ。

「ただ当主が急死したとかじゃないからな、暫くはゴタゴタするだろう」

　そしてそれがある程度落ち着くと、当然責められる人間が出てくるわけだ。

「ルックナー財務卿でしょうね。あとはうちかな？」

　ルックナー財務卿の場合は、弟がおかしなことをしでかした結果なのだから、他の犠牲者の遺族たちから責め立てられるはず。

　うちも、怨念の元がクルトなので同様に責められるだろう。

「散々に責め立ててから、『未開地の利権で許してやる』というのが、貴族の手法でもある！」

「また面倒な……」

　それはヤクザの手法でもあるような気がするが、実はもう一つ困ったことがある。

　アマーリエ義姉さんと甥おいたちの処遇であるが、甥たちが成人するまで王都で生活してもらい、成人後に法衣騎士爵位を手に入れて継がせようと思っていたのが、不可能になってしまったからだ。

「バウマイスター姓じゃなく、アマーリエ義姉さんの実家であるマインバッハ姓でも名乗らせようかと思ったんだけど……」

　クルトの怨念の残りカスが、いくら暗殺事件の共犯とはいえルックナー男爵を家族ごと殺してしまったのは最悪であった。

　しかも、そんな事情を知らない貴族を十家以上も巻き添えにしてだ。

　いくら姓を変えても、アマーリエ義姉さんや甥たちが王都を生活の拠点にするのは難しいであろう。噂がすぐに広まって、嫌がらせや中傷が始まるのは目に見えていた。

「その辺の交渉も含めて、坊主が王都に行かないと話にならんな」

「でしょうねぇ……」

　ただし、こちらにも都合というものがあり、実際に王都まで『瞬間移動』の魔法で飛んだのは、それから三日後のことであった。





第七話　バウマイスター伯爵







「想像どおりであるな！」

「何なんです？　この人の多さは……」

　クルトの怨おん念ねんの残りカスが、ルックナー男爵以下八十名以上を大量殺さつ戮りくしてから四日後。

　俺たちも相談しないといけないことがあったので王都にあるルックナー侯爵邸に向かうと、その正門前には多くの人たちが詰めかけていた。

　あまりの人の多さに、同行者を導師だけにしてよかったと思う。

　本来の護衛であるパウル兄さんたちは、新領地の視察や調査で忙しいので置いてきた。

　パウル兄さんが次に王都に来るのは、陛下から準男爵位を授爵される時の予定だ。

「この子は、亡くなったブルーメンタール準男爵の子供なのです！　認知をお願いします！」

「ルックナー財務卿！　私こそ、ビューロー卿の後釜に相応ふさわしいと思うのですが！」

「これは、どういうことなのです？」

「十を超える貴族家の中枢が、ほぼ全滅したゆえであろう」

　当主も含めて、家族、家臣、使用人が全滅したルックナー男爵家には、縁戚も含めた連中が『自分こそが、次代ルックナー男爵に相応しい』と多数押しかけ、他の家も当主と正妻ばかりか、酷ひどい家になると跡取り息子のみならず他の子供まで全滅した家もあり、爵位と役職の後釜を狙って、様々な人たちが押しかけていた。

「ですが、ルックナー財務卿の元にですか？」

「派閥の長であった弟が、一家を含めて全滅したのである。ならば、いくら対立していたとはいえ、兄がすべてを取り仕切るのは当然である！」

　しかも、その兄は財務卿で侯爵なのだ。

　亡くなった本人の屋敷に直接押しかけて警備している警備兵たちに詰め寄るよりは、天の声であるルックナー財務卿のお墨付きの方がよほど役に立つというわけだ。

「じゃあ、やっぱり財務卿閣下にお任せした方がいいですね」

「であろうな」

　かといって、こちらだって、いつ新領地の下賜と開発命令が下るかもしれないので暇ではないのだ。

　早く、アマーリエ義ね姉えさんや甥おいたちの処遇について言げん質ちを取る必要があった。

　当然ここに来る前に、他の大物貴族たちへの挨拶まわりはもう終わらせている。

　ホーエンハイム枢機卿はすぐに了承し、陛下と謁見する際に付き合ってくれると約束してくれた。

　エドガー軍務卿からは『ヴィルマは俺の養女だからな！　当然わかるよな？』と言われ、俺はすぐに首を縦に振ってしまう。

　つまり、絶対にヴィルマを嫁に貰もらえということだ。

　受け入れれば、手助けはしてくれそうである。

　ヴィルマは可愛かわいいのですぐによしとしたいところだが、そうなると嫁の序列に変化が発生する。

　もともとヴィルマは準男爵家の娘でもあり、序列をエリーゼの次にしなければいけないからだ。

　気にしないとは言われているが、ルイーゼやイーナへの配慮も必要である。

　俺は、見た目が導師と大差ない筋肉軍務卿がただの脳筋でなかったことに、心の中で呪じゅ詛その言葉を吐いた。

　残りの閣僚たちにも挨拶に行ったのだが、彼らは特に何も言わずに手を貸してくれると約束してくれた。

　多分、未開地を下賜されたあと恩着せがましく言うのであろうが。

「とにかく、ルックナー財務卿に会わないと」

　聞いていたとおりに多くの人たちが集まっているが、ここで面倒だからと帰るわけにもいかない。まずはルックナー邸に入ろうと、導師と共に群衆をかき分けながら正面門に到着、そこにいた警備兵に話しかける。

「今度は誰様のご親戚でしょうか？　それとも誰様の隠されたお子様か何かで？」

　随分と横柄な門番だなと思ったが、彼はここ数日ずっとそんな連中の相手ばかりして疲れ果てていたのであろう。

　俺や導師を見ても、すぐにはその正体に気がつかなかったようだ。

「王宮筆頭魔導師アームストロング子爵と、バウマイスター男爵だ。主人であるルックナー財務卿に取り次いでほしい」

「えっ！　アームストロング子爵様とバウマイスター男爵様で！　大変に失礼しました！」

　事前に主人から、屋敷に来ると連絡を受けていたのであろう。

　門番は急に丁寧な口調になってから、俺たちを門の中に入れる。

「バウマイスター男爵様！　この子は本当にブルーメンタール準男爵の子なのです！　是非に、お口添えを！」

「私は、王都のバウマイスター卿とも仲がいいのです！　ルックナー財務卿閣下に、マルテンシュタイン騎士爵位には、私クリスティアンをよろしくと！」

　俺と導師が有名人で、すんなり屋敷の中に入れる身分であることを知ると、押しかけていた連中は、こちらにまで色々と面倒なことを頼もうとしてくる。

「いちいち気にしていたら、キリがないのである！」

　貴族が死ぬと、この手の連中は必ず発生するのだそうだ。

　貴族を相手にしていた水商売の女性や、元は屋敷に勤めていたメイドなどが、その貴族との間の子だから認知してほしいと訴えてくる。

　この世界にはＤＮＡ鑑定などないので、生まれた時に故人が書いた証明などがないとまず認められないそうだが。

　それに、元から認めてもらえる人は産まれた直後に認知されているはず。

　あとは、ありもしない縁や交友関係を主張して、その役職の後釜を狙うような無役の貴族たち。

　彼らは基本暇なので、毎日のように押しかけてくるそうだ。

「わざわざすまない……」

　屋敷の中に入ると、主あるじであるルックナー財務卿が目の下に隈くまができた状態で俺たちを出迎えた。

「あの、大丈夫ですか？」

「いや、屋敷の前は事件の翌日からずっとあの有様だし、死んだ連中の穴埋めの手配でも忙しいしな。あとは……」

　貴族籍の管理や、貴族家の相続手続きなどを扱うベッカー内務卿や、その下にいる実務長の屋敷の前も似たような有様で、昨日も王城で嫌みに近い苦言を呈されてしまったらしい。

「大変ですね。こちらも、頼みたいことがあるのですが大丈夫でしょうか？」

「暗殺未遂を起こした長男の子供たちの扱いについてであろう？　そっちは何とかする。だが、その前に一つ問題が……」

　ルックナー財務卿が申し訳なさそうに伝えた内容は、俺を驚きょう愕がくさせるものであった。

「はあ？　ローデリヒが次のルックナー男爵に？」

　それも驚きであったが、クルトが暗殺未遂事件を起こした直後に、ルックナー男爵が何食わぬ顔でクルトに渡った魔道具の情報提供を行い、挙句にローデリヒを認知して、その縁での利権の分配を要求したことの方が驚きであった。

　しかも、ルックナー財務卿がそれを認めてしまったのだから余計に驚いてしまう。

「どうして、そんな要求を認めるんです！」

「前に卿と決闘したヘルター公爵のように、大バカで現行犯ではないからな。捕縛するに値する証拠がないと……」

　間違いなく共犯なのに、何食わぬ顔でクルトを売って善意の情報提供者を装う。

　しかも、周囲から白い目で見られても何ら臆おくすることなく、ローデリヒを勝手に認知してその縁から利権を要求する。

　まさか、ここまで厚かましい人物だとは思わなかった。

「それで上手くいったと思って、派閥の子分たちを呼んでパーティーを開いたようだな」

　そこで、絶頂から滅亡へと至ったようだ。

　しかもその原因が、バカにして使い捨てにしたクルトであるという部分が笑えなかった。

　まさに、因果応報そのものであろう。

「鼠ねずみを追い込んだ猫が、その鼠に首筋を噛かまれて失血死したというわけだ」

「そもそも、ローデヒリの認知は本人の許可を取ったんですか？」

「法的に言えば、そんな必要はないのだ」

　貴族家において、当主の権限は絶対である。

　当主が子供を認知するのに、子供側からの許可などまったく必要ないのだそうだ。

「せっかく認知してやるのに、許可とかいう時点でその子供は度し難い奴だという話になるからな」

　ルックナー男爵からすれば、ローデリヒを認知だけして縁を繋つなぐことで利権を要求できるというわけだ。既に跡取り息子はいるのだから、爵位はともかく財産など一セントも寄越さないつもりだったのであろう。

　ある意味、清すが々すがしいまでに最低な奴である。

　イコール、貴族らしいとも言えるのだが。

「ただ、そのせいで厄介なことになった」

　パーティーはルックナー男爵の屋敷で行われていたので、その家族は一人残らず全滅したそうだ。

「長男と長女も死んだからな。他に生き残った正妻の子もおらず。となると……」

　認知した次男であるローデリヒが、一番有力な後継者候補ということになる。

　だが、もしそうなると未開地開発に大きな支障を来たす可能性があった。

「うちの筆頭家臣にして代官を奪わないでください」

　未開地開発において俺の代理人になるのだから、当然待遇は筆頭家臣となって世襲も可能にする。もしルックナー男爵家を相続したら、その話が完全に吹き飛んでしまうのだ。

「また代官の人選からスタートになりますけど」

　当然開発が遅延する分、皆の怒りはすべてルックナー財務卿に向かうこととなるだろう。

　また陛下や全閣僚から、嫌みを言われることになるのだ。

「わかっておる……わかってはおるが……」

　俺が下賜される未開地は、バウマイスター伯爵領になる。なので、もしローデリヒが法衣男爵家を継ぐと、俺の家臣にはできなくなってしまうのだから。

「なるほど、非難轟ごう々ごうであるな！」

「昨日からずっと、主だった閣僚やホーエンハイム枢機卿、陛下にまで言われておるわ！　あのクソ野郎！　死ぬ時までワシに迷惑をかけやがって！」

　珍しく激高したルックナー財務卿は、貴族にあるまじき汚い罵ば詈り雑ぞう言ごんを吐いた。

「それで、どうします？」

「どうもこうも、ルックナー男爵家は取り潰つぶしに決まっておろう。他の取り巻き連中は個々に対応だな。まったく、下らない仕事を増やしおって……」

　甥たちの待遇に関する陳情は通ったようだし、詳しい処分は明日、陛下の前で発表するということなので、その日は王都にある自分の屋敷に戻り、明日の登城に備えることにする。




　翌日、王城からの使者と共に登城すると、謁見の間ではなく会議などでよく使う部屋に通された。

「まずは、あの不ふ埒らち者への処分を発表するのでな。謁見の間はあとで使うことにする」

「では、早速、処分内容を……」

　室内にいた陛下に促され、ルックナー財務卿が処分内容を発表する。

　まずルックナー男爵であるが、彼は俺への暗殺未遂事件の共犯として家を取り潰し、財産もすべて没収という処分が下される。これに文句を言う家族もいないし、あわよくば爵位と役職継承を狙っていた縁戚たちも、この処分の前には沈黙するであろう。

「証拠はあがったのですか？」

「ブライヒレーダー辺境伯が、その証拠を捕まえるべく網を張っているようだな」

　クルトに魔道具を渡したフリーの冒険者とやらは、いまだ山脈の山道をブライヒブルク側に向かって移動している最中で、それを捕縛しようとしているのをルックナー財務卿は察知したらしい。

「ルックナー男爵の家臣で、何名か所在が不明な者たちがいる。大方、その冒険者の始末に向かっていると思われるがな。どちらか確保できれば証拠もあがろう」

　ルックナー男爵が生きていれば、もう少し慎重に処分を進めるのであろうが、残念ながらもう彼はこの世の人ではない。

　ならば、さっさと処分してしまおうということらしい。

「他の貴族たちは、役職の取り上げだな」

　十二名の貴族たちは、その職務に精通しているベテランばかりであった。

　当主が急死したからといって、その子供にいきなり職務を任せるわけにはいかないので当然とも言える。

「下で優秀な者を昇進させ、新しい者を入れて経験を積ませることにする」

　そうやって入れる未経験者とは、普通は親のコネで入る跡取り息子たちである。

　そして彼らは、大体親の役職くらいまでは昇進できる。

　法衣貴族で役職つきの家は親子でそのサイクルを繰り返すのだが、思わぬ当主の急死で子供がまだ幼い者が多く、役所に入れるのも困難であった。

　なので、今回は十二名の役職なしの貴族に門戸を開くということになる。

　当然激しい争奪戦が繰り広げられるであろうが、俺には知ったことではなかった。

「子がいればまだマシだ。爵位は継がせられるからな。問題は……」

　準男爵家一つと騎士爵家三つに子供がいないそうで、現在親戚や縁戚連中が押しかけているそうだ。

「これは、貴族法に則のっとるしかないな。ただ……」

「詳しい話は、謁見の間で行うこととする」

　処分は会議室で、褒賞は謁見の間で行う。ヘルムート王国ではそれが決まりのようだ。

　陛下の命令で謁見の間へと向かうと、そこには意外な人物が待っていた。

「ヘルムート兄さん？　エーリッヒ兄さん？」

「ヴェルか……クルト兄貴の件は聞いている……」

「まさか、こんな結末になるなんて……」

　なぜ兄さんたちが呼び出されたのかは、まあ想像がつく。

　というか、クルトの件でしか呼び出されないはず。

　彼の悲惨な最期と、その異常な執念が為した大虐殺劇は衝撃を呼んだ。

　ただ、実際に虐殺を行った怨念の集合体を浄化した神官たちによると、そのアンデッドにはクルトの身体的な特徴は一切存在していなかったそうだ。

　黒い煙状で、赤い目が爛らん々らんと輝く顔がついた直径三メートルほどの球体、それがゾンビに喰くわれてほぼ骨と化していたルックナー男爵の遺体の前で、不気味な高笑いを続けていたらしい。

　そのあとは、まるで抵抗することなく神官たちによって浄化されたそうだ。

　俺の殺害には失敗したが、自分をこんな姿にしたルックナー男爵を殺せて満足したのか？

　俺はクルトではないので、彼の真意はわからなかった。

「ルックナー男爵は、呪われた魔道具をよく確認もしないでクルト兄さんに渡し、その反作用で死んだというのが公式の見解なようだね」

　エーリッヒ兄さんたちは王国から、俺への暗殺未遂事件はクルトの仕業で、後のルックナー男爵の惨殺事件は、男爵自身が魔道具の効果をよく確認しないで無責任に他人に譲渡してしまったためという風に聞いていた。

　ルックナー男爵の罪を公式見解で和らげたのは、世論を配慮してということか。どのみち共犯扱いで御家断絶という処罰に違いはないようであったが。

「さて、三人に来てもらったのには理由がある」

　まず伝えられたのは、ヘルムート兄さんとエーリッヒ兄さんの爵位を準男爵に陞しょう爵しゃくするというものであった。

「なぜだ？」

「陛下、我々は特に何も功績など……」

「何もないことはあるまい。日々、与えられた仕事に邁まい進しんしておろう」

「それは、他の貴族たちも皆そうなのですが……」

　エーリッヒ兄さんの疑問に陛下は笑顔で答えたが、その表情には『反論しないで受け取れ』というものも浮かんでいて、それに気がついたエーリッヒ兄さんたちは素直に陞爵の褒美を受けた。

「次は、バウマイスター男爵であるが」

　クルトの死後一週間近く放置されていたのだが、ようやく未開地を下賜されるようだ。

「バウマイスター騎士爵領は、跡継ぎの不祥事により未開地部分の没収を命じる。詳細な没収領域はあとで伝えるとして、残りの未開地分のすべてを伯爵に陞爵するヴェンデリン・フォン・ベンノ・バウマイスターに与えるものとする」

「謹んでお受けします」

　俺は陛下から伯爵の爵位と未開地を下賜され、これでようやく実家に関するゴタゴタの大半が解決するのであった。




「一言で言えば、迷惑料であろうな！」

　俺が伯爵に陞爵されたあと、導師は俺、ヘルムート兄さん、エーリッヒ兄さんを自分の屋敷に誘い、そこで今日の褒賞の儀について自分の見解を述べた。

　とはいえ、彼は陛下と親友同士の間柄にある。

　導師の見解とは、すなわち陛下の考えそのものであった。

「未開地開発のために、クルトの廃嫡をバウマイスター伯爵に任せたがためのあの暴走劇、挙句に、中央の要職を持つ者まで関与しておったのである！　そこで、二人の兄君たちにも褒賞を与えてバウマイスター伯爵に気を使ったというわけである！　今は領地になる予定地を調査中のパウル殿も、すぐに準男爵位と領地の分与が認められるであろう！」

「確かに、俺が断るのも何ですしね」

　俺への褒賞はもう最初から決まっているわけで、あまり増やすと俺が断る可能性を考慮したらしい。だが、兄さんたちへの陞爵ならば何も言えまいと、急きゅう遽きょ呼び出して陞爵をしたのだと導師は説明した。

「いや……いきなり陞爵とか、周囲の視線が痛いんですけど」

「ヘルムート兄さんは、普段は水源地警備だからいいよ。私の場合には、職場というものが……」

　いきなり呼び出されていきなり陞爵したのだ。

　それは、二人とも、さぞ周囲からの視線が痛いであろう。

「しかも、実家は跡取りの大不祥事と。これで陞爵はおかしいだろうという話になる」

「どうせ、その件で暫しばらくは不愉快な思いをするわけであろうからと、陛下は、陞爵を決めたのである！」

　貴族たちとてバカではないので、暗殺未遂事件の共犯がルックナー男爵であることも、そのあとに俺が未開地の開発を始めることも重々承知のはず。

　なので、逆にすぐに擦り寄ってくるであろうと導師は予想していた。

「それはそれで嫌というか……もう実害は受けていますけどね」

　王都に住む貴族たちの間では、既に未開地開発の噂うわさで持ちきりらしい。

　エーリッヒ兄さんは早速、職場の上司や同僚から『うちの子を、弟さんの家臣に雇ってほしい』と頼まれているそうだ。

「すみません、迷惑をかけて」

「大丈夫、全部ルックナー財務卿に押しつけたから」

　エーリッヒ兄さんは、『そういうことの決定権は、ほぼ全部偉い人が握っておりまして。私では、どうにも……』と上手くかわしたらしい。

　結果、先のルックナー男爵一家惨殺事件と合わせて、ルックナー財務卿の屋敷には余計に多くの人たちが押しかけるようになったそうだ。

　とばっちりでモンジェラ子爵などにも、大量の陳情者が押しかけているようであったが。

　これは、ルックナー財務卿の寄より子ことしては仕方がないのかもしれない。

「そういえば、うちもあったな」

　普段は、水源地である森を警備する仕事をしているヘルムート兄さんであったが、つい先日、警備する人手が足りなくて一人だけ人員を募集したらしい。

「一人しか採らないのに、応募してきたのが三百人を超えたからな」

　応募してきた人たちも、侯爵家の三男とか、伯爵家の次男とか、どうしてこんな人がというのが沢山来たそうだ。

「うちで落ちても、ヴェルの家臣に推挙されるかもとか思ったのかもな。単純に、顔を売りにきたのかもしれないけど」

「すいません」

「俺らは、普段は森の警備で篭こもっているからな。あまり世間の噂なんて気にしないさ。それに、準男爵になれたし」

　ただ、その陞爵と同時に管理する森がもう一つ増えたらしい。

「隣接している森だから思ったほど面倒ではないけど、また人を採らないとなぁ……応募、何人くるかな？」

　騎士爵家や準男爵家が警備する森で働く人員なので、対象は元冒険者とか、平民の子供とか、騎士爵家の三男以下とか、そういう人を対象にしているわけで、伯爵の子供とかに応募されても困ってしまうだろう。

「そんな人を採っても、命令しにくいですね」

「だろう？」

　それに、下手にその人と揉もめると、父親である伯爵とかが出てきて面倒になる。

　貴族の常識として、そんな格上な貴族の子供など採用しないのが普通であった。

「私も、昇進するみたいだね」

「それは、おめでとうございます」

「ただ、予算執行委員の末席か……明らかに、ヴェルとの連絡役だと思う」

　開発は俺の手持ち資金で始まるのだが、王国としてはまったく援助をしないわけにもいかない。

　一から伯爵家が立ち上がるわけで、余っている貴族の子弟たちの有力な就職先でもあるのだ。

　雇用関連で補助金を出すそうで、それを管理するのがエーリッヒ兄さんの役割になるらしい。

「未開地開発である程度目め処どが立ったら、また陞爵があるからと言われた」

「それって？」

「間違いなく、あの人の後釜だね」

　同じ会計監査長ではないかもしれないが、財務関連の法衣男爵が一人消えたので、その後釜にエーリッヒ兄さんというわけなのであろう。そして俺に恩を売るというわけだ。

「そういえば、ヴェルにも追加で褒賞があったよね」

「ええ」

　過去の功績と合わせて、あの未開地や魔の森での探索に貢献し、新しい領地開発のきっかけを作ったという功績を元に、追加で褒賞が与えられた。

　まずは、取り潰されたルックナー男爵家の資産をすべて。

　あの惨殺劇があった屋敷も含まれるのだが、いらないと言ったら不動産屋に売却して現金でくれるらしい。

　間違いなく、その不動産屋はあのリネンハイム氏であろうと思われる。

　旧ルックナー男爵邸は、教会から駆けつけた神官たちが怨念の残りを浄化した際に、一緒に浄化はされている。

　だが、あんな惨劇があった屋敷をいきなり使う人もいないであろうから、暫くは塩漬けになるであろう。

　あの胡う散さん臭いリネンハイム氏からすれば、格好の儲もうけ話ということだ。

「ルックナー財務卿から聞いたんだけど、屋敷の蔵から相当な資産が見つかったらしいね」

「確か、総額で五千万セントほどだと」

　ほぼ半分が金貨などで、残りは美術品や魔道具であったそうだ。

「いくら役職持ちとはいえ、法衣男爵にしては多すぎる」

「あの男のことである！　美術品や魔道具が多かったことから想像して、裏市場に便宜を図っていたのであろう」

　侯爵にして財務卿の兄に逆らい、小規模とはいえ独自に派閥まで保持していたのだ。

　子分を養うのに、金が必要だったのであろう。

「そっちは、開発に使えるから別にいいんですけどね」

　誰がどんな手段で得ようと金は金。開発資金にあてればいいので何の問題もないのだが、もう一つ困ったものを押しつけられていた。

「複数の爵位を褒美って、あるんですね？」

「稀まれに、ないこともないのである！」

　ルックナー男爵の巻き添えで死んだ貴族たちで、直系に跡取りがいなかった準男爵家一つと騎士爵家が三つ。これを他人に自由に与えることができる権利を俺が貰ったのだ。

「大領を持つ貴族などに、王国が配慮するケースが昔はあったのである！」

　その権利を貰った大物貴族は、自分の領地を割いて次男以下を準男爵や騎士爵にしたりできるそうだ。

「表向きは、相続問題で混乱を生じさせないためである！　実際には……」

　王国側が、その大物貴族の力を落とすために渡していた面もあったようだ。

　代を重ねるごとに、領地が細切れになるのを期待してのことらしい。

「ただ、バウマイスター伯爵には必要であろう？」

「確かに、必要ですけどね」

　本当は、アマーリエ義姉さんと甥たちには王都で暮らしてもらう予定であったが、あまりにあの虐殺事件の印象が強すぎて不可能になってしまったのだ。

　そこで、暫く事件のほとぼりが冷めるまではバウマイスター領内で暮らしてもらい、それから王都で勉強をしてもらう予定にしていた。

「クルト兄さんの子たちか……」

「はい。成人したら、爵位と領地を分けて分家扱いにしますよ」

　クルトには思うところがあったし命まで狙われたが、アマーリエ義姉さんや甥たちを恨む気持ちはない。将来、向こうからは親の仇かたきと思われるかもしれないが、それは仕方がないと思っていた。

「これでようやく、未開地の開発が始まると陛下は安あん堵どしていたのである！　さて、話も終わったことだし、昼食でも食べていくのである！」

　アームストロング子爵邸での昼食後、ヘルムート兄さんは森の警備に戻り、エーリッヒ兄さんも職場へと戻る。

　俺と導師は、『瞬間移動』でバウマイスター領へと戻る予定なのだが……。

「導師、腹がはち切れそう」

「若い者は、もっと食べないといけないのである！」

「胃の容量は決まっているから！」

「何の！　一度お腹が一杯になっても、少し待てばまだ入るのである！」

「どこの大食いチャンピオンだよ！」

　さすがに外の目があって唐揚げなどは出なかったが、物もの凄すごい量のフルコースで、さらにお代わりは必ずさせられるのが導師の屋敷における食事のマナーだったのだ。

　味はよかったのだが、森林警備で普段から体を動かしているヘルムート兄さんはともかく、事務系で食の細いエーリッヒ兄さんには試練であったと思われる。

　さらに、導師には奥さんが四人に子供が十八人もいる。

　貴族なので食事中に騒ぐ子はいなかったが、食事前にはお土産や面白い話をせがまれて揉みくちゃにされた。

　今回が初めてのヘルムート兄さんとエーリッヒ兄さんは、その光景に絶句しているようであった。

「うちなんて、目じゃねえな」

「噂には聞いていたけど……」

　ただし、導師の家の子供たちは全員いい服を着ていたし、教育なども最高のものが受けられる環境になっている。

　既に成人した上の子供たち数名はいなかったが、これは跡取り息子が軍人になっていて、他の子たちは冒険者をしたり、新しく商売などを始めているからだ。

「えっ！　商売なんてしてるの！」

　ヘルムート兄さんは驚いているようであったが、それがこの家の教育方針であった。

　跡継ぎである長男にしか爵位を渡せない以上、他の子たちには自分で生きる道を探してもらうと。

　その代わりに、教育は平等に受けられるし、貴族家にしては珍しく財産は分与することになっているそうだ。

「財産を分与するのか！」

「導師の場合は、ちょっと特殊ですからね」

　現役冒険者時代にうちの師匠と遜色ないくらいに稼いでいたし、法衣子爵家の年金、王宮筆頭魔導師の役職給、双竜勲章の年金、グレードグランド討伐で得た褒賞、いくつかの名誉職に付随する手当てと。そして、今でも少し時間が空くと狩りに出かけていた。

　最近特にお気に入りなのは、リーグ大山脈と同じく飛竜の住みかになっている王都から少し離れた『コンロン山地』であった。

　ここから、月に二、三匹ほど飛竜を狩ってくるのだ。

　一般人には脅威でしかない飛竜も、導師から見れば効率のいい金かね蔓づるでしかなかった。

「あれ？　導師ってもう引退したんじゃ？」

「冒険者の引退宣言って、実は無意味なんですよねぇ……」

　冒険者が引退宣言をするのは、ある程度の年齢になって衰えた状態で、ギルドや王国からの強制依頼を断るためであったからだ。

　だから、たまにアルバイトで狩りに出ても、何ら咎とがめられることもなかった。

　むしろ、魔物の素材は常に不足しているので、頑張ってくださいというのがギルド側の見解だ。

「空いている時間に飛竜を狩る冒険者って、間違いなく導師くらいですし」

「そうだな。俺なら、いくら時間があっても無理だわ」

　その収入もあって、導師の家は法衣子爵の中でも圧倒的に財政状態がよかった。

　あのホーエンハイム枢機卿が、『うちも教会幹部なので、他の法衣子爵家よりは相当に裕福だと思うが、導師の家とは比べるだけ無意味じゃの』というくらいなのだから。

「このアームストロング子爵家は、某それがしの魔法によって成り立った家なのである！　よって、某の死後は普通の法衣子爵家に戻るのみである！」

　だから、財産をすべての子供たちに分与し、普通の法衣子爵家に戻してしまうのだそうだ。

　それでも、他の法衣子爵家よりも圧倒的に裕福ではある。つまり、それほど導師は稼いでいるというわけだ。

「ただ残念なのは、某に娘がいないことであろうか……」

　もともと、アームストロング家は男子が生まれやすい家系であるらしい。

　そして導師の子供たちも、全員が男子であった。

「娘がいれば、バウマイスター伯爵に嫁がせるのであるが、とても残念である！」

「そうですね……（助かった……）」

　俺からすれば、導師をお義と父うさんと呼ばずに済むのは大変に助かった感じがする。

　娘は父親に似るらしいから……とここまで言えば、他に何も言うことはない。

「しかし、バウマイスター伯爵もこれから大変であるな！」

「いいえ。全部、代官のローデリヒに丸投げですから」

　未開地の開発については、金を出してあとは丸投げのスタンスを変えるつもりはなかった。

　なので、これでようやく元の冒険者稼業に戻れると、俺は心から安堵するのであった。





第八話　バウマイスター伯爵領開発開始







　実家に関わる様々な騒動や事件の処理が終わり、未開地の開発がようやくスタートした。

　未開地の大半を下賜された俺は王家からバウマイスター伯爵位を与えられ、本家を相続する身となった。

　細かいことだが、これをしないとヘルマン兄さんが継いだ騎士爵家が本家で、俺の伯爵家が分家という奇妙な状態になるからだ。

　本家と分家の交代はたまに発生する。

　時の流れによる栄枯盛衰というやつだが、それはどこの世界でもよくあること。没落しない名家というのはなかなか存在しないようだ。

　しかし、バウマイスター騎士爵家は、別に滅んだり没落したわけじゃない。

　今回の事件で、処罰などされていないのだから。

　リーグ大山脈以南の未開地は大半がバウマイスター伯爵領となり、うちが本家にして寄より親おやという立場になった。

　その下に、近い将来、男爵になる予定のヘルマン兄さんが継いだ旧バウマイスター本家と、パウル兄さんに分与された準男爵家、そして将来的には、アマーリエ義ね姉えさんの子供たちにも騎士爵領を分与する予定になっている。ただし、甥おいたちはバウマイスターの姓を名乗れない。

　ともに、アマーリエ義姉さんの実家であるマインバッハの姓を名乗ることになっていた。

　家臣たちも、マインバッハ家の縁からある程度受け入れる。

　クルトのせいで利権がパーになったので、それなりに配慮しないといけないからだ。

　それと、アマーリエ義姉さん自身の身の振り方であるが、子供たちを養育するために残るそうだ。

『まだ若いのですし、再婚とかは考えないのですか？』

『子供を二人も生んだ出戻りの再婚先なんて、よくてご隠居様の後添えか、下手をすると商人の妾めかけがせいぜいだもの。もう結婚はしないわ。子供たちをちゃんと育てないと』

　クルトのようになられると困るので、ちゃんと漢字や計算も教えるのだそうだ。

『それに、戻りたくないのよね。実家から何を言われるか……』

　マインバッハ家からすれば、今回のクルトの失態は青天の霹へき靂れきだったはず。

　普通に対応していれば、娘婿の縁で領地は未開地開発特需で潤っていたはずなのに、今では嫁がせた娘は暗殺未遂犯の妻になってしまった。当然、立場的に俺に利益供与などは求められない。

　アマーリエ義姉さんが実家に戻っても、邪魔者扱いされるのがオチであると。

『パウル様の新領地に、お義と父う様やお義か母あ様と一緒に移ります』

　隠居した父であるが、そのままバウマイスター騎士爵領に残ると新領主となるヘルマン兄さんがやりにくかろうということで、パウル兄さんが開発を始める領地に移住することになった。

　パウル兄さんの領地も完全に一からのスタートなので、父の前領主としての経験も生きるはずである。

　クルトと一緒に俺の襲撃に参加した共犯者の家族たちも、一緒に移住することになった。

　間違いなく、あの事件の一番の被害者は彼らであろう。

　いきなり自分の祖父や父が、貴族に対する暗殺未遂事件の共犯だと言われたのだから。

　共犯者は極秘裏に参加をしていたので、家族などに一切相談していなかったそうだ。

　気軽に家族に相談できることでもないが、知った時には一家の主あるじはもうこの世におらず暗殺未遂犯になっていた。

　犯罪者の家族が周囲から偏見を受けるのはどこの世界でも同じであり、それを避けるために、新しい領地へ移住することになったのだ。

　調査の結果、パウル兄さんの領地にはいい水田になりそうな湿地帯があり、俺がなるべく早期に、ある程度の開墾を魔法で済ます予定である。

　家などは、またレンブラント男爵に移築してもらった。これからも追加で何度か頼む予定である。

『最近、バウマイスター伯爵はんは大忙しでんな』

　相変わらず妙な関西弁であったが、どうやらルックナー財務卿が、優先してうちで仕事をするようにお願いしてくれたらしい。

　そのくらいはしないと、弟の件もあって利権を大幅に削られる可能性があるからだろう。

『お土産でも持って遊びに行きますよ、アマーリエ義姉さん』

『是非お願いします。あの子たちにとっては、バウマイスター伯爵様は竜殺しの英雄ですから』

『親殺しの仇かたきでもあるんですけどね』

『その辺の詳しい事情は、あの子たちがもっと大きくなってからちゃんと話をします』

　父、母、アマーリエ義姉さんたちがパウル兄さんの新領地へと引っ越したのを見届けてから、ようやくバウマイスター伯爵領の開発が始まる。




　まず初めにやらないといけないことは、伯爵領の本拠地をどこに置くかを決めることであった。

「とはいっても、参考になる情報源が、俺お手製の地図だけだな」

　今までに未開地を測量し、正確な地図を作成した人間はいない。

　俺が『瞬間移動』を使うために作ったお手製の地図しかなく、これも所しょ詮せんは素人の作品だ。

　あまり参考にはならないかもしれない。

「お館やかた様、今は時間が勝負です。正確な地図は、あとでそういう者を雇って作成すればいいのです。では、参りましょうか」

「どこに？」

「候補地の選定にです」

　立ち上がったばかりで人が少ないバウマイスター伯爵家は、現在も開発特区内にある屋敷に対策室を作って居候をしている。なるべく早く本拠地を選定して移転する予定になっていたが、その中で一人だけ異常に張り切っている人物がいた。

　家令から、今は代官、うまくいけば家宰になる予定のローデリヒである。

「実際に、現地を見た方が早いと思うのです」

　ローデリヒの言うことは正論だ。実際に現地を見た方が色々と手間が省ける。

「候補地は、三百五十六箇所まで絞りました」

「多いな」

「本拠地というのはそう簡単には変えられませぬ。将来の子孫たちに大きな負担になりますから」

　まったくもって、ローデリヒの言は正しかった。

　それに、既に人が住んでいる土地を下賜されたわけではない。誰もいない土地だからこそ計画はしっかりと、というのがローデリヒの考えであった。

「候補地を回ればいいんだな？」

「はい、お館様の『瞬間移動』を使えば、一日で終わりますから」

「はい？」

　思わず、言葉尻が疑問形になってしまった。

　候補地三百五十六箇所を今日一日で回るというのだから、驚くのも無理はないだろう。

「お館様！　バウマイスター伯爵領の立ち上げは、陛下も注視する大事業！　予定を早められるところは急ぎ早めませんと！」

　ようやくやりがいのある仕事を得たローデリヒは、とにかく必死だ。

　俺は、前世のテレビで見た某テニスコーチを思い出した。ローデリヒ感が強く出ているということで。

「お館様の魔法に、すべてがかかっているのです！」

「わかったよ……」

　ローデリヒの必死さに、俺は彼の願いを了承してしまう。勢いに押されてしまったともいう。

「はははっ、ヴェルも大変だな」

「何を言っているのだ？　エルヴィンも一緒に来るのだぞ」

「俺もですか？」

　俺たちの候補地回りを他人事のように思っていたエルは、自分も参加するのだと聞かされて思わず大声をあげてしまう。

「当たり前ではないか。エルヴィンは、お館様の護衛なのだから」

「ううっ！　正論すぎて反論できない……」

「拙者もお館様の護衛を行いますが、万が一のことがあってはいけないのですから。奥様たちは、お留守番といくつかのお仕事をお願いします」

「わかりました。無事のお帰りを」

「みんな、頑張ってね」

「ボクとヴィルマが残るのは、こちらの万が一に備えてかな？」

「ヴェル様、行ってらっしゃい」

　エリーゼたちも遊んでいるわけにはいかない。

　本拠地が決まればそこを拠点に開発を進めるので、引っ越しの準備などが必要だからだ。

　またローデリヒが不在の時に訪ねてくる商人や、移住希望者への対応も必要であり、これはエリーゼが担当となっていた。他の三人はエリーゼの補佐を行う。

「ご安心を、一日で終わらせますので」

「（エリーゼ、一日は無理！）」

「（さすがに言葉の綾あやかと……何日かはかかるとローデリヒさんも思っていますよ）」

　そうエリーゼに言われて候補地巡りを開始したのだが、奴は本気で一日で終わらせる気だ。




「ここは、地盤が悪いですな。山に近く、拡張にも手間がかかる……次の候補地に参りましょうか？」

　やりがいのある仕事を与えられた、新入社員のような年齢のローデリヒであったが、彼は物もの凄すごく優秀であった。素早く正確に候補地を見て評価を下し、メモに気がついたことを記載していく。

「エルヴィン、お館様の安全を第一に！」

「わかりました！」

　護衛役ではあるが、あまりすることがなくて暇そうなエルに声をかけるのを忘れない。

　部下のサボリに敏感な、優秀な上司というわけだ。

「これは地味に疲れるなぁ……」

　無人の未開地で刺客などはいなかったが、野生動物が襲ってくる可能性もあって常に緊張感を強いられる。

　エルは、『瞬間移動』の連続で魔力を消費し続ける俺とは別の意味で疲れ果てていた。












「予定どおりに候補地の視察が終わってよかったですな！」

「（よくない！　というか、なぜローデリヒさんは元気なんだ？）」

「（知らないけど、俺はもう魔力が限界で眠い……）」

　ローデリヒは宣言どおりに、一日ですべての候補地巡りを終わらせた。

　既に空は暗くなっており、屋敷に戻った俺とエルはエリーゼたちが作った夕食を食べると、泥のように眠ってしまう。

「お館様、おはようございます」

「ヴェル、この人は何でこんなに元気なんだ？」

「さあ？」

　俺たちが寝たあとも、ローデリヒは回った候補地から本拠地を選定する作業を夜中まで行っていたと、エリーゼから聞いた。なのに彼は、早朝から誰よりも元気だ。

　俺とエルは、ローデリヒのタフさに驚いてしまう。

「遂に、本拠地の本命が決まりましたぞ」

　朝食後、屋敷の一室に作られた対策室において、ローデリヒはボードに地図を張り、その場所を示してみんなに説明した。

「海沿いという案もあったのですが、魔の森がありますし、将来的な拡張性という点で問題があります。そこで、この場所にしました」

　ローデリヒが示した場所は未開地のちょうど中心部、広大な草原が広がる場所であった。

「この場所だと、将来人口が増えた時に町の拡張も容易、移動は陸路と魔導飛行船でというわけね？」

「そのとおりです、イーナ様。地盤もしっかりしており、何より平へい坦たんなのがいいです」

「魔導飛行船の当てはあるのかな？」

「それも抜かりなく」

　イーナとルイーゼの疑問にも、ローデリヒは淀よどむことなく答える。

「お館様たちは、地下遺跡から多数の魔導飛行船を発掘されました。隻数が増え、この未開地への航路の定期運航も決まっております」

　ローデリヒは、既に王宮と交渉して魔導飛行船の定期運航を決めていた。

　王都～ブライヒブルク～本拠地予定地航路が一週間に一便、将来的には小型船を領内で運航する計画も立てているそうだ。

「さすがだな、ローデリヒ」

「いえ、これもお館様のご威光のおかげ」

　まだ若いのに、恐ろしいまでの有能ぶりである。

　前世で俺が新卒だった頃は、こんなに有能な人間ではなかったはずだ。

　今も、そうではないと断言するけど。

「ヴェル様」

「何だい？　ヴィルマ」

「町の名前」

「それがあったな」

　何もない場所に巨大な町を作る計画なのだから、町の名前を決める必要があった。

　ブライヒブルクのように、バウマイスター伯爵領の中心都市になるだから、ちゃんとした名前を……。

「思いつかない……」

　元が日本人なので、いまいちドイツ風の命名には慣れていなかった。

　予想外のアクシデントである。『新京』とかつけても、意味を理解してもらえなさそうだし。

「お館様、こういう場合は無難にバウルブルクでよろしいかと」

「確かに無難な命名だな」

「変に捻ひねるよりも、無難な方がいい」

　ヴィルマがそう言うので、バウルブルクにしておこうと思う。

　無難で中央の偉い人たちでも思いつきそうな名前の方が、向こうもあれこれ言ってこないだろうし。

「お館様、本拠地と名前が決まったら、次は受け入れ準備を行いましょう」

「受け入れ準備？」

「はい、本拠地となる場所に、先遣工事隊と警備部隊が寝泊まり可能にならないといけませんから」

　いきなり現地に魔導飛行船で人員を派遣しても、何も準備ができていないと失敗する可能性がある。だから、先に現地である程度準備を行う必要があるのだとローデリヒは言う。

「大変なんだな」

「何を仰おっしゃっているのです？　我らでそれを行うのですよ」

「俺たちがか？」

「はい、そもそも今の時点で現地に移動可能なのはお館様だけではないですか」

「だったよなぁ……」

　バウルブルク建設予定地を王宮やブライヒレーダー辺境伯に連絡し、最低限魔導飛行船が発着可能にならないと向こうは船を出してくれないというわけだ。

「少人数のため、暫しばらくは現地での寝泊りは危険です。お館様の魔法で運べる人数内にしましょう」

　というわけで、ローデリヒの説明を受けた俺たちは、『瞬間移動』で現地へと飛ぶ。

　そこには、広大な草原が広がっていた。

「草以外、何もないな……」

　ブライヒレーダー辺境伯の命令でついてきたブランタークさんも、バウルブルク建設予定の未開ぶりに驚いていた。

「この何もない地で、バウマイスター伯爵家一万年の最初の一歩が踏み出されるのです」

　一人だけ、ローデリヒはこちらが若干引くほど感動していた。

「ローデリヒさん、まずは何をします？」

「基点、バウルブルクの中心部となるお屋敷の位置を確定します」

　屋敷ではあるが、万が一の時には防衛拠点にもなる城じょう塞さいに近いものを建設しないといけない。

　政庁を兼ねた施設も必要なので、地盤のいい城下町の拡張を行いやすい位置を特定するのだ。

「それはいいけど、草だらけだな……というか、草しかない」

「そのための、お館様です」

　そんなわけで、俺は屋敷の中心点を探すべく、『ウィンドカッター』で草を刈り、地面を魔法で平らにする作業に没頭することとなる。

「人手のみですと時間がかかりますが、魔法は凄すごいですな」

　もう東京ドームいくつ分の草を狩り、地面を平らにしたであろうか。

「よ───し、そっちに行ったぞ、イーナ」

「任せて」

「狼おおかみが多いなぁ」

「狼、美お味いしくない……」

　草原には多数の野生動物がおり、彼らは地球の動物たちのように人間を見ても逃げるとは限らない。

　エル、イーナ、ルイーゼ、ヴィルマは、整地をしている俺に襲いかかろうとする猪いのしし、鹿、熊、狼などを狩っていた。彼らをある程度駆逐しないと、他の工事作業員たちを呼べないというわけだ。

「これ、ある程度駆逐しても、すぐに周辺から寄ってきそう」

「ルイーゼ様、一度拠点さえ作ってしまえば、あとは警備隊に狩らせて食料にすればいいのです」

　狩った獲物は、すべて魔法の袋に仕舞ってある。

　現地に滞在する人たちの食料にするためだ。現地調達できるものはそうした方が、その分、他のものを輸送できるとローデリヒが説明する。

「トラブルもないか……美う味まそうだな、エリーゼの嬢ちゃん」

「味見なさいますか？　ブランターク様」

「それは役得だな」

　ブランタークさんは、作業中の俺とみんなの食事を担当しているエリーゼ、そして中心点の選定に集中しているローデリヒの警備を担当していた。

「あの男、簡単な測量もできるんだな」

「以前に、アルバイトでやったことがあるそうです」

「ルックナー男爵って、バカなんじゃないのか？」

　ブランタークさんは、有能なローデリヒをなかなか認知しなかったルックナー男爵をバカ呼ばわりしていた。

「お館様、ここがよろしいかと」

　同じ作業を黙々を行うと落ち着くとかいう人がいるが、俺は広大な面積の草原の草を刈って、地面を平らにする作業に疲れた。

　ようやく屋敷の基点となる位置をローデリヒが見つけたので、そこに印となる杭くいを打ち込むことになった。

「二人でハンマーを持って」

「あの……イーナさんとルイーゼさんとヴィルマさんは？」

「こういうのは正妻のお仕事よ」

「ヴェル、ガツンと打ち込んでね」

「儀式だから、エリーゼ様じゃないと駄目」

　俺とエリーゼはエルにハンマーを持たされ、イーナ、ルイーゼ、ヴィルマに促されて地面に刺さった杭にハンマーを振り下ろした。

「こういう儀式をするって聞いたことはあったけど、よく知ってたな、ローデリヒ殿」

「以前に、アルバイトで経験したことがありまして」

　なかなか仕官できなかったローデリヒは、とにかく色々な仕事を経験していて、それが今十分に生かされていた。

「基点の杭が打たれ、感動の極みですな、お館様」

　そして、ローデリヒは一人で物凄く感動していた。俺は疲れてそれどころじゃない。

「さあ、これからも先遣隊受け入れの準備を進めましょう」

　まだ作業は続くらしい。

　この人数で野宿は危険ということで、夕方まで作業をすると『瞬間移動』で屋敷へと戻った。

「疲れた……」

「ヴェンデリン様、今日はお疲れ様でした」

　ほぼ限界まで魔力を使い果たし、夕食後、寝る前にエリーゼから膝枕で耳かきをしてもらう。

　少しでも気を抜くと、夢の世界に飛んでいってしまいそうだ。

「みんなも疲れただろう？」

「まあな、一日中狩りばっかりしていたから」

　無人の未開地なので、とにかく野生動物が多かった。エルたちも物凄い数の獲物を狩って疲れたようだ。

「俺は、エルたちが羨うらやましいけど……」

　俺なんて一日中草刈りと整地だったから、狩りの方がよかったと思う。

「ルイーゼとヴィルマはもう寝ているわね」

　イーナが『しょうがないわね』という顔をしながら、もう寝てしまった二人をベッドまで運んでいく。

「俺も、何もしていないようで疲れたな」

　ずっと俺たちに危険がないか見張っていたブランタークさんも、これはこれで緊張を強いられるので疲れたようだ。

「俺も年かね？　にしても、ローデリヒ殿は何であんなに元気なのかね？」

　ブランタークさんが不思議がるのも当たり前だ。

「王宮への連絡、必要な人員の輸送手続き、雇用関係の書類も準備しないと。これは忙しいぞ」

　自分も走り回って疲れているはずなのに、その素振りも見せないで大量の書類と格闘するローデリヒに、俺たちはただ驚きょう愕がくするばかりであった。




「お館様、今日も張り切って頑張りましょう」

　翌日も、基点の確定は終了していたが、整地と狩りに俺たちは奔走することとなる。

「あとは、先遣隊が来てからでよくないか？」

「いえ、時間が勿もっ体たいないです」

　俺からの提案を、ローデリヒはきっぱりと否定した。

「先遣隊が来るまで一週間。その間にお館様が平地を広げれば広げるほど魔導飛行船による人と荷の降ろしが効率よく進むのです。他にも、なるべく早期に魔導飛行船の港の位置を確定しませんと。開発が進むと、中心部への荷降ろしは困難になります。事故などの危険性が増しますからな」

「わかったよ」

　ローデリヒの淀みない理論的な説明に誰も反論できず、今日もバウルブルク建設予定地において俺は草を刈り、整地を行っていく。

　未開地には、徐々に広大な平地が広がりつつあった。

「大分獲物を狩ったから、数は減りつつあるか？」

「そうかしら？　あまり変化がないように思うけど……」

　エルとイーナは、一向に減らない野生動物たちにやはり疲労感を感じているようだ。

「冒険者予備校時代、ブライヒブルク近郊にこのくらい獲物がいれば、誰も苦労しなかったのに……」

「それは、俺も思った」

　エルとイーナから少し離れた位置にいるルイーゼとヴィルマは、巨大熊の団体に遭遇していた。

「普通の冒険者だと、未開地は難易度高いなぁ。ヴィルマ、この熊さんたち、物凄く怒っているみたいだけど」

「縄張り荒らしたからだと思う」

「やっぱりそうだよね。これも生活のためだからゴメンね」

「人が生きていくには色々と大変」

　ルイーゼに襲いかかった熊たちは、攻撃をかわされた直後に延髄に蹴りを食らって意識を刈られ、急所に強烈な打撃を受けて倒れる。

　ヴィルマは大斧おのを縦横無尽に振るい、次々と熊の首を刎はねていく。

「熊は、味み噌そ煮込みにすると美味しい」

「味噌煮込みは美味しいよね。でもあと何日くらいこんな感じなんだろう？」

「五日くらいだとローデリヒさんが言ってた。ルイーゼ、疲れた？」

「ボクはいいんだけど、ヴェルの目が死んでるよねぇ……」

　ああ、ルイーゼの言うとおりだ。

　俺は、ただひたすら機械のようにこの地を整地していくのだ。

　単純作業の繰り返しで、それでも魔法の修行にはなっていると思う。

　こう黙々と作業をしていると、いつか悟りでも開けるんじゃないかと錯覚しそうだ。

　それから五日間、俺は途方もない面積の草刈りと整地を行った。

　もう東京ドーム何千個分？　何万個分？

　自分でもわからないが、ローデリヒだけは物凄く喜んでいる。

「予定が大幅に短縮されましたぞ。さすがはお館様」

　そして、この日のお昼に遙はるか北方の空から数隻の巨大魔導飛行船が現れた。

　王宮が急きゅう遽きょ飛ばした臨時便である。これには、バウマイスター伯爵家に仕官する予定の人たちや、バウルブルク建設に参加する作業員、現地に留とどまるために必要な物資などが積まれている。

「やっと来てくれた……」

　俺は一人、魔導飛行船から人と荷が降ろされるのを見て喜んでいた。

　だって、ローデリヒに扱こき使われる仲間が増えたと思ったから。

「バウルブルク建設作業員、測量技師、警備隊の人員を引き連れて参りました。いやあ、魔法とは凄いものですな。もうこれほどの平地ができあがっていて……」

「歓迎するよ！」

「バウマイスター伯爵様？　それは大変に光栄なのですが、一体何が？」

　俺は、自分の家臣になる若者の手を取って心から歓迎するのであった。




　もう暫くは、草刈りと整地はしなくていいよね？





第九話　ローデリヒ、奮闘す！







　広大な土地を整地し終わったのと同時に、王都から魔導飛行船が姿を見せた。

　開発に必要な人員と物資を積んでいるのだ。

　船には、バウマイスター伯爵家の家臣になる人たちも乗っていて、主だった人たちが挨拶をする。

「人数が多すぎて覚えられない……」

　ここ一週間ほど整地ばかりしているせいか、少し頭の働きが鈍いようで余計に覚えられなかった。

　そういえば、昔から人の名前を覚えるのが苦手で、商社員時代にも苦労していたのを思い出す。

　みんな名前がドイツ風で覚えにくいし、フルネームが長い人が多くて困ってしまう。

「トリスタン義に兄いさん？」

「ヴィルマ、久しぶりだね。親父の悪知恵で義理兄妹になったわけだけど、呼び方は自由でいいよ」

　バウマイスター伯爵家の仕官者や、警備隊、作業員などを引率してきたのは、あのエドガー軍務卿の四男トリスタンさんであった。

　彼は、父親のコネでうちに押し込まれたというわけだ。

　妾めかけ腹ばらだそうで、これ以上軍内で燻くすぶっているよりはということらしい。

　その辺の事情は、すべてローデリヒから聞いていたのだけど。

　他にも、警備隊の隊長クラスは軍閥法衣貴族の子息が多かった。

　全員ローデリヒは把握しているようだが、俺は知らない人の方が多い。

「さあ、開発の始まりですぞ」

　この即席家臣団において一番偉いのは、俺が自ら雇ったローデリヒである。

　今は筆頭家臣にして代官であったが、彼がその地位を保てるかは彼の力量にかかっているというわけだ。彼よりも優れた人物がいて、その地位を取って替わる可能性もあるのだから。

「まず作業員たちは、荷降ろしを手伝ってから、それを分類して保管、宿泊用のテントを指定の場所に……」

　俺たちが見ている前で、ローデリヒは事前に立てていた計画どおりにみんなを動かしていく。

　警備隊に野生動物対策と、作業員たちがいざこざを起こさないかの監視を命令し、測量技師、みんなの食事を作る調理人や洗濯屋にもそれぞれに指示を出していく。

「ローデリヒさんって、物もの凄すごく有能よね」

「それも、とびきりにな」

　イーナの言うとおり有能だし、何よりバウマイスター伯爵家のために身を粉こにして奮闘している。

　尊敬すべきではあるんだけど、そのせいで俺もサボれず、物凄い過重労働を強いられている。

　でも、それは俺のためでもあるので、ある種のジレンマに襲われていた。

「お館やかた様、本陣が完成しましたぞ」

　バウルブルク建設のみならず、こちらに生活の拠点を置けるようになるまでの本陣となるテントも完成した。

　未開地は、山地以外は温暖で雨さえ防げれば問題ない。

　作業員や警備隊の宿舎も、みんなテントであった。

「奥様方は、暫しばらくは通いですね」

「ここは男性ばかりなので、警備隊の指揮官としてもそうしていただきたい」

　本陣のテントが完成したので、トリスタンさんたちも打ち合わせのために姿を見せた。

「お茶をどうぞ」

「すみません、聖女様」

　トリスタンさんは、エリーゼからお茶を淹いれてもらって恐縮していた。

「エリーゼを知っているのですね」

「はい、警備隊関係者で知らない人はいませんね」

　訓練でも負傷するので、エリーゼから治療してもらった人は多いのだという。

「お館様、我々は家臣なのですから、そのように丁寧な口調でない方がよろしいかと」

「慣れなくてねぇ」

　元は貧乏騎士爵の八男だ。こんな大勢の人たちに傅かしずかれる生活に慣れるのであろうか？

「おいおい慣れていただければ」

「まずは開発計画の概要を説明するのですが、その前にどうなのです？　トリスタン殿」

「まあ、みなさん国の中枢で要職を占めている方々ですから、計画に遅延等はありませんね。ついでに、色々と企たくらんではいるようですが……」

　ローデリヒは、トリスタンさんから中央貴族の考えなどについて情報を得ようとしていた。

「お館様の結婚式が少し延びましてね」

「そうなんだ」

　自分のことなのに、今初めて聞いた。そう、俺は自分の結婚式を自分で決められないくらい偉くなってしまったのだ。

「せっかく領地の開発も始まりましたし、ここは館が完成してからということになりまして」

「それは、普通の考え方じゃないのか？」

「ルックナー財務卿ですな？」

「はい」

　ローデリヒは、自分の伯父であるルックナー財務卿の考えを知っているらしい。

　だから、念のためにトリスタンさんに確認を取ったのだ。

　しかし、いつの間にそんな情報を掴つかんでいたのであろうか？

「そう難しいことでもなく、ルックナー財務卿が、孫娘をお館様の側室にしようとしているというありふれたお話です」

　館の完成まで結婚式を延ばして、その間に何とかできないかと企んでいたらしい。

「まあ、ホーエンハイム枢機卿に知られて即座に頓挫しましたが……」

　本人は、弟の不手際を謝るために差し出すと言っていたらしいが、そんな言い訳がホーエンハイム枢機卿に通用するわけがなかった。

「ヴィルマ様を見ればわかる話なのですが……」

　ヴィルマは、あくまでも俺につけた護衛でもあり、俺の冒険者稼業にもついてこれる実力がある。

　このくらいの理由がないと、貴族といえど娘を俺に側室として押しつけるのは難しいというわけだ。

「そういえば、ローデリヒ殿も大変でしたな」

　トリスタンさんによると、ルックナー財務卿はローデリヒにルックナー男爵家を継がせようとも考えたらしい。

「あの……ローデリヒさんには、バウマイスター伯爵領開発責任者としての重責があると思うのですけど」

「何とか兼任させられないかと考えたようですよ。当然無理ですけど……」

　バウマイスター伯爵家の代官と爵位を兼任できるはずがない。

　またホーエンハイム枢機卿に知られて阻止されたと、トリスタンさんはエリーゼに説明した。

「あのような男が持っていた爵位と、あの男が何をして稼いだかわからぬ遺産など一セントとていりませぬ。それに、あんな潰つぶれかけた法衣男爵家よりも、バウマイスター伯爵家の家臣の方が希望が持てますとも」

「おおっ！　何かローデリヒさんが格好いい！」

　ローデリヒの男前発言に、ルイーゼが感嘆の声をあげる。

「というわけで、今は開発に注視いたしましょう」

　話を開発に戻し、ローデリヒが説明を始める。

「船便を増やしてもらえることになりましたが、正式な港がないと厳しいですな」

　大型魔導飛行船はなかなか臨時便を増やせないが、中・小型の船をブライヒブルクから週に三便運航することになった。

　現在、ブライヒブルクでは港の拡張工事を急いでいるそうだ。

　バウマイスター伯爵領内においても、まずはバウルブルク近郊に最優先で、さらに十箇所以上の港の建設を行う予定だとローデリヒは言う。開発に必要な物資の輸送に使うためだ。

　船と人員は王国側が提供し、船は買い取りで、人員も退役したベテラン空軍軍人たちが、うちで雇用した新人を訓練することになっている。

　将来的には、大型船以外はバウマイスター伯爵家で独自に運用してほしいのだそうだ。

「道路の建設も急務です」

　バウルブルクを中心とした道路網の建設に、海沿いには海上船舶専用の港も必要だ。

　これが整備できれば、多くの海を持つ貴族領から船便で荷が運べる。

　東部や西部の海沿いに領地を持つ貴族たちも、交易量の増加をおおいに期待しているようだ。

　準備ができ次第、工事を行う労働者などを、早速船で送り出す予定だという。

　さらに、領内の大型河川などは、大雨が降ると氾濫しやすい箇所もあるのでその工事も必要だ。

「お館様、バウマイスター伯爵家は寄より子こを複数抱えることになります。彼らへのフォローも必要です」

　バウルブルクから、ヘルマン兄さんが新領主になったバウマイスター騎士爵領や、パウル兄さんが開発する準男爵領へと続く道、他の都市建設予定地点などへと続く道の整備も必要だ。

「大計画だな」

「ああ、物凄い大規模だ」

　トリスタンさんたちは、そのような大計画に家臣として参加できることに喜びを隠せないようだ。

　興奮しながら同僚たちと話している。

「でも、時間がかかりそうですね」

「大変そう」

「イーナ様とヴィルマ様の仰おっしゃるとおりです。普通に行えば大事業となるでしょう。時間も費用もかかります」

　並の貴族が計画して実行しようとしても、成功率はかなり低いとローデリヒは語る。

「ですが、お館様の資金力と魔法があればさほどの難事でもありません！」

「「「「「おおっ！」」」」」

　ローデリヒの強気の発言に、みんなが一斉に声をあげる。

「そうだな、お館様がいらっしゃる」

「必ず成功させるぞ！」

　ローデリヒのプレゼンの上手さにつられ、みんな開発の成功を疑わなくなった。

　俺は、前世で勤めていた商社にローデリヒがいたら、きっと出世頭なんだろうと思ってしまう。

「お館様！　必ず成功させましょう！」

「おおっ……頑張るよ」

　ローデリヒの押しの強さに、俺はそのまま彼の提案を了承してしまった。

　そのせいで、再び忙しい日々が始まるのであったが……。




「俺、今日はみんなと魔の森に行く予定だったんだけど……」

　翌日から、バウルブルク建設予定地において工事が始まった。

　とはいえ、最初は測量に、追加人員の受け入れ、警備隊は野生動物狩りなどで忙しくまだ工事作業自体は始まっていない。

　物事には準備が必要であり、いきなり工事からスタートというわけにはいかないからだ。

「じゃあ、魔の森に行こうぜ。ブランタークさんも誘ってさ」

「いいね」

「お館様には、大切なお仕事がございます」

　エルの提案でみんなで魔の森に行くことになったのだが、俺だけローデリヒに止められてしまう。

「仕事？」

「はい、大切なお仕事でございます」

「ヴェンデリン様、これもバウマイスター伯爵家当主としての義務ですよ」

「はい」

　エリーゼから諭された俺は、みんなを魔の森に送ってから、ローデリヒからの仕事とやらに取りかかる。

「岩山だな、あと森」

　ローデリヒに頼まれて『瞬間移動』で飛んだ先は、良質な石材が採れる岩山であった。

「工期の短縮と、材料費節約のためです」

　無人の未開地に巨大な建造物を作る。素材は、この世界では石材が主流であった。

　これを魔導飛行船で運んでいたら、いくら時間と費用があっても足りない。

　現地で採集するにも、切り出しと運搬でやはり人手がかかる。

　ようやく来た作業員たちに任せるにしても、この場所を知っているのは、簡単とはいえ未開地の地図を作った俺だけであった。

「そのようなわけでして、お館様への強制依頼です」

「強制依頼？　石材の切り出しがか？」

　強制依頼、それは俺の行動を縛るもの、冒険者としての行動を正当化するものである。

　だが、そこに石材の切り出しというものはないはずだ。

「ご安心を、このローデリヒも冒険者でございます。適法の範囲内です」

　土木ギルドは、仕事の効率化のために魔法使いにも仕事を頼む。

　だが魔法使いは数が足りないので、冒険者と兼任という人が多い。

　土木ギルドと冒険者ギルドは、お互いに仕事の融通を利かせやすいというわけだ。

「ですので、この仕事をこなすと、お館様は冒険者としての評価も上がるのです」

　『冒険者としても頑張らないと』という俺の言い訳を軽くかわす、ローデリヒの秘策であった。

　そういえば、冒険者としてはローデリヒの方が先輩なのだった……。

「石材と木材の採集なので、冒険者の仕事とも言えなくもないです」

「強引な解釈だな」

「材料がないと、工事が始められませんので」

　ローデリヒは、魔導飛行船で運搬するものを現地調達できないものと人員だけにしたいらしい。

　材料がなければ工事が始まらないのだから仕方がない。

　早速『ウィンドカッター』で大きな石材を切り出し、小さいものや薄いものは水系統のオリジナル魔法『ウォーターカッター』で形を整えていく。

　この『ウォーターカッター』は、前世で水圧で素材を切る機械を見たのをヒントに考案していた。

　森にある木も『ウィンドカッター』で切り倒し、邪魔な枝や葉を取って木材に加工していく。

　ある程度石材と木材を作ったら、それを魔法の袋に入れてバウルブルク近郊に作った材料置き場に置きに戻った。

　石材はそのまま使えるが、木材は乾燥させないと使えない。

　作業員たちが屋根付きの置き場を用意していたので、そこに積んでおく。

「さすがは竜殺し様、これだけの石材と木材を一度に加工できるなんて」












　作業員たちは土木工事のプロである。

　皆、俺の材料採集と加工の腕前を褒めてくれた。

　本当は、冒険者としての腕前を褒めてほしいのだけど……。

「なあローデリヒ、石材と木材って、どのくらい必要なんだ？」

「できるだけ沢山です。今のところは数量に制限などございません」

「……」

　結局、その日は夕方まで石材と木材の切り出しに奔走するのであった。

　現地で残務をこなすというローデリヒを残し、魔の森で狩りをしていたみんなを拾って屋敷に戻ると、もう魔力はほとんど残っていない。

　バウルブルク建設予定地ではなく屋敷に戻ったのは、まだ俺たちが宿泊できるような状態でないからだ。

　エリーゼたちもいるので、安全対策でもある。

　あそこには、エリーゼたち以外に女性は一人もいなかった。調理人ですらおじさんなのだから。

「ブランタークさん、大猟でしたね」

「現役時代でも、あそこまで獲物が多い森はなかったな」

　ブランタークさんとエルは、今日の成果について楽しそうに話をしながら夕食を食べていた。

「採集物も豊作でした。薬草なども多いので、いい森だと思います」

　みんなにお茶を淹れながら、エリーゼも話に加わる。

　薬草にも詳しいエリーゼは、それらが豊富に生えている魔の森がいい場所だと嬉うれしそうに言う。

「魔物も多くて、冒険者をしているって気分になるわね」

「ボク、今までの最高記録じゃないかな？」

「美お味いしい獲物が沢山」

　イーナも、ルイーゼも、ヴィルマも、今日の狩りの成果について楽しそうに話をしている。

「俺も沢山採集したもんね！」

　石材と木材ばかりだけど、バウマイスター伯爵家の経理も見ているローデリヒの進言で、俺が採集した石材と木材はカウントされ価格も評価されている。

　俺から多額の資金を預かっているローデリヒであるが、意外と締まり屋だ。

　今ある資金でなるべく開発を進めるために、俺に石材と木材の切り出しを頼んでその報酬を還元するという手法を使っていた。

　なぜこういう面倒なことをするのかというと、貴族家の当主に私財という観念が薄いからだ。

　家の金を開発に使おうが、放ほう蕩とうに使おうが自由なのが貴族であった。

　あまりに酷ひどい奴は、家臣たちに押し込められたりするらしいけど。

「えっ？　ヴェルが採集？」

「そうだ、大成果だったぞ」

　俺はエルに、切り出した石材と木材の量を教えてやる。

「凄すごい量だな……でも、それは冒険者としての成果になるのか？」

「採集はしているし……」

　俺の苦しい言い分に、みんな微妙な表情を浮かべた。

「凄いですね、ヴェンデリン様！」

　唯一、エリーゼだけは目を輝かせて俺を褒めてくれる。

　エリーゼだけだ！　俺をわかってくれるのは！

「凄いのはわかるんだけど……」

「イーナさん、このような無人に近い未開地であれだけ巨大な建造物や町を作るのです。本当は物凄く時間がかかるのですよ」

　必要な材料の運搬のみで数年かかるというケースも珍しくないそうだ。

　この世界には重機やトラックなどないので、コツコツと運搬するしかないのだから。

　現地で採集するにしても、使えるものがあるか調査しないといけないし、あったとしても採集と運搬にはやはり手間がかかる。

　それがわずか一日で終わるなんて凄いと、エリーゼは言うのだ。

「新しい教会を建設する時には、多くの方々が大変な苦労をなさるのです」

「なるほど、そうなのね」

　この辺が、エリーゼとイーナたちとの生まれの差なのかもしれない。

「ボクたちも、毎日狩りというわけじゃないから。明日からはお手伝いするから早く寝ようよ」

　ルイーゼに促されて早めに就寝し、翌朝も急ぎ『瞬間移動』でバウルブルク建設予定地へと向かう。

「もう工事が始まっている」

「お館様！　強制依頼です！」

　現地に泊まり込んでいるローデリヒが俺に駆け寄り、いきなり仕事を依頼する。

　屋敷の建設を行うわけだが、有事の際には防衛拠点も兼ねるし、そう簡単に建て直しなどできない。測量した建設予定地を深く掘り下げ、強固な土台を作ることから始めるのだそうだ。

「土台の工事に時間がかかり過ぎです。ここは、お館様のお力の見せどころです」

「お前なぁ……」

　ローデリヒに言われ、俺は巨大で頑丈な土台を埋める穴を掘ることになる。

　人力でやれば相当な手間だが、魔法でやると一時間ほどで終わった。

「お館様が穴を掘ってくださったぞ」

「「「「「おおっ！」」」」」

　土台を作る穴を掘る手間が省けて、作業員たちは大喜びだ。

　急ぎ、屋敷の土台を作る作業を始める。

「凄い、お義と父う様が別荘を建てた時には、二年もかかったと聞いたのに」

　ヴィルマは、建設作業の早さに驚いていた。俺は、別荘というセレブな単語に驚いていたけど。

「ささっ、他の作業に入りましょうか」

　ここからは役割分担だ。エリーゼは怪け我が人が出た時のために本陣内の救護所詰めと、イーナと一緒に書類の整理を担当する。

「何？　この書類の量」

「伯爵家という規模で、すべて一からの建設です。このくらいは当たり前かと」

　二人は、自分たちにわかる簡単な書類の整理を始めた。

　ローデリヒも、工事現場の監督、警備隊を含む家臣たちとの打ち合わせ、ブライヒブルクから来た魔導飛行船に乗っていた商人との交渉、現場にいる作業員からの苦情や陳情の処理と、忙しく働いている。

　これに加えて、本陣の机に積まれている大量の書類の山だ。

　夜、睡眠時間を削って処理しているらしい。

　ローデリヒは今、俺が前世で読んだ、某課長が活躍する漫画の主人公のように輝いていた。




「この前、一週間もかけて狩ったのに、侵入が激しいな」

「これ、ヴェルに言って野生動物除よけの掘と土塁が必要だよね？」

「バウマイスター騎士爵領の開発特区にあるものは効果が高かった。ヴェル様にお願いするべき」

　作業員が襲われないように、エル、ルイーゼ、ヴィルマの三人は、警備隊と共に野生動物の駆除に奮闘していた。




「でも、ローデリヒが頑張るイコール、俺もサボれませんよと……」




　俺は、屋敷建設予定地から四方に伸びる町のメインストリートの工事に入っていた。

　拡張性も考えて道は物凄く広い。そうしておかないと、将来道を広げる際に住民の立ち退のきなどで面倒なことになるからとローデリヒが言っていた。

　事前に整地してあるので、適当な石材をハンマー代わりに魔法で動かして地面を踏み固め、脇に排水溝も掘っていく。

　それが終わると、作業員たちが石材を敷き、隙すき間まをコンクリートで塞ふさいだ。

　排水溝もすぐに埋まらないように、石材で補強するのを忘れない。

　要するに、大まかな部分だけ俺がやり、残りの細かな作業を人海戦術でやってしまうのだ。

「お館様のおかげで、作業が早くて助かります」

　今のところ必要な道路工事は一日で終わってしまった。

　翌日は、魔導飛行船の港建設予定地の基礎工事を手伝い、そのあとは侵入する野生動物を除よけるための掘と土塁をバウルブルク周辺に作る。

「お館様、作業は順調です。追加の作業員や家臣たちも来ました。ですが、人数が増えると不便になるものがあります、それは水です！」

　というわけで、俺はバウルブルクの各地に井戸を掘ることになる。

　井戸なんて掘った経験はないが、やってやれないこともなかった。

　これも、普段からの修行の賜たま物もの？かはわからないけど、井戸は無事に完成した。

「バウマイスター伯爵様が井戸を掘ってくださったぞ！」

　掘ってみてわかったのだが、強固な岩盤を打ち抜いて一〇〇メートル以上も掘らないと水は出なかった。その代わりに、そのまま飲めるくらい水は綺き麗れいだったけど。

「井戸掘り名人でもあったのね、ヴェルは」

「いや、ただ単に魔法で強引に深く掘っただけだと思う」

「その深く掘るのが大変なのよ。井戸掘りって」

　イーナからそう指摘されて、俺はなるほどと思った。

「いやあ、工事の計画が恐ろしい勢いで前倒しされております。さすがですな、お館様は」

　ローデリヒに乗せられている感もあるが、実際に工事を行い成果を見て、それが俺のものだと思うと次第にテンションも上がってくる。それ以上に疲れもするけど……。

「二次工事以降の計画も、前倒しいたしましょう」

　ローデリヒが無慈悲な決断を行い、次の日も大きな仕事があった。

「お館様、本日は近くを流れる河川の工事です」

　ローデリヒからそう言われながら図面を渡されるが、当然この世界にも治水の概念は存在する。

　河の流れを変えたり、川底を浚しゅん渫せつしたり、遊水地を作ったり、堤防を築いたりと。

　農業用水確保のために、用水路やため池の建設も必要だ。

　井戸だけではなく、バウルブルクにも生活用水路を引くので、その基礎工事も必要であった。

「この設計図どおりにやればいいのか？」

「はい、細かな補修作業などは、後日、人を送りますので」

　ここでも、大まかな部分は俺で、残りは人海戦術という基本に変化はないようだ。

　魔法で治水工事を進めていくが、さすがにこれには三日ほどかかった。

　バウルブルクと、その近郊に複数作る予定の農村へ、農業用水を送る用水路を掘るのに時間がかかったからだ。

「ルイーゼ、ヴィルマに負けないようにビシっと網を引かないと」

「ヴェル、何か凄い大漁だよ」

　俺が川底の浚渫を行っていると魚が大量に逃げたので、逃げ道にヴィルマたちが網を張って漁をした。

「ナンポウマスも少しいるな」

　本当はもう少し南の河に沢山いるのだが、この辺でもいないわけではない。

「エリーゼ、卵は大切に扱ってくれ」

「はい、ショウユに漬けておきますね」

　エリーゼたち女性陣がナンポウマスの内臓を取り、身はミソ漬けに、卵はザルで粒を分けてからショウユ、酒、ミリンを混ぜた液に漬け込んでくれた。

「川魚か。俺はヴェルほど苦手じゃないからな」

　エルが火をおこし、内臓を取って塩を振った川魚を木の串に刺して焼き始める。

　他の川魚は内臓を取って塩漬けに、これは作業員たちへの食料にする予定だ。

　食べられなさそうな小魚は持ち帰って、刈り取った雑草や木の葉や枝などとともに肥料にする予定であった。




「なあ、ローデリヒ」

「何でしょうか？　お館様」

　工事は恐ろしい勢いで進んでいくが、やはりどうにもならないこともある。

　いまだに毎日俺たちがバウマイスター騎士爵領内にある屋敷に戻っているのは、魔法で家は建たないからだ。

　この地に臨時住居として師匠の屋敷を移すにはもう少し時間がかかるであろう。

　作業員も警備隊の面々もテント生活なので、自分たちだけが見せつけるようにして屋敷に住むのもどうかと思うわけだし。

「それを解決すために、今日はお館様に王都に行ってほしいのです」

「もしかして……」

「お話は通してありますし、奥様たちとご一緒にいかがですか？」

　休暇も兼ねてということらしい。

　王都に移動してローデリヒに言われた場所に行くと、そこにはやはりあの男が待っていた。

「いやあ、あのバウマイスター男爵様が伯爵様になられるとは、これは本当にめでたい」

　俺に瑕か疵し物件ばかり押しつける印象がある、不動産屋のリネンハイム氏が揉もみ手をしながら俺たち一行を待ち構えていた。

「（ヴェル、大丈夫か？）」

「（相変わらずの胡う散さん臭さだねぇ……）」

　エルとルイーゼは、俺がいつかリネンハイム氏に騙だまされるのではないかと思っているらしい。

　もうとっくに騙されている印象は拭ぬぐえないが……。

「ローデリヒ様からお話は伺っております。ささ、どうぞ」

　リネンハイム氏の案内で、またいくつかの物件を見せてもらう。

「取り壊す予定の住居を、レンブラント男爵に頼んで移転だろう？」

「はい、時間優先というわけです。修理すれば三十年は使えますし、お値段も格安。移住して生活が安定してから建て直してもいいわけでして。あとは、こういう手もございます」

　リネンハイム氏の案内で、今度は王都郊外へと向かった。

　その空き地では、多くの大工たちが集まって一度に数十軒もの家を建てている。

「大工で、未開地へ仕事に出向くのは嫌だという方もいます。そこで、こういう空き地に家を建設していただくのです」

　それをレンブラント男爵に頼んで移築してもらえば、一度に大量の家がバウルブルクに完成するというわけだ。

「王国中で家を建てさせております。レンブラント男爵様は建築士でもあるので、大工にお顔が広いのですよ」

　家を一度に大量に確保できるし、家を建てている貴族の領地では景気もよくなる。

　一石二鳥の策というわけだ。

「あの、リネンハイムさん」

「何でございましょうか？　イーナ様」

「普通の住居は、これでいいと思うんですけど……」

　重臣を含む家臣や大商人など金持ちが住む屋敷、町の中に作る役所や、警備隊の駐屯所など、これもバウルブルクで一から建設すると大変だとイーナが指摘する。

「そちらも既に手は打ってありますです、はい」

　続けてリネンハイム氏は、商業街でも裕福な人たちが住むエリアへと俺たちを案内した。

「このお屋敷です」

「無人なのか？」

「はい、数年前までは羽振りがよかった方ですが、商売の世界は厳しいものです」

　商売が駄目になって破産し、屋敷も手放したというわけだ。

「競売物件かよ……」

「これですと、格安でいい物件が手に入りますよ」

　土地代はかからず上物だけであり、こういう物件を買い取ろうとする人は新しい家を建て直したがるケースが多いそうだ。

　安く土地だけが手に入り、中途半端な上物はこちらが無料で処分してくれる。

　これも、お互いに得をしていると言えた。

「なるほどね」

「あと、本日は紹介できませんが……」

　地方貴族などが別荘を作ってみたものの、資金繰りが悪化して維持が難しくなった。建ててみたけど使わなくなった。飽きたので建て直そうかと思っている。そういう物件も多数押さえているらしい。さすがは、問題物件で荒稼ぎしている男であった。

「大儲もうけで結構なことだな」

「いえいえ、私、バウマイスター伯爵様のために薄利多売でお勉強させていただいております」

　今回に限っては、リネンハイム氏が言っていることは間違っていないと思うが、やはり少し怪しいような……。

「次はですね……」

　続けて案内してくれたのは、びっくりするほど豪華な建物であった。

　屋敷というよりは、役所に近いような建物に見える。

「よう、バウマイスター伯爵じゃねえか。ヴィルマも元気そうだな」

「ヴェル様といると楽しい」

「そうか、よかったな」

　その豪華な屋敷の前で俺たちを待ち構えていたのは、エドガー軍務卿であった。

「エドガー軍務卿が、この建物の持ち主なのですか？」

「いや、それは違ってだな……」

　俺からの問いに、エドガー軍務卿は珍しく口を濁らせてしまう。

「私が代わりに説明いたします。やんごとなき方々は、時に様々な事情によりですね……」

　日本でもあった。毎年国債を発行してまで財源不足を補っているはずなのに、なぜか豪華で無駄な箱物が沢山あったりすることが。

　この王国でも、少し前までは軍縮気運で足りなかったはずの軍事費なのに、なぜか使いもしない軍の施設、高級将校用の保養所などが、王都郊外や地方の直轄地などに存在するらしい。

「一度作ってしまうと、維持費がかかりますでしょう？　こういう施設も大変にお買い得なのです。王国軍といたしましても、世間様に大っぴらになる前に、密かに売り飛ばして少しでも費用を回収したいでしょうし……」

「エドガー軍務卿、軍事予算はカツカツだって聞いていますけど？」

「言うなよ、ルイーゼの嬢ちゃん。俺の前とその前の軍務卿の仕業なんだぜ」

　予算が苦しい時に、あえてこういう豪華な箱物を作らせる。

　日本でも、地方都市の首長でこんな人が普通にいたのを記憶している。

「陛下に予算の無駄遣いをやめろと言われているというのに、保養所は人件費もかかるんだぜ。しかも、予算が足りないから宿泊費で利益を出そうとして利用料がクソ高い。だから誰も利用しないときた」

　ここにこの建物が存在するだけで毎年赤字が出るので、一セントでもいいから引き取ってくれという状況らしい。なくなれば、無駄な維持予算を使わずに済むからだ。

「あくまでも冗談で言ったのに、こんなに安いのかよ……」

「エドガー軍務卿閣下、ここは義娘むすめ様さまのために男らしくいきましょうよ」

「うう……上物だけ売るなんて、普通の奴にはできないからなぁ……」

　エドガー軍務卿は、渋々王国軍の不良債権建造物を無料に近い値段で放出する羽目になる。




「リネンハイム……なぜこの高級保養所の存在を知っている？」

「蛇の道は蛇と申しましょうか。ルックナー財務卿閣下、これを機に処分を検討なされては？　バウマイスター伯爵様やローデリヒ様に恩を売る機会ですぞ」

「わかった。だが、この高級保養所の存在は秘密だからな」

「はい、それは心得ております」

　世の中とは本当に不思議だ。貴族の子弟たちが仕官先を探すのに苦心しているのに、王都では予算の無駄遣いがあるのだから。

　しかも、マスコミなどがいないから、それを知っている人も限定されている。

「相変わらずえげつない方法で稼ぐな、リネンハイムのおっさん」

「でも、バウマイスター伯爵家のためになっているから……」

　エルはリネンハイム氏のやり口に若干引いているようだが、バウマイスター伯爵領の開発速度向上に役立っているのは確かであった。それは認めないわけにはいかない。

「いや───、儲かりましたな。買い取った建物は、レンブラント男爵様に移築していただきますので」




　このような方法で大量に入手した建物は、順次バウルブルクに移築された。

「信じられない早さですね」

　エリーゼも驚いている。本屋敷は建築途中であったが、政務を行う役所、警備隊の駐屯地、家臣たちに下賜する屋敷などが一通り揃そろい、一般領民向けの家も大量に移築された。

　領民たちの移住も始まり、区分された住宅地では大工が新しい家も建築している。

　男性ばかりでなく、老若男女多くの人々が引っ越しや、新天地での仕事を始めていた。

　港もほぼ完成し、定期的に魔導飛行船が来て人と荷を降ろしていった。

　作業員たちは、一部を除いて今度はバウマイスター伯爵領各地へと向かう。

　道を作りながら、各所に作られる予定の町や村、港の建設、河川工事などを続けるのだ。

「開発特区で手て馴なれた開墾に、南部には通常船用の港の建築と、港町の建設、改修しないといけない河川も多いか。道路網の整備もあるな」

　ローデリヒが立てた計画をすべて実行するのは時間がかかるが、今は彼が順位をつけた順にやっていくだけだ。

「ヴェル、面倒だとか言いながら真面目にノルマ以上の量をこなすわよね」

「何か、楽しくなってきた」

　自分の魔法で、実際に町や道路や港ができあがってくると楽しいものだ。

　しかも、全部自分のものというのが素晴らしい。

「無茶しちゃ駄目よ」

「魔法の訓練にもなるから、魔力は限界まで使うけどね」

　などと言っていたら、ある日、バウルブルクから一〇〇キロ以上も離れた道路建設予定地で魔力切れになって立ち往生してしまった。

「お館様、仮設テントの準備がしてありますぞ」

「まあ、泊まるしかないよな」

　野宿なら、十二歳までに相当経験している。未開地は寒くないので、さほどの難事でもない。

　作業員や警備隊と共に野宿となったが、飯は温かいものが出た。

　現場にはたまたまローデリヒとトリスタンがいたので、話し相手にも事欠かなかった。

「ご馳ち走そうですな」

　トリスタンは、支給される野菜が大量に入った味み噌そ仕立てのスープ、肉と魚の切り身焼き、果物などのメニューに喜んでいた。

　パンか御飯が選べ、夜の見回りがない者には酒が支給されるので、王国軍よりも贅ぜい沢たくなのだそうだ。

「王国軍の飯は量ばかり多くて不ま味ずいですからな。調味料は予算の都合で塩しか使いませんし。酒なんて自分で買えが基本です」

「そういえば、以前にグレードグランド討伐で軍の駐屯地にお世話になった時、量ばかり多くて不味い飯が出たのを思い出すな」

「野外の駐屯地で出る飯は、あれでもまだマシです。士気の維持が必要ですから」

　ただそれでも、昔の実家で出た飯よりはマシなんだけど。

「トリスタンの実家はエドガー軍務卿のところだから、いい飯が出そうだな」

「ああいう家ですので、見栄を張らないといけないパーティーとかではそれなりに。普段は、そうでもないですよ。太ると怒られますし」

　必ずしも全員が守っているわけではないが、軍人貴族が太っていると外聞がよくないと思われるそうで、普段はみんな節制しているようだ。

「あの親父が無駄遣いなんてしませんよ。ヴィルマが来てからは、彼女の獲物の成果が数少ない楽しみでしたし」

　夕飯を食べ終わると何もないので暇であったが、ローデリヒは一人灯ともしびの下で大量の書類と格闘していた。

「ローデリヒ、ちゃんと寝ないと駄目だぞ」

「ありがたきお言葉、お館様も早く寝てください。明日は『瞬間移動』一回分、長い距離の道路を整備できますな」

「お前、実は鬼か何かだろう？」

　これより暫く、俺は魔力切れでエリーゼたちのいる屋敷に戻れない日が続くことになる。





第十話　謎の女魔法使い







　拙者が立てた計画よりも、バウマイスター伯爵領開発は大分早く進んでいる。

　やはり、お館やかた様の魔法による部分が大きい。

　今までに冒険者としてもやってきたが、これほど器用で魔力の多い魔法使いは見たことがない。

　アームストロング導師は魔力は多いが、残念なことに戦闘に傾きすぎている。

　ブランターク殿は器用だが、こちらは魔力量ではお館様に勝てない。

　お館様の魔法は、その死を惜しまれたアルフレッド殿と同じくらい多彩で、魔力はアームストロング導師を抜く日もそのうち訪れるであろうと……おっと話が逸それてしまった。

　バウルブルクは、本屋敷はまだ建設途上であったが城下町の建設は進んでいた。

　町は拡張を続ける予定で、野生動物除よけの土塁を築いた範囲内の整地は終わっている。

　土塁の石壁化工事と合わせて、周辺の町や村落の開発も順次進めていく。

　バウマイスター伯爵領は広い。他にも多くの町や農村を各所に作り、効率よく農作物が運搬できる輸送網を整える必要がある。そのためにもバウルブルクを基点とした、蜘く蛛もの巣状の道路網建設を推進しなければならない。

　道幅を広くし、悪天候時にもぬかるみにくいよう、石畳による舗装と道の両脇に排水溝も作る。

　中・小規模の魔導飛行船用の港も、領内に十箇所以上建設予定である。

　農業用の用水路整備と井戸も、もっと必要であろう。

　魔の森を挟んだ南の海岸地帯には海上船舶用の港を作る。大型船舶が停泊できるように浚しゅん渫せつを行わないと駄目だ。

　大規模製塩業や、南方諸島群への移住と、製糖事業の立ち上げもある。

　鉱山開発も重要な産業だ。お館様は、魔法で岩石に含有する鉱物がわかる。

　鉱山技師は貴族や大商人が抱え込んでいるケースが多く、これに頼むとバックの連中が利権を得ようとするから面倒なのだが、お館様が既に地図まで作っていたので助かった。

　鉱山技師という職は、鉱山を探させている時点で金になるから手放さない者が多いのだ。

　採掘と製錬を行う人材は、鉱山の廃坑で出た失業者をスカウトすればいい。

　さすがに、そこまで人材を囲い込んでいる貴族や大商人は少ないのだから。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「というのが、これからの大体の計画です」

「つまり、俺の予定はこれからもガチガチなんだな……」

「大丈夫です、お館様。ある程度余裕をもってスケジュールは組んでありますので」

「余裕ねぇ……」

　今日もローデリヒに頼まれて鉱山までの道を工事していたら、その鉱山に到着した時点で魔力が尽きた。

　最近よくあるので、いつもどおり、バウルブルクにいるエリーゼに『帰れないコール』を送る。

『お仕事、お疲れ様でした。お屋敷の方はご心配には及びません』

　成人直後とは思えない、まるで昔の戦国武将の妻のようなしっかりとした言い方をするエリーゼ。

　まさに良妻賢母の鑑かがみのようだが、見た目は美少女である。

　そのギャップが、またよかったりする。

『ヴェル、お腹を冷やさないようにね』

　イーナもエリーゼに似た感じだと思うが、どこかお姉さんぽい。

　まあ、俺には少しズボラな部分もあるので、言われても仕方がないとも思うのだが。

『ヴェル、浮気は駄目だよ』

　いやルイーゼ、工事現場には男しかいないんだ。しかも、俺はノーマルだし。

『ヴェル様、戻ってきたら一緒に狩りに行こう』

　可愛かわいいヴィルマから狩りに誘われると悪い気がしない。

　やはり、工事ばかりではなく狩りに行きたい気分だ。




「というわけで、工事の合間にはエルたちと狩りに行くかな。俺は冒険者でもあるわけだし」

　魔力切れで、バウルブルクに移転した師匠の屋敷には戻れなかったが、そう悪いことばかりでもない。

　この頃になると、俺たちのような工事関係者目当てに、行商人や飲食業者が街道工事の最前線で屋台を出すようになり、そこで軽く一杯引っかけることができるようになった。

　その中でも特に人気なのは、アルノーという店主が経営しているモツ焼き屋で、今日も一杯やっている。

　現代日本なら『お酒は二十歳から』なのだが、ここでは十五歳から成人である。

　俺が酒を飲んでも何の不都合もなく、参加者も男しかいないが、たまにはこういう男同士の飲み会も悪くない。

　店主は初老の男性で、彼は警備隊が行った野生動物の駆除や狩りで出た獲物の内臓を安く買い取り、それを丁寧に処理して煮込みや串焼きにして出してくれる。

　作業員は、飯と寝るところはあるが娯楽がない。金と疲れだけはよくたまる工事関係者が、通いで一杯やるようになるのに時間はかからなかった。

　値段も安いので、みんなここで酒を飲みながら話をするのだ。




「今の時点で婚約者が四人……うちの親父と同じですね……」

「いいなぁ……」

「結婚したいなぁ……」




　トリスタンたちは、俺の話を羨うらやましそうに聞いていた。

　みんな、ここに来るまでは立場が微妙な者も多く、大半が独身者だったからだ。

「今は忙しいから暇がないですが、拙者らはバウマイスター伯爵家の家臣となったのです。じきに結婚して子を成さねばなりません」

「そうか、家を継がせないとな」

「世襲か……今まで考えたこともなかった」

　ローデリヒから指摘され、トリスタンたちは自分たちも一家を成さねばならないことに気がついた。

「えっ？　トリスタンでもそんなもの？」

「まあ、妾めかけ腹ばらの四男ですから……」

　いくらエドガー軍務卿でも、コネには限界があるのだとトリスタンが言う。

「うちの実家が圧倒的に最下位だと思ったんだが……ああ、そうだ」

　俺は、所用で王都に出かけた時に預かっていたものをローデリヒに渡す。

「お見合い写真ですか……」

「ローデリヒが先に婚約者を決めないと、他のみんなも決めにくいだろうから」

「お館様の仰おっしゃるとおりですな」

　これまでの活躍で、ローデリヒは他の家臣たちからも一目置かれるようになった。

　筆頭として認知されるようになったので、先に婚約者を決めてほしいとトリスタンたちも思っているようだ。

「それはわかりましたが、多いですな……」

　ローデリヒが驚くのも無理はない。

　この世界にも写真はあるが、カメラは魔道具で数百万セントはする。

　持っている人から写真を撮ってもらえばそこまで費用はかからないが、それでもフィルム代で一枚千セントは最低でもかかる。

　それでもお見合い写真を撮るのは、みんな必死だからだ。

「これだけの大領の家宰候補ですからね。応募が殺到したでしょう？」

「トリスタンの想像どおりさ」

　俺がローデリヒに渡したお見合い写真の束は、二百枚を超えると思われる。

「なぜこんなに……」

「ローデリヒに、それが理解できないとは思えないけど」

「お館様、ただの愚痴ですので」

　簡単なことだ。王国の家臣が貴族で、貴族の家臣が陪臣だから世間的には貴族の方が偉い。だが、うちの実家のような騎士爵と大貴族家の重臣なら、圧倒的に後者の方が実入りがいい。次女や三女くらいなら、嫁入りさせると美お味いしい政略結婚になるというわけだ。

「お館様、この写真を見ましたか？」

「うわぁ……幼いなぁ……」

　上司が娘を自慢するのならよいが、明らかに十歳以下の娘がお見合い写真に写っていると、俺などは引いてしまう。

「伯父上……」

「やはり、ルックナー男爵家は復活させるのですね」

　トリスタンは、父親経由で情報を得ていたようだ。

　俺は潰つぶせばいいのにと思ってしまうが、中央の大物法衣貴族たちは派閥間の勢力均衡に異常に拘こだわる。

　ルックナー財務卿の孫娘とローデリヒの間に生まれた子供を、その子が成人してから男爵家の当主にして復活させるための婚約というわけだ。

「つまり、この娘は断れない」

「十五歳下ですか……まあ珍しくもないですが……」

　察しのいいローデリヒだが、八歳の娘の写真を見て溜ため息いきをついた。

「その娘と、あと最低一人だな」

「ですよね……」

　もしもルックナー財務卿の孫娘が二人男の子を産んで、もう一人がバウマイスター伯爵家の重臣家を継ぐことになると、これもバウマイスター伯爵家が中央の大物貴族と関係が深くなりすぎると文句を言ってくる貴族がいるそうだ。

　もう一人の奥さんが産んだ子供を重臣家の跡取りにして、バランスをつけることも必要らしい。

「話だけ聞くと、バカらしいよな……」

「当事者たちは、至極真面目に考えていますけどね……」

　俺もローデリヒもトリスタンたちも、貴族って大変だなと改めて思ってしまう。

「まあ、ある程度開発が進まないとそれどころではありませんし」

　実際にそうなので、今はそういう話がある程度に考えて、開発を優先することにした。

　決して現実逃避ではない。




「そういうことなら、ヴェルにもお見合いの話が殺到してそうだな」

「殺到しているが、俺には秘策があるのだ」

　俺は、魔法を使いながらエルに自信満々に答えた。

　数日後、俺は魔の森の南方、ヴィルマと海の幸を取った海岸付近で港の工事を行っていた。俺には詳しくはわからないのだが、良港になる条件を満たした場所があり、大型船でも直接接岸可能なように海底の浚渫を魔法で行う。

　掘った砂や泥や砂利は、塩分を『抽出』で抜いてから岸壁などを作る材料にした。

　塩分を抜くのは、経年による腐食や劣化を抑えるためである。

　エルは、作業をしている間、俺の護衛に徹しているが、それ以外の時間では王国軍式の教育を受けている。今後増える護衛たちを統率する役割を担う予定だからだ。




『エルヴィンは特殊な位置にいる男なのです』

　バウマイスター伯爵家において『できる男』の評価を得ているローデリヒが、エルに言った。

『どのような貴族家でも、初代が創設した事実に違いはありませぬ。では、名のある重臣はなぜ重臣となったのか？』

『優秀だからですか？』

『それもありますが、一番大切なのは主君個人との関係なのです』

　幼おさな馴な染じみや親友、そういう人物が家臣に加わるケースが大半であった。

『能力は普通であるならいいのです。当主という孤立しやすい地位にいる人物の、精神を安定させることができれば』

　主君の寵ちょう愛あいを利用して専横にでも走れば最悪排除されるが、大抵は特別視され容認される存在だとローデリヒが説明する。

『よって、お館様が貴族になる前から友人であったエルヴィンは、極めて重要な位置にいるといっても過言ではありません。ただ、お館様と同じくまだ若い』

　将来はともかく、今はたまに教育を受け、俺の護衛や冒険の御供でいいのだそうだ。

『それはわかりましたけど、ローデリヒさん……』

『何か他に質問でも？』

『ヴェルに、友達の話は禁句……』




『ぬぅわぁ───！　俺にはどうせエル以外に友達いねえよぉ───！』




　ローデリヒの的確すぎる指摘は、俺のトラウマに触れた。

　予備校には魔法使いである俺を利用することしか考えていない奴らが沢山いたし、これからもっと友達を増やそうとした時に貴族になり、王都留学が決まってしまった。

　貴族が真にわかり合える友人を作るのは、本当に大変なのだ。

『というわけで、エルヴィンは……』

『誤魔化した……まあ、こういう人の方が器用で友達も多いけどね……』

　エルの言うとおりで、ローデリヒは人脈も広いし、貴族以外なら友達も多かった。




　そんなわけで、エルは今日も狩りに行かずに俺の護衛に徹している。

「相変わらず、あんまりすることはないけどな」

「ヴェル様、おやつ」

「ヴィルマ、俺の分は？」

「一応ある」

「一応かよ……まあいいけど」

　ヴィルマも今日は俺と同伴で、先日採集したフルーツをカットして皿に盛りつけ、持ってきてくれた。

「今は手が離せないから、もう少ししたら食べるよ」

　ちょうど今、巨大なショベルの先に似たものを魔法で動かして、海底を浚さらっている最中なのだ。

　集中しているので、すぐにはフルーツを食べられない。

「ヴェル様、はい、あ───んして」

　ならばと、ヴィルマはカットフルーツをフォークに刺し、俺の口元に持ってきてくれた。

　食べると、フルーツの甘味が口の中に広がる。

「ヴェル様、美味しい？」

「冷えてて美味しいよ。ありがとう、ヴィルマ」

「ヴェル様の魔道具で冷やしておいた」

　師匠からの遺産には冷蔵庫もあり、冷たい飲み物やお菓子などが常時保存されている。

　それを使い、ヴィルマはカットフルーツを冷やしておいてくれたようだ。

「ヴェルは、別に友達がいなくてもいいような……」

「いや、友達は必要じゃないか！」

　そこそこ友人がいるから言えるセリフだな。エルはボッチの辛つらさを知らないから困ってしまう。

「ヴェル様、エリーゼ様たちがお昼を楽しみにしていてくださいって」

「いい匂いがするものな」

　エリーゼたちも今日はここにいて、今は昼飯用に巨大な鍋を煮込んでいる最中であった。

「あっちがミソ仕立てで、こっちはショウユ仕立て。エリーゼ、具材は足りているかしら？」

　大鍋二つの火の番をしているイーナが、魚を下ろしているいるエリーゼに聞いた。

「あまり大量に入れすぎても駄目なので、これで十分でしょう。余っている魚介は、焼いてしまいましょう、ルイーゼさん」

「火が熾おき火びになったら教えるから。気分の問題かもしれないけど、魔導コンロで焼くよりも、炭火焼きの方が美味しいよね」

　ルイーゼは炭に火をつけ、魚介を焼く金網の準備を始めた。

　お昼に、大鍋で作った漁師風鍋と合わせて作業員たちに出すためだ。

「ここの現場は、いい飯が出るよな」

「本当だぜ。しかも、奥様たちが作ってくれているのがいいな」

　作業員たちにも好評のようだ。

　毎日はできないが、こういうことをたまにすると作業員の士気が上がるとローデリヒが勧めてくれた。というか、俺よりもローデリヒの方がよほど貴族に向いているような気がする。

「お館様、いかがでしょうか？」

「順調だな。浚渫は予定どおりに終わるし、魚介も沢山獲とれたよ」

　作業員たちに出している魚介は、海底を浚渫した時に砂や泥と一緒に上がってきたものだ。

　せっかくなので、食べられるものは有効活用しているというわけだ。

「バウマイスター伯爵領は、海上、船でのアクセスに少し難がありますな」

「一〇〇パーセント最高って領地もないだろうから、それは仕方がないよ」

　未開地において船が停泊可能なのは、魔の森を超えた南部だけであった。

　西部と東部は切り立った崖ばかりだし、接している海も大渦や急激な海流で船を寄せつけない。

　そういう欠点がなければ、とっくにブライヒレーダー辺境伯あたりが船を回して未開地に上陸し、拠点の一つや二つ作っていたかもしれない。

　南部から船で上陸しても、魔の森を超えないと未開地の中部や北部には行けないので、魔導飛行船用の港も建設する予定だ。

　一見不便にも感じるが、南部には野生のサトウキビが大量に生育している南方諸島群があり、さらにその南にも島や大陸があるかもしれない。

　南進できれば、バウマイスター伯爵領はさらに広がる可能性もあるのだ。

　よって、ローデリヒが気合を入れて開発計画を立てている。

「そして、俺が忙しくなる」

「お館様、明日はお休みではないですか」

　さすがに、ローデリヒも本物の鬼というわけではないようだ。

　明日はお休みをくれたので、ブランタークさんやみんなと魔の森で狩りをする予定である。

「魔の森周辺で冒険者たちが生活をする村々の建設計画を立てたいので、冒険者ギルドに行ったついでに、話を聞いてきていただけるとありがたいです」

「ローデリヒ、お前はやっぱり鬼だな……」

　休日にも主君に仕事を頼む家臣だが、俺はいまだに商社マン時代の癖が抜けきれないでいるため、断れなかった。こういう時、気にもせず断れる性格の持ち主が羨ましい。具体的に言うと、導師みたいな人のことだけど。

「ヴェンデリン様、お鍋も焼いた魚介も美味しいですね」

「お魚は海のものの方が美味しいわね。はい、お鍋のおかわりよ」

「ヴェル、エビが焼けたよ」

「デザートに、エリーゼ様が作ったケーキもある」

　休日にも仕事をお押しつけられた件は、優雅な昼食と、それをともにするエリーゼたちに囲まれたせいですぐに忘れてしまった。

　そして午後からも、浚渫や護岸工事の手伝いに奮闘する。

　もしかすると、俺は自分で思っているよりも単純な性格をしているのかもしれない。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「何を見ているんだ？　エルの坊主は」

「お見合い写真です」

「やっぱり来てたんだな。お館様が言ってたとおりだ」

　翌日はお休みなので、みんなで魔の森に狩りに行くことになった。

　先にブランタークさんを迎えに行ってから屋敷に戻ると、エルが神妙な面持ちでお見合い写真を見ている。昨日、俺が渡していたものだ。

「選より取り見取りってか？」

「……ブランタークさん」

「何だ？」

「これだと、スタイルの良し悪しがわかりません」

　俺とブランタークさんは、同時にエルの頭にチョップを入れた。

「痛いな……でも、まだいいだろう。俺は若いし」

「そんな理屈、通用するわけないだろうが」

　ローデリヒと同じ理由で、エルと自分の娘を結婚させようとしている貴族は意外と多いのだから。

「それはわかっているけどよ。ブランタークさんやヴェルだって、もっと遊びたいだろう？」

　まあ、興味がないと言えば嘘うそになる。だが、もう俺にはそんなことはできないのだ。

　隠し子騒動が起こると、エリーゼたちに物もの凄すごく怒られそうだし。

　あと、エルは周囲をよく見て発言すべきだと思う。

「えっ？　何？　女遊びがどうかしたって？」

「エル、ヴェルに妙なことを吹き込まないでほしいな」

「ヴェル様の護衛として、不ふ埒らちな悪行は阻止する」

「エルさん、ヴェンデリン様は責任のあるお立場になられたのです。側室ならともかく、遊びの女性はいけません」

　槍やりをエルの目前に突き出すイーナ、拳をポキポキとならすルイーゼ、大斧おのを頭上に掲げるヴィルマ、普段は使わないメイスを構えるエリーゼに囲まれ、エルは顔を真っ青にさせ冷や汗を流した。

「余計なことを言うからだぞ。近日中に検討しておくように」

「俺、つい最近まで、しがない貧乏騎士の五男だったんだけどなぁ……」

　黄昏たそがれるエルを放置して、俺たちは魔の森近くにある冒険者ギルド・バウマイスター伯爵領支部魔の森出張所へと『瞬間移動』で飛んだ。

「人は多いけど、何にもないな……」

　魔の森が稼げるポイントだと知って多くの冒険者たちが集まっていたが、まだ冒険者支部の近くには何もなかった。

　そもそも、冒険者ギルド支部からして掘立て小屋であり、宿泊施設が足りなくて野宿している冒険者も多いようだ。

「これは、バウマイスター伯爵様」

　支部のある掘立て小屋に入るとギルドの所長が出迎えてくれた。建物の中はほとんど何もなく、ボロい机をいくつか出して、若い職員たちが冒険者たちの相手をしている状態だ。

「これは、急ぎ対応しないと駄目か？」

「独身者と冒険者をしていた者を優先して赴任させたので、もう少しなら大丈夫です。我々は室内で寝泊まりできますし」

「このことはローデリヒに伝えておく。魔物の解体所とかもいるよなぁ……」

　冒険者から買い取った獲物は、魔法の袋に入れてブライヒブル支部や本部にも送っているらしい。

　ここで解体できれば輸送効率を上げられるし、冒険者でない移住希望者たちに職を与えることもできるからだ。

「でも、ちゃんとした造りじゃないと危険よ」

「結局、村の建設が最優先か……」

　魔物を解体した時に流れる血や、廃棄する残骸に釣られて狼おおかみや熊が集まってくると危険だ。それに対処した設備を作るとなると、やはり時間がかかるというわけだ。

「きっと、ローデリヒさんが物凄い計画を立ててくれるわよ」

　イーナの言うとおりなんだけど、その計画のかなりの部分は間違いなく俺の担当だし……今は忘れることにしよう。

「ヴェル様、今日は狩りに集中しよう」

「そうそう、今日は狩りをしないと」

　ルイーゼとヴィルマに促されてギルド支部のある掘立て小屋を出ると、いよいよ魔の森での狩りの始まりだ。

「色々と面白いものが採れるからな」

　俺は今まで土木工事優先だったので、今日は久しぶりの魔の森だ。珍しい魔物、珍しいフルーツ、他にも色々と美味しくて値が張るものが採れる。

「前に、狩猟、採集したものの販売益をヘルマン兄さんに渡したら喜んでいたな」

　まだこの魔の森がバウマイスター騎士爵領であった頃の話だが、そのおかげで大分開発資金などで余裕ができたと、ヘルマン兄さんからお礼を言われた。

「ここに来てる冒険者たちは一いっ攫かく千せん金きんを求めてよね、間違いなく」

　魔物の素材は王都のオークションに出すと、かなりの高値で取引され、果物は富裕層向けの食材店やお菓子屋などに卸され、高額にもかかわらず飛ぶように売れているらしい。

「でも、使い道に困ったものもあったわよね。ヴェルが何とかしたけど」

　それはカカオの実であったが、確かに加工方法がわからなければ、ただの実と種でしかない。

「ココアとチョコレートって、高いけど美味しいのねぇ……」

　俺が製法をアルテリオさんに伝え、彼の指揮のもと口が堅いお菓子職人たちを抱え込み製造を開始した。ココアやチョコレートの材料の一つであるミルクがもともと高級品であったこともあり、できてみれば大変高価なものになっていた。

　一応大まかな製法は知っていたが、素人の俺が手を出しても成功しないはず。そう思って、実際の作業はすべてプロのお菓子職人に任せたが、彼らは何回かの失敗のあとにいいものを作ってくれた。

　おかげで、王都では高価なココアやチョコレートも、アルテリオさんから無料で貰もらうことができるようになった。特に女性陣は大喜びだ。

「イーナちゃんは本当にチョコが好きだからね。ボクも、つい食べ過ぎてしまうけど」

「ホットチョコレートも美味しいですよね」

「チョコレート、美味しい」

　どの世界でも、女性の甘いもの好きは同じらしい。

　うちの女性陣は、携帯食料としてココアとチョコレートを持参するようになった。

　それらは品質を保持するために魔法の袋に仕舞われ、厳重に管理されている。

「ヴェル、カカオの実を採りに行こうよ」

「需要が多いから、それがいいな。ルイーゼの意見を採用だ」

「まあ正解だな。冒険者は効率よく稼がないと」

　俺たちがギルド職員と話をしている間、ブランタークさんも掲示板を見てきたそうだが、アルテリオさんがカカオの実が足りないから、持ってきたらあるだけ全部高く買い取ると依頼を出していたそうだ。

「このメンバーなら、採集の時にも安全だよな」

　当然、採集作業の間に魔物の襲撃があるのだが、それに対処できての冒険者である。

　逆に襲ってきた魔物を狩って収益にするくらいでないと、優秀な冒険者にはなれない。

「昨日まではブランタークさんがいたし、今日はヴェルがいるからな。大変に心強いわけだ」

　冒険者パーティに強力な魔法使いがいると、狩りの効率が断然違ってくる。

　安全性については、言うまでもなかった。

「じゃあ、エルたちがここのトップパーティなのか？」

「一応な。ブランタークさんに下げ駄た履かせてもらって、だけどな」

　ブランタークさんは、もともと超一流の冒険者であった。魔法のみならず経験が段違いなので、狩りの効率が全然違うのだそうだ。

「まだ冒険者としては未熟な俺に、そこまで期待するなよ」




「あらあら、竜殺しの英雄さんは意外と謙虚ですのね」




「誰だ!?」

　突然話に割ってこられたので、俺はつい声を少し荒げてしまう。

　いや、違うか。本当は、こんな近距離まで相手の接近を許してしまった自分の迂う闊かつさを呪っていたのだ。

　声がした方向に目を向けると、そこには若い女性が立っていた。

「私、カタリーナ・リンダ・フォン・ヴァイゲルと申しますの。ご挨拶をと思いまして」

「ブランタークさん？」

「こうも魔力を抑えられるとな……魔法を繰り出そうとすれば、瞬時に気がつくんだが……」

　ブランタークさんも、彼女の接近には気がつかなかったらしい。俺と同じく少し悔しそうだ。

「狩りの前ですので、魔力の休眠中でしたの。ブランターク様のお噂うわさはかねがね」

「それは光栄だな」

　やはり、彼女は魔法使いであった。それもかなりの腕前の。

　年齢は十八歳くらい、髪型は、腰まで伸ばした紫色の髪を昔の少女漫画に出てくるお嬢様キャラのように縦ロール状にして、頭には、水色の宝石を複数付けたカチューシャをしていた。












「宝石に見えるけど、アレは魔晶石か……」

　魔力が尽きた時のための、予備ということなのであろう。

　指にも、複数の魔晶石が付いた指輪をはめていた。

　特注と思われる赤い革製のドレスは、ヒモの部分とスカートのヒラヒラ部分が白い布でできている。

　一見、冒険者には不向きな格好に見えるが、素材には竜の皮と産毛を使用した、物理・防御魔法力に優れた一品であると俺は分析した。

　当然目の玉が飛び出るほどの金がかかっているはずだが、彼女はそれを稼げる超一流の魔法使いなのであろう。

　加えて、同じく竜の皮でできていると思われるダークブラウンのロングブーツと、手には長さ二メートルほどの長い棒状の杖つえが握られている。

　随分と派手な格好ではあるが、彼女の実力はたぶん本物だ。少し警戒しないといけない。

　さて、それほどの実力者である彼女が俺にどのような用事があるのか。

「（ヴェンデリン様、あの方はマントを……）」

　エリーゼからの指摘で俺の考えは纏まとまった。

　名前は貴族風なのに、なぜ彼女がマントをしているのか。

　真っ当な貴族なら、こんな場所でマントなんて着けない。

　なぜなら、王族と伯爵家以上の当主、王国軍では将官以上、あとは閣僚しか公式には着用を認められていないからだ。俺も伯爵になった時に陛下から下賜されたが、今は冒険者の立場なので着けていなかった。

「（ヴェンデリン様、この方は……）」

「（そういうわけか……）」

　エリーゼがすべて言う前に、俺でさえも気がついた。

　公式に認めてられていないのにマントを着用するなんて、空気が読めていない極端な目立ちたがり屋か、名を売るための没落貴族であろう。

　本当の貴族なら、認められてもいないマントなんて着用しないのだから。

「あら？　みなさんを警戒させてしまいましたでしょうか？」

　こちらの思いを他よ所そに、女魔法使いはその大きな胸を張りながら話しかけてくる。

　没落貴族が成り上がり貴族に対していい感情など持っているはずがない。俺はまた何か面倒ごとに巻き込まれるかもと、心の中で溜息をつくのであった。





巻末おまけ　マヨネーズとアームストロング伯爵家







　これはまだ、ヴェルを含めた俺たちが、王都で留学という名の囲い込みをされていた頃のことだ。




　その日も俺は、王城内の訓練所でワーレン様から剣の指導を受けていた。

　終了後に、同じく槍やりの指導を受けていたイーナとともに屋敷に戻ると、そこではヴェルがまた奇妙な調味料の作成をしていた。

「マヨネーズは至高！　だが、ここは派生した仲間たちを忘れてはならない！」

　どうやら、本日の導師との特訓が終了したようで、屋敷の台所で『マヨネーズ』なる調味料の作成に勤いそしんでいるようだ。

　作業台の上では大きめのボールが宙に浮いていて、その中では泡だて器が高速で素早く材料をかき混ぜていた。




　このマヨネーズという調味料の美お味いしさは衝撃的であったが、作るのには意外と手間と労力がかかるようだ。前に、『エル、腕の鍛錬になるぞ』とヴェルから言われて大量に作成した時、剣の鍛錬を欠かさない俺の腕が筋肉痛になったほどだ。

『さすがに、根性あるな』

『なあ、ヴェルが魔法で攪かく拌はんすればよくないか？』

『実は、今日の導師との特訓が厳しくて、魔力が不足しているんだ』

　なら翌日でもいいような気もしたし、何より『こんなに作らせるなよ！』とも思ったのだが。




　宙に浮くボールには、卵黄、酢、塩、胡こ椒しょうをよく混ぜたものが入っており、そこに少しずつ油を足していって根気よく攪拌していく。

　ボールも油の容器も泡だて器も魔法で宙に浮いていて、慣れたとはいえ魔法が使えない俺には不思議な光景だ。泡だて器も、まるで透明人間が攪拌しているように見える。

　手に触らずに対象物を宙に浮かせたり自在に動かす『念動』の魔法は、ヴェルに言わせると基本的な魔法に入るらしい。

　そういえば以前に商業街の広場で、初級クラスの魔法使いが『念動』魔法がネタの手品で、町行く人たちからお金を集めようとしていたのを思い出す。

　ネタが簡単にわかる手品だったが、魔法使い自体が少ないので珍しいと思われたのか、思ったよりもお金が集まっていたな。

　ヴェルは、『普通に手品をやれよ！』と銅貨一枚すら渡していなかったけど。

「マヨネーズは、油断すると失敗する。とにかく、根気よく攪拌するんだ」

「はあ……」

　マヨネーズとは、ヴェルに言わせると『苦役のあとの極楽』なのだそうだ。

　確かに、それは俺も実感している。

　もっとも、その成果の大部分が碌ろくに手伝わないルイーゼに食べられてしまうんだけど。

『ルイーゼ、お前も手伝えよ』

『マヨネーズは、男の仕事だと思うんだ』

『んなわけあるか！　なら、もっと食うのを遠慮しろ！』

『ボクはほら、もっと食べないと成長できないから』

　ルイーゼの体は、同年代女性の平均よりも圧倒的に小さい。

　もう少しで十四歳になるのに、いまだに初見の人から十歳以上に見られたことがないのだ。

　なので、なるべく沢山食べて早く成長するというスタンスを取っているのだが、少なくとも、今のところ成果は見受けられなかった。

　マヨネーズって、成長の役に立つのか？　というか、ルイーゼって成長するのか？

　そう思わないでもないが、本人に言うのはやめておこう。殴られると痛いから。

『一日も早く、ヴェルがレシピを売った商会が製品を販売することを祈るよ』

　現在、攪拌などの作業を魔道具で行える工房を急ピッチで建設中らしい。

　そしてその工房が稼動すれば、ヴェルには毎月決まった量のマヨネーズがその商会から上納されることになっていた。

『ボクの他にも、マヨネーズ消費量が多い人もいるしね』

『ああ、あの人は半分中毒だと思う』

　もう一人、異常なまでのマヨネーズ好きが誕生していた。

『焼いた肉、洗っただけの野菜、御飯やパンにもよく合うのである！　バウマイスター男爵！　某それがしに、もっとマヨネーズを！』

　修行中のお昼に、ヴェルとルイーゼが鹿の焼き肉につけていたのを貰もらって以来、導師は何にでもマヨネーズをかけて食べるようになってしまった。

　ヴェルは『マヨラーだ！』と言っていたが、そのあだ名は何となくわかるような気がする。

　ただ、導師は絶望的なまでに不器用で、自作すると大半の材料を無駄にしてしまうので、定期的に屋敷へ貰いにくるようになっていた。




　そんなわけで、ヴェルは導師のためにまたマヨネーズ作りをしている、というわけだ。

　ただ、今日は何か新しいマヨネーズに挑戦するのだそうだ。

「派生型？　どういうことなの？　ヴェル」

「マヨネーズにもうひと工夫で、さらなる極楽を目指すのさ」

　イーナの問いに答えるヴェルであったが、彼女の方は首を傾かしげていた。俺も意味がわからない。

「さあ、仲間たちの完成だ！」

　以前ヴェルが手に入れたワサビを混ぜたワサビマヨに、マスタード入り、シソ入り、ユズ入り。

　そして一番のお勧めが、カレー粉入りのマヨネーズなのだそうだ。

「本当に、よく考えるよな」

「人は、食べねば生きていけないからな」

　どうせ食事は必須なのだから、それを楽しまなければ損だ。ヴェルは、珍しく哲学的なことを語っていた。

　食べ物の話なので本当は哲学的でもないけど、そんな気がしないでもない。

「それで、その新作は導師に味見させて実験とか？」

「勿もち論ろん、もう試食しているし」

　台所にいないと思ったら、導師はもうエリーゼの給仕で試食を始めているそうだ。

　あと、実験の部分は否定しないらしい。

　別に薬じゃないから不ま味ずいくらいで死ぬ心配もないし、導師の場合、少々の毒くらいでは死なないだろうな、絶対に。

　リビングにあるテーブルの上には、大量のカラアゲが載った皿が置かれ、導師はそれにマヨネーズをつけながら次々と口に放り込んでいた。

「ウゲっ！」

「よく胸焼けしないわね……」

　ヴェルが考案したカラアゲは俺もイーナも好きだけど、一人で一度に何キロも食べるのはどうかと思う。

「マスタード入りは、ピリっとした辛さが……ワサビ入りも、マスタードとは違う落ち着いた辛さで……シソとユズ入りは、これもサッパリとしていていいアイデアである。そして何より……」

　導師が一番気に入ったのは、カレー粉入りのマヨネーズみたいだ。

　残り数キロ分のカラアゲに大量にまぶし、かき込むように食べ続けていた。

「富貴病にならないのかな？」

　富貴病とは貴族や金持ちが中年以降によくかかる病気で、症状が進むと手足が壊え疽そしたり、失明したりする怖い病気だ。

　ただ、一般庶民や俺のような貧乏貴族にはあまり縁がない病気だな。

「この前のカレーライスといい、カレー粉とは素晴らしいものであるな！　これを、もっと融通してほしいのである！　他のマヨネーズ各種も忘れずに！」

　導師は、かなり強い口調と勢いでヴェルにお願いをした。

「カレー粉は、そんなにないんですよ……」

　この『カレー粉』も、ヴェルが休日に台所に篭こもって自作した黄色い奇妙な粉で、ヤバイ薬ではないと聞いている。

　その独特の香りと辛さに、俺たちはまた衝撃を受けたものだ。

　さらに、これを元にカレーライスなるシチューの親戚のような料理も考案したが、このカレー粉には大きな弱点があった。

『香辛料が高い！　材料原価を計算したら凄すごいことになった！』

　南方でしか栽培できない香辛料が多く、薬として流通しているものも多かったので、王都だとどうしても仕入れ値が高くなってしまうのだそうだ。

『勿論、高くても使い道はあるからな。男爵様、レシピを売ってくれ！』

　ヴェルのアイデアで儲もうけているアルテリオさんは、『カレー粉』を高級品として販売するようになっていた。

　あとは、カレー粉を使ったフルコースメニューを出す高級レストランの経営だ。

　一人前百セントで、最初にカレー粉を使った肉料理などを出し、最後にカレーライスを出す。

　さすがに、サラダやデザートにはカレー粉は使っていなかったが、店は毎日賑にぎわっているらしい。

『カレー粉には、常習性がある！』

『それって、ヤバい薬なのでは？』

『そういう違法性はないけど、カレー粉の匂いを嗅ぐとまた行きたくなるだろう？』

　確かに、そのお店には常連客が多いようだ。

　高価にもかかわらず、お持ち帰り用のカレー粉も飛ぶように売れているらしい。

　当然、ヴェルの懐にも大金がもたらされていた。

　正直、そんなに稼いで何に使うのかと疑問になってしまう。

「高価な杖つえでも買うのかな？」

　俺は暇があれば、武器屋を巡っていい剣を探している。

　剣士にとって、いい剣とは己の命を預ける半ば分身のようなものだからだ。

　いい剣を得るには時間と手間と金がかかるが、己の分身となる一生使うものなので、選別に手を抜くわけにはいかないのだ。

「あれ？　でも、ヴェルって……」

　今、ふと思ったのだが。

　台所でマヨネーズを魔法で作っている時にも、導師と修行をしている時にも、杖を使っているのを見たことがなかった。

　魔法使いといえば、ローブ姿で杖を持っているイメージが強い。

　導師は紫色のローブに身を包み、その見た目に相応ふさわしいゴツイ杖を装備している。

　ローブの紫色は昔からヘルムート王国では高貴な色とされていて、王宮に仕える魔導師の中でも、筆頭である導師にしか着用が認められていない。

　見習いや下位者は青のローブで、上級者は赤と決まっているのだそうだ。

　魔法使いなんてそう頻繁に会えるものでもないし、王宮に仕える魔導師となるともっと数は少ないからな。王城で見かけた時にローブの色が違っていた理由をヴェルから教えてもらって、初めて知ったくらいだし。

「ヴェルが魔法を使う時に、杖を使っているのを見たことがないような……」

　ヴェルは師匠から形見として何本かの杖を貰ったくせに、普段使っている形跡がまったくなかったのだ。

「俺が何？」

「今、ふと思った。ヴェルはなぜ杖を使わない？」

「ああ、杖ねえ……」

　ヴェルが言うには、自分の場合はあまり杖と魔法の威力に関係がないらしい。

　ただ、だからといって杖がまったく必要でないというわけでもないそうだ。

「新しい魔法の練習では、必須アイテムだから。師匠が残した火竜のヒゲにミスリルをコーティングした杖は、新しい魔法の習得が早まる効果がある。フェニックスの尾に水竜の硝子ガラス体をコーティングした杖は……」

「その杖は？」

「偉い人と謁見する時に、見栄えがいい」

　フェニックス、水竜ともに、半ば伝説扱いで材料の入手は困難を極める。なので、それを材料にした杖を公式の席で持っていると、その魔法使いが超一流であることが一目瞭りょう然ぜんなのだそうだ。

「魔法の練習用と、典礼用かよ」

　魔法使いといえば杖だと思っていた俺に、ヴェルが衝撃の事実を語った。

「そうだけど、あまり力量のない魔法使いが高価な杖を入手できるはずもないから」

「確かに、それは言えているな」

　それにしても、高価な杖が練習用と典礼用なんて……ただ、確かに力量がない魔法使いでは、そんなに高価な杖など入手できないのも事実であったが。

「いや、別にすべての魔法使いがそうではないゆえに！」

　とそこに、カラアゲとマヨネーズのお代わりを求めて、導師が台所に入ってくる。

　というか、まだ食べるつもりらしい。

　その両手には、空になった大皿を持っていた。

「最低でも上級以上の魔力を保有していなければ、魔法の威力が落ちてしまうのである！」

　威力や使用魔力の効率が、杖なしだと二割減から半分ほどに落ちてしまうそうだ。

　どのくらい落ちるのかは個人差があるらしいが、なぜか魔力の保有量が上級になると、杖なしでも落ちなくなるそうだ。

「魔力量が中級の上と、上級の下。境目の判別が難しいようにも見えるが、実は簡単なのである！」

　杖を使わないでも、魔法の威力が落ちない。そこで、明確に線引きをされているのだと導師は語った。

「つまり、ブランタークさんは」

「上級の下なので、杖を使わなくても魔法の威力は落ちないのである！」

　ただ、やはり新しい魔法の習得には杖は必須なようであった。

　しかも、ブランタークさんは年配者でブライヒレーダー辺境伯家のお抱えである。偉い人に会う頻度が多く、高価なローブと杖を複数持っているそうだ。

　魔法使いにとって高価なローブと杖とは、貴族の礼服のように冠婚葬祭やパーティーなどでも着用可能なうえに、装備品としても遺憾なくその力を発揮するから汎用性はピカイチなんだろう。

「ちなみに、ボクは中級の上だね」

　台所でエリーゼと一緒に、導師へのお代わり用のカラアゲを揚げていたルイーゼが、俺に左手の薬指に輝く指輪を見せてくれた。

「ルイーゼ嬢は魔力を使った格闘がメインなので、杖代わりにその指輪を使っているのである！」

　杖で片手が塞ふさがるのは、ルイーゼの戦闘スタイルからいうと効率が悪い。

　そこで、ヴェルが婚約指輪の代わりにルイーゼにプレゼントしたそうだ。

「魔法使いの杖も、一種の魔道具なのである！　基本を押さえていれば、別に杖である必要はないのである！」

　別のアクセサリーでも、武器や防具や生活用品でも。

　作り方の基本さえ押さえていれば、何でも杖代わりになるそうだ。

「へえ、知らなかった」

「魔法使いの世界は狭いゆえに、仕方がないのである！」

　人数が少ないし、魔法を使えない人が杖のことなど詳しく調べるはずもない。

　たまに公式の席などで姿を見ると普通に杖を持っているし、まさか上級者ほど見栄で高価な杖を持っているなどとは思わないのが普通。

　俺だけじゃなくて、みんなそう思っているはずだ。

「ですが、導師様は杖を持っていますよね？」

　ヴェルと一緒に台所でカレー粉入りマヨネーズを作っていたイーナが、導師の持つ巨大な杖について質問をする。

　導師の杖は長さ二メートルほどで、素材は冒険者時代に集めたミスリルを使ったオールミスリル製。

　先端の形状はメイスのようになっていて、その中に直径五〇センチほどの魔晶石が埋め込まれている。

　そのまま人を殴り殺せそうな杖に見えるけど、これに導師が魔力を込めると形状が巨大なハンマーへと変化する。

　魔力の物質化であるが、この魔法を使える魔法使いは物もの凄すごく数が少ないと、ヴェルから聞いた。

　あんな、一撃で人を殴り殺せそうな巨大ハンマーを魔法で作れる人が沢山いても困るだろうし。

「某の戦闘スタイルを考えるに、この杖が一番効率がいいのである！」

　あとは、付いている巨大な魔晶石が、導師の魔力が尽きた時の補給源になっているそうだ。

　ヴェルも、余った魔力を予備の魔晶石に込めて、魔法の袋に保存していた。

「導師の場合、杖で常に体を鍛錬しているという理由もあるけどね」

　魔闘流を修めるルイーゼの説明によると、導師は常にその巨大で重たい杖を持って移動することにより、自然と体の鍛錬を行っているのだそうだ。

「だから、定期的に持っている手を変えている」

「やはり、ルイーゼ嬢は気がついたのである！」

「魔法使いでも、体が基本ってやつですか？」

「エルヴィン少年の言うとおりではあるが、体の鍛錬についてはアームストロング家の伝統とも言えるのである！」

　導師の実家であるアームストロング伯爵家は歴史ある軍人系法衣伯爵家で、一族の男子は代々身長が二メートルを超え、特に体を鍛えなくても筋肉隆々になるらしい。これに加えて、代々伝わる独自の鍛錬法で導師のようになってしまうというわけだ。

　前に一度、城内で導師のお兄さんを見たことがあった。

　彼も街中を歩いていたら、チンピラやゴロツキなどはコソコソと逃げていくはずだ。

「ですが、導師の剣は……」

　武芸大会では予選四回戦敗退なので、軍人家系の出にしてはお粗末なような気もするのだ。

「我が一族は、もともと剣は苦手なゆえに」

　その代わりに、その恵まれた体やパワーを駆使して敵を撲殺する戦闘スタイルを得意とするそうだ。

「撲殺ですか？」

「左様！　我が実家アームストロング家には、代々オリハルコン製の『六角棒』が伝えられている由に！」

　昔から、代々のアームストロング伯爵やその一族の男子は、鋼で作られた棒で敵の剣を折り、頭部などを狙って撲殺する戦い方で有名なんだそうだ。

「今から三百年ほど前、まだアーカート神聖帝国との戦争があった時代のことである！」

　両軍が激突し、暫しばらくして形勢不利になったヘルムート王国軍は、当時の王様の命令で一時後退が命じられたが、それは同時に追撃を受ける危険性も孕はらんでいた。

　そこで当時のアームストロング伯爵は、自ら志願して王国軍の殿しんがりを務めたのだそうだ。

「ご先祖様は自慢の鋼製の棒を振り回し、百人を超える敵兵を撲殺するも遂には……」

　敵軍に囲まれ、遂に討ち取られてしまったという。

「戦死ですか……」

「我がアームストロング伯爵家では、このような状況での戦死は名誉なものとされるのである！」

　アームストロング伯爵の犠牲もあって、王国軍は無事に撤退に成功。

　その戦役では、後に逆襲にも成功して、有利な条件で講和が結べたのだそうだ。

「講和を結んだのですね。あれ？　でも……」

　その割には、さらに百年ほど戦争が続いていたような気がするけど。

「あの当時は、戦っては講和を結び、またどちらかが出兵して、攻められた方も兵を整えて戦う。そんな状態であったゆえに」

　なかなか、長期間の停戦というのは実現しなかったみたいだ。戦争ってのは、業ごうが深いものだと俺でも思うよ。

　そしてその講和の席で、当時のアーカート神聖帝国皇帝が敵であるご先祖様の奮闘を称たたえ、首を繋つなげた遺体を返還してくれたのだそうだ。

「首を繋げてですか……」

「戦争ゆえに、手柄首を集めるのは常識であった。仕方のないことである！」

　当然、敵からも賞賛されたアームストロング伯爵に、王国側も多額の恩賞と新しい武器の下賜で応えたそうだ。

「いつの頃からか王家に伝わっていた『六角棒』が、跡を継いだアームストロング伯爵に下賜されたのである！」

　その六角棒は、長さ二メートル、太さ八センチほどで、素材はすべてオリハルコン製。

　下賜された新アームストロング伯爵も、それを用いて戦場で大活躍した。

　敵兵や指揮官である貴族の剣を六角棒の強烈な一撃で叩たたき折り、狼ろう狽ばいする相手をそのまま撲殺する。

　アーカート神聖帝国の貴族たちは、『撲殺魔』アームストロング伯爵を恐れたそうだ。

　代が代わっても、身長二メートル超えの筋肉巨人が味方の兵や貴族を撲殺し続けたのだから当然とも言える。

　そしてその六角棒は、代々アームストロング伯爵家当主の専用武器となったそうだ。

「あとは、この髪型もである」

　導師の髪型は、何というか変わっている。

　頭周部は綺き麗れいにカミソリで剃そりあげられ、頭頂部のみに硬そうな癖毛が三角形型に天に向かって伸びているのだ。

　例えるなら、後に魔の森の探索で見つけたパイナップルという果物のヘタの部分にソックリであった。

「三百年前に戦死したご先祖様が、この髪型だったのである！」

　その髪型にした理由は、もし戦場で首を討たれても、敵が切り落とした首を持ちやすいようにという配慮と、そういう最期を迎える可能性が高いのが、アームストロング伯爵家当主なのだという覚悟からきているらしい。

　以後、アームストロング家の男子はすべてこの髪型にするのが決まりになり、導師も現当主の次男なので、子供の頃からその髪型なのだそうだ。

「何というか……凄いお話ですね」

「とはいえ、ここ二百年ほどは戦争もなく。家伝の六角棒も、まったく敵兵の血を吸っておらぬ。父も兄も戦争の準備は怠ってはおらぬが、開店休業状態なのが実情なのである！」

　導師は、それをよかったと思っているのか？　それとも、嘆かわしいと思っているのか？

　少なくとも俺は、戦場において血まみれの六角棒で敵を撲殺する筋肉大男など見たくもない、と思ってしまったけど。
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神奈川県在住の全然フレッシュ（死語）ではない新人物書き。

２００９年頃から二次創作を書き始め、２０１２年よりオリジナルを手がける。

最近釣りを始めるも（ジジ臭い）、下手なのであまり釣れない。

無心で糸を垂らしているといいアイデアが……浮かんだらいいなと思う。

ただの趣味です。

運動不足なのでウォーキングも始めました。パソコンの前に座っている時間が増えたから……。

デビュー作「八男って、それはないでしょう！」をよろしくお願いします。















　　企画／株式会社フロンティアワークス
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　　イラスト／藤ちょこ




　　本書は小説投稿サイト「小説家になろう」（http://syosetu.com/）初出の作品を加筆の上書籍化したものです。
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